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ベ
ト
ナ
ム
の
中
南
部
は
海
側
に
山
地
が
迫
っ
て
い
る
が
、
内
陸
側
は
経

や
か
な
勾
配
の
高
原
地
借
に
な
っ
て
い
る
。
ダ
ク
ラ
ッ
ク
中
間
の
首
都
パ
ン

メ
ト

i
ト
か
ら
南
東
に
五

O
M
余
り
の
所
に
ラ
ッ
ク
湖
が
あ
る
。
浅
い
怖

で
象
が
歩
い
て
波
っ
て
い
た
が
、
こ
の
湖
の
周
辺
で
水
船
栽
培
を
し
て
い

る
の
が
ム
ノ
ン
肢
で
あ
る
。

ム
ノ
ン
族
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
移
住
し
て
き
た
民
族
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
彼
ら
の
住
民
は
高
床
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
で
、
妻
函
を
道
路
側
に
見
せ

な
が
ら
整
然
と
並
ん
で
い
る
。
二

0
1
三

O
m
の
長
さ
の
も
の
が
標
準
的

で
あ
る
が
、
な
か
に
は
四

O
m
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。

住
肢
は
両
端
部
に
木
や
竹
を
組
ん
だ
テ
ラ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
に
刻
み
を

入
れ
た
九
大
が
立
て
掛
け
て
あ
る
。
内
部
は
人
口
に
近
い
部
分
が
居
間
で
、

絞
容
の
場
を
兼
ね
て
い
て
、
煙
草
川
の
炉
が
あ
る
。
こ
の
周
辺
に
は
机
や

椅
子
、
そ
れ
に
銅
線
、
太
鼓
な
ど
の
祭
礼
川
具
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の

'
児
は
京
族
の
日
常
生
活
の
場
で
、
壁
に
沿
っ
て
ベ
ッ
ド
が
置
か
れ
、
屋
根

裂
に
は
蚊
帳
や
ゴ
ザ
な
ど
の
寝
具
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
桁
や
柱
に
は
鍬

れ
九

rノ

比ぷi

凶4

， r 
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2 竹をま扇んだ外JiI，

3ー接客の喝をす法ねた

居間。

----i2酒が主主んだ室内。

5一部屋に仕切らず広

い内部。

集落自E鐙図

や
斧
、
鋸
な
ど
の
農
具
や
工
具
が
掛
け
ら
れ
、
壁
際
に
は
壷
酒
が
幾
っ
ち

並
ん
で
い
る
。
最
奥
部
は
町
一
房
で
、
置
炉
が
三
個
あ
り
、
炊
事
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。

大
い
丸
太
の
材
で
全
体
の
架
構
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
面
白
い
の
は
切

妻
鹿
恨
の
垂
水
の
掛
け
方
で
、
竹
の
節
か
ら
仲
ぴ
た
分
校
部
分
を
一

o
m

程
切
り
残
し
、
そ
れ
を
敷
桁
に
引
っ
か
け
る
よ
う
に
し
て
留
め
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
は
、
校
が
根
の
よ
う
に
太
い
竹
が
生
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を

巧
み
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
竹
は
小
屋
組
の
垂
木
や
屋
根
材
を
留
め

る
桟
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
に
、
住
居
の
内
外
部
の
至
る
所
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
践
は
割
竹
を
格
子
状
に
編
ん
だ
網
代
で
、
そ
れ
を
支
え
る
支

柱
や
桁
も
ま
た
竹
で
あ
る
。
床
も
割
竹
敷
き
で
、
一
扉
や
窓
も
竹
の
修
子
で

ざ

る

た

け

ひ

ご

あ
る
。
穀
物
や
野
菜
を
入
れ
る
筑
や
龍
も
竹
銭
を
編
ん
で
作
ら
れ
、
魚
を

躍
る
た
め
の
第
や
鶏
の
雛
を
入
れ
る
能
も
竹
製
で
あ
る
。

こ
の
住
民
は
一
九
七
四
年
に
造
ら
れ
、
現
在
三
人
が
住
ん
で
い
る
。

(
ふ
じ
い
・
あ
き
ら
/
京
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
)
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助
や
低
利
の
フ
ァ
ン
ド
、
あ
る
い
は
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
間
附
与
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
そ
れ
を
受
け
止
め
つ
つ
住
宅
供
給
を
進
め
る
た
め
に
は
、
非
営
利
で
あ
り

な
が
ら
、
か
つ
公
共
団
体
で
は
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
担
い
手
、
つ
ま
り
中
間
セ
ク
タ
ー

が
望
ま
し
い
。

そ
の
中
間
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
最
近
話
題
の

N
P
Oな
ど
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
欧
米
の
よ
う
な
慈
善
団
体
の
腰
史
に
乏
し
い
日
本
で
は
、
寄
付
金
等
を
基
盤
と
し

た
住
宅
経
営
組
織
を
実
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
居
住
者
自
身
が
、
自

ら
の
た
め
に
投
資
を
行
な
う
組
織
に
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ

の
住
宅
に
現
に
住
ん
で
い
る
人
び
と
が
、
そ
の
住
宅
の
価
値
を
最
も
高
く
評
価
し
て
お
り
、

建
物
の
改
修
を
は
じ
め
と
し
て
将
来
に
向
け
た
追
加
投
資
を
行
な
う
動
機
が
強
い
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

欠
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
意
欲
・
投
資
を
引
き
出
す
仕
組
み
で
あ
る
。
持
ち
家
と
し
て

払
い
下
げ
を
受
け
れ
ば
、
こ
の
目
的
に
照
ら
し
て
明
快
だ
が
、
し
か
し
、
賞
貸
住
宅
に
住

む
住
民
は
、
そ
こ
ま
で
の
資
金
と
リ
ス
ク
を
負
担
し
た
く
な
い
と
考
え
る
の
が
普
通
だ
ろ

う
。
そ
の
一
方
で
、
維
持
管
理
や
リ
フ
ォ
ー
ム
程
度
な
ら
ば
自
己
負
担
で
実
施
し
て
も
よ

い
と
考
、
え
る
居
住
者
は
大
勢
い
る
。
住
宅
組
合
方
式
の
出
番
が
あ
る
。

そ
こ
に
、

日
本
で
の
住
宅
組
合
の
仕
組
み
と
は

公
共
団
地
の
払
い
下
げ
を
想
定
し
て
具
体
的
な
社
組
み
を
考
え
て
み
よ
う
。
住
宅
組
合

は
法
人
で
あ
り
、
そ
こ
に
居
住
者
は
出
資
す
る
。
出
資
額
は
持
ち
家
で
払
い
下
げ
を
受
け

る
場
合
の
二
割
程
度
と
し
よ
う
。
残
り
の
八
割
程
度
は
、
住
宅
組
合
法
人
が
金
融
機
関
等

か
ら
融
資
を
受
け
、
そ
の
返
済
は
、
毎
月
の
家
賃
か
ら
行
な
う
。

こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
居
住
者
主
体
の
管
理
に
移
行
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
助
努
力

が
自
ら
に
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
返
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
経
営
が
う
ま
く
い
け
ば
維
持
管
現

費
を
続
減
で
き
た
り
、
あ
る
い
は
退
去
時
に
出
資
株
を
売
買
で
き
た
り
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
居
住
者
が
負
う
経
営
リ
ス
ク
は
出
資
金
の
範
囲
内
に
収
ま
る
。
ま
た
、

持
ち
家
の
よ
う
に
口

i
ン
破
産
に
お
び
え
る
必
要
も
な
い
。
い
わ
ば
、
持
ち
家
と
借
家
の

中
間
の
所
有
形
態
で
あ
り
、
自
助
努
力
を
引
き
出
す
持
ち
家
感
覚
と
、
気
軽
に
入
退
去
で

き
る
賃
貸
感
覚
を
両
立
さ
せ
る
第
三
の
住
宅
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
仕
組
み
が
成
立
す
る
鍵
は
、
住
宅
組
合
へ
の
融
資
に
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
間
住
者
が
負
う
経
営
リ
ス
ク
が
減
る
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
、
融
資
側
の
リ
ス
ク

が
増
す
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
開
題
に
対
し
て
朗
報
が
あ
る
。
国
土
交
通

省
が
、
平
成
一
七
年
度
よ
り
「
街
な
か
居
住
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
な
ど
の
政
策
目
的
に
合
致
す
れ
ば
、
住
宅
経
営
法
人
に
対
し

て
一
定
額
を
国
が
出
資
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
が
機
能
す
れ
ば
、
金
融
機
関
が
抱
え
る

リ
ス
ク
は
、
居
住
者
に
よ
る
出
資
と
本
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
の
分
だ
け
減
る
こ
と
に
な

る
。
お
そ
ら
く
、
事
業
費
の
五

i
六
割
程
度
の
融
資
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
程
度
で
あ
れ

ば
、
融
資
に
応
じ
て
も
よ
い
と
す
る
金
融
機
関
は
存
在
す
る
。

さ
ら
に
、
出
資
者
を
居
住
者
に
限
る
必
要
は
な
い
。
郊
外
田
地
で
あ
れ
ば
、
都
市
機
構

が
出
資
し
て
も
よ
い
し
、
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
地
元
企
業
が
少
し
ず
つ
出
資
し
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
住
宅
組
合
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

よ
う
な
仕
組
み
に
な
る
。

日
本
で
は
、
大
正
時
代
に
住
宅
組
合
法
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
組
合
活
動
の
経
験
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
を
考
え
れ
ば
、
中
間
セ

ク
タ
ー
と
し
て
、
住
宅
組
合
の
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

住
宅
組
合
の
多
様
な
展
開

話
は
変
わ
る
が
、
実
は
、
我
々
は
欧
米
の
コ

i
ブ
住
宅
に
つ
い
て
意
外
に
知
ら
な
い
。

本
特
集
に
あ
た
っ
て
、
既
往
文
献
を
調
べ
て
み
た
が
、
住
宅
の
所
有
形
態
や
融
資
に
踏
み

込
ん
で
研
究
し
た
文
献
は
稀
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
建
築
分
野
で
の
検
討
が
中
心
で
あ

っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
側
面
へ
の
関
心
が
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
底
分
所
有
に
敗
北
し
た
持
ち
家
型
の
コ

l
プ
住
宅

そ
こ
で
、
コ

i
プ
住
宅
に
つ
い
て
概
略
を
同
調
べ
て
み
た
。
そ
の
昔
、
都
市
の
集
合
住
宅

は
、
資
産
家
が
所
有
し
賃
貸
経
営
を
行
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
の
都
市
集

中
に
よ
る
家
賃
高
騰
を
背
景
と
し
て
、
居
住
者
自
ら
が
住
宅
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
要
求

が
強
ま
っ
た
。
そ
の
初
期
の
一
例
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ

l
ム
ク
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、





d
重
量
掴

欧
米
諸
国
と
毘
本
の
住
宅
組
合

中

林

由

行

/

な

か

ば

て

よ

し

ゆ

き

N
P
O全
恩
コ

i
ブ
住
宅
推
進
協
議
会
事
務
局
長

繍
綜
建
築
研
究
所
代
表
取
締
役

一
九
六
丘
年
、
東
京
大
ハ
子
工
や
館
山
叫
築
学
科
卒
業
。

七
O
年
、
同
大
学
院
修
了
。
六
五
年
よ
り
鞠
絞
建
築

研
究
所
の
役
立
に
参
加
、
七
二
年
、
代
表
紋
締
役
に

銑
任
、
現
在
に
沼
市
心
る
。
七

0
年
代
よ
り
コ

1
ブ
住
宅

の
企
図
設
計
に
関
わ
り
、
八
六
年
よ
り
N
P
O
全
開

コ
i
ブ
住
宅
俄
進
協
議
会
の
事
務
局
長
。
環
境
共
生

住
宅
推
進
協
議
会
技
術
級
問
、
共
生
裂
す
ま
い
全
開

ネ
ッ
ト
常
任
俊
一
議
人
等
も
務
め
る
。
域
自
決
H

に
、
吋
コ

ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」
(
共
怯
打
、
成
品
川
版

ム
国
)
、
ぷ
持
続
共
生
住
宅
宣
之
同
」
(
北
九
官
自
、
ヤ
イ
ブ
ン

出
版
}
、

E
ハ
に
住
む
か
た
ち
ら
(
共
皆
、
山
也
築
資
料

研
究
社
)
な
ど
が
あ
る
。

特
集
@
住
宅
組
合
|
|
公
私
の
中
間

盤調

居
住
地
再
生
に
果
た
す

役
割
を
め
ぐ
っ
て

っι
公
か
ら
民
へ
の
住
宅
政
策
と
コ
ー
ポ
ラ
チ
ィ
ブ

早
田
宰
/
そ
す
だ
お
さ
む

厚
穏
回
大
学
社
会
科
学
総
合
学
術
院
教
授

一
九
九

O
年
、
円
十
抑
制
限
大
学
政
治
経
済
学
部
隊
治
学

科
卒
祭
。
九
二
年
、
同
大
手
段
理
工
学
研
究
科
(
建

設
工
学
)
修

γ
。
九
三
年
、
同
博
士
後
期
課
程
単
位

取
刑
判
退
令
。
約
十
巾
升
川
耐
問
・
住
宅
政
策
を
専
門
と
す
る
。

京
点
都
立
大
栄
建
築
学
科
助
予
、

H
十
抑
制
限
大
川
町
ず
む
会

科
学
郊
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
二

O
O
一一年

よ
り
羽
織
。

O
一一一年

1
0四
年
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
大

川
下
郡
市
・
地
凶
研
究
所

(
C
U
R
S
)
れ
ぬ
け
研
究
只
、

O
悶

1
0
7九
年
、
北
京
大
学
柄
拘
出
場
令
部
都
市
・
地
同
時

針
治
学
科
訪
問
研
究
以
。
「
伎
環
境
整
備
事
業
に
お

け
る

U
絞
京
間
イ
メ
ー
ジ
の
A
n
窓
形
成
フ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
研
究
」
で
一
九
九
九
年
日
本
建
築
w

千
九
五
折
、
防

司
会
日

小

林

秀

樹

/

こ

ば

や

し

ひ

で

き

千
葉
大
学
工
学
部
都
市
環
綴
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授

一
九
七
七
年
、
東
京
大
糸
工
令
部
建
築
何
千
科
卒
業
。

設
計
事
務
所
効
筏
を
絞
て
、
八
五
年
、
円
山
大
学
院
間
同

士
課
程
修
了
。
八
七
年
、
建
設
行
建
築
研
究
所
に
入

所
合
同
川
土
交
通
行
問
土
技
術
政
策
総
合
研
・
叫
ん
所
を
ほ
秘

て
m
t
戦
。
ス
ケ
ル
ト
ン
定
的
(
勺
く
ば
方
式
)
マ
ン

シ
ョ
ン
の
的
経
と
実
践
で
、
九
六
年
、
日
本
不
動
緩

や
九
五
業
抑
制
校
、
九
八
年
、
郡
市
住
宅
学
会
食
論
文
伐

を
受
賞
。
湾
市
口
に
、
吟
築
住
の
な
わ
ば
り
苧
』
(
州
戦
川
内

社
)
、
「
何
判
・
祭
会
住
宅
の
時
代
」

(
N
H
K
出
版
)
、

吋
ス
ケ
ル
ト
ン
定
借
の
則
一
論
と
す
内
淡
い
(
此
(
位
打
、
八
子
議

出
版
社
)
な
ど
が
あ
る
。
本
汁
山
川
瑚
集
委
口
氏
。





日本のコープ住宅建設戸数の推移図-1
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公
団
・
公
社
は
八

0
年
代
か
ら
コ

l
プ
方
式
を
導
入
し
て
、
か
な
り
頑
張
っ
て
や
っ
た

の
で
す
が
、
一
九
九
五
年
ぐ
ら
い
か
ら
分
譲
は
や
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
公
的
供
給
は
現

在
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
ね
。
民
間
は
最
初
は
頑
張
っ
た
の
で
す
が
、
バ
ブ
ル
の
時
代

に
な
る
と
、
土
地
が
買
え
な
く
な
っ
て
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て

か
ら
だ
ん
だ
ん
盛
り
返
し
ま
し
た
。

一
九
九
七
年
が
、
な
ぜ
ゼ
ロ
に
近
い
か
と
い
う
と
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
あ
り
、
一

O
O
O
戸
ぐ
ら
い
の
コ

i
プ
方
式
で
建
て
替
え
た
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
が
パ
ッ
ク
に
隠
れ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
ほ
と
ん
ど
か
か
り
っ
き
り
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
間
ほ
か
の
コ

i
ブ

住
宅
は
ほ
と
ん
ど
建
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
う
い
う
ふ
う
な
流
れ
で
、
最
近
は
公
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

非
常
に
残
念
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
今
は
民
間
が
頑
張
っ
て
コ

l
プ
住
宅
を
ふ
や
し
て
い

る
。
総
数
的
に
は
、
去
年
で
八
七

O
O
戸
ぐ
ら
い
と
い
う
の
が
コ
!
プ
住
宅
の
流
れ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

3 

各
国
の
コ
l
プ
住
宅
の
タ
イ
プ

こ
こ
で
日
本
を
離
れ
、
諸
外
国
の
コ

l
プ
住
宅
に
つ
い
て
ひ
と
通
り
の
話
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
世
界
的
に
み
ま
す
と
、
中
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
非
営
利
的
な
住
宅
供
給
組
織

の
な
か
に
「
住
宅
協
同
組
合
」
が
あ
り
、
そ
の
住
宅
を
所
有
型
で
分
け
れ
ば
、
第
三
者
所

有
の
建
物
を
コ
!
プ
的
に
管
理
し
て
い
る
も
の
と
か
、
組
合
白
身
が
所
有
し
て
い
る
も
の
、

個
人
が
一
区
分
所
有
し
て
い
る
も
の
と
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
ま
す
(
次
頁
、
図

i
2
)。

そ
れ
で
、
第
三
者
所
有
、
た
と
え
ば
公
営
住
宅
み
た
い
な
も
の
を
住
み
予
の
紐
合
が
管

理
を
委
託
さ
れ
て
や
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ

l
ブ
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
よ
う
な
も
の
が
「
管
理
型
コ

l
プ
」
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
に
事
例
が
あ
り
ま
す
。

世
界
的
に
主
流
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
二
番
目
の
「
組
合
所
有
」
で
す
。
組
合
に
法
人

格
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
地
や
建
物
は
組
合
自
身
が
所
有
し
て
い
る
。
土
地
は
組
合
が
公

的
な
土
地
を
借
り
て
い
る
と
い
う
例
も
非
常
に
多
い
の
で
す
が
、
建
物
は
組
合
が
所
有
し

て
い
て
、
中
に
住
ん
で
い
る
人
は
組
合
員
で
あ
り
、
基
本
的
に
居
住
権
で
住
ん
で
い
る
と
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(1) 日本における公団住宅、公営
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(31) 教会、財回、労働団体、地方関イギリスの住宅協会

自治体などの出資によって設磁・デンマ クの住宅1協会
立される公益的な住宅供給組

織.i正案気住宅を主として供
給.

(32) 非営利企業法などに基づいてliI・il!iドイツ(ノイエハイ

設立される公益的な住宅企業.111 ? 卜など)

配当率制限立どいくつかの条隠・スウェーデン

件を満たすことで税制上の優駿・デンマーク

遇、公的助成を受けることが際フランス (HL M株式

できる. 隆会社など)

(33) 組合組織で 1メンパーは 1j翠
の議決擦をもって経営に参加

し、組合員にのみ住宅を供給

する点で、 31、32と異なる.

(331)建物の所有権は第三者(公共陵・イギリスの一部

セヲターなど)にあるが、日盤・力ナダの一部
常の管理運営を箆住者組合が

主体的に行うもの.332. 333 
のコープへの H皆様として実
施される場合もある。(出 1)

31公益住宅法人

32非営利住宅金社

(A)第三者所宥-331 
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出
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シ
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「ね41区分所有型コープ l 
(ownership CQ-op) 

(C)区分所有寸

しお5:自五金一:長忌ミニヲー(335)入居者集岱が自ら労力を出し調・力ナダの初期の例

九一一一一一一一一ー一一一一J 合って建設する原始的なコ 111・オーストリアの一部
(self-build co-op) ブ住宅で、建設後は区分所有関・イギリスの一部

される場合が多く、また総合

も解散してしまう域合もある。
(京 2)

※ 1 331は協同組合が建設供給す
るものではないので、 330コ分
類に入れることは必ずしも正

確ではないa

※ 2 335は建設裂の分類で他の所
有型の分類とは整合していな

いが、 応つの型とし扱っ

た.

図-2

(
第
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分
類
)
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と
が
で
き
る
。
居
住
権
そ

の
も
の
が
売
買
で
き
る
と

い
う
の
が
こ
の
タ
イ
プ
で
、

い
ち
ば
ん
有
名
な
の
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の

H
S
B
で

す。
H
S
B
は
、
貯
蓄
組
合

で
あ
り
、
地
域
の
親
組
合

と
、
建
物
毎
に
設
立
さ
れ

る
子
組
合
が
あ
り
ま
す
。

入
居
し
た
い
と
い
う
人
は

組
合
員
に
な
っ
て
、
年
々

積
み
立
て
を
し
て
い
く
。

親
組
合
は
そ
の
積
立
て
を

資
金
と
し
て
も
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
の
お
金
で
土

地
を
買
っ
た
り
、
建
物
を

建
て
た
り
し
て
、
組
合
員

に
居
住
権
で
入
っ
て
も
ら

う
。
入
居
し
た
人
は
、
家

賃
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る

い
う
形
で
す
。
そ
の
な
か
は
、
さ
ら
に
「
共
有
借
家
型
コ

i
。
フ
」
と
「
共
有
所
有
権
型
コ

ー
プ
」
に
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
「
借
家
型
」
は
居
住
の
権
利
が
や
や
弱
く
て
、

借
家
的
な
権
利
で
あ
る
。
退
去
す
る
と
き
は
最
初
に
出
し
た
出
資
額
だ
け
が
一
民
っ
て
く
る
。

カ
ナ
、
夕
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で
借
家
型
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
共
有
所
有
権
型
コ

i
プ
」
は
、
居
住
権
が
か
な
り
強
い
。
出
て
い
く
と
き
は
そ
の
居

住
権
を
市
場
価
格
、
な
い
し
は
あ
る
定
め
ら
れ
た
価
格
に
よ
っ
て
売
買
し
て
出
て
い
く
こ

程
度
ロ

l
ン
の
返
済
も
合

い
わ
ゆ
る
住
居
費
と
い
う
も
の
を
毎
月
親
組
合
に
払
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
最

終
的
に
居
住
権
が
全
部
自
分
の
も
の
に
な
れ
ば
、
そ
れ
を
市
場
価
格
で
売
っ
て
出
て
い
い

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
。

「
区
分
所
有
型
」
と
い
う
の
は
、
世
界
的
に
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
に
も
あ
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
あ
る
し
、
イ
タ
リ
ア
に
も
あ
る
。
日
本
は
こ
の
区
分
所

有
型
し
か
な
い
と
い
う
の
が
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
正
確
に
は
「
住
宅
協
同
組

ま
れ
た



A
口
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
建
物
を
つ
く
る
と
き
に
組
合
で
つ
く
る
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に

は
個
人
の
所
有
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
組
合
の
形
と
所
有
の
形
と
い
う
の
は
、
そ
の
国
の
国
民
性
と
か
歴
史
、
住

宅
政
策
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
る
の
で
す
が
、
欧
米
の
場
合
は
、
住
宅
組
合

に
法
人
格
が
あ
り
、
不
動
産
や
土
地
を
所
有
で
き
て
、
住
ん
で
い
る
人
は
居
住
権
ま
た
は

使
用
権
で
暮
ら
す
と
い
う
タ
イ
プ
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
法
人
格
を
も
っ
組

合
が
な
い
た
め
に
、
い
ま
日
本
で
は
本
格
的
な
住
宅
組
合
が
つ
く
れ
な
い
ん
で
す
ね
。

各
国
で
コ

i
ブ
住
宅
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
建
設
さ
れ
て
き
た
か
を
み
て
み
る
と
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
住
宅
難
の
こ
ろ
に
始
ま
っ
た
国
、
第
二
次
位
界
大
戦
後
の
住
宅
難
の
こ

ろ
に
始
ま
っ
た
国
、
最
近
に
な
っ
て
始
め
た
国
と
、
大
き
く
分
け
れ
ば
一
一
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
な
り
ま
す
(
図
|
3
)
。
戦
前
の
ド
イ
ツ
は
別
格
で
、
も
っ
と
前
か
ら
か
な
り
建
設
し
て

い
て
、
非
常
に
数
が
多
い
。
北
欧
諸
国
|
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
エ

i
、
デ
ン
マ

i
ク
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
コ

i
プ
住
宅
を
建

設
し
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
の
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、

戦
後
の
ド
イ
ツ
。
住
宅
難
の
時
代
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
質
の
良
い
低
所
得
者
用
の
住
宅

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
形
の
も
の
が
や
心
で
す
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
は
第
三
の
グ
ル
ー
プ
で
し
て
、
一
九
六

0
年
代

(
日
本
は
七

0
年
代
)
か
ら
コ

l
プ
住
宅
に
取
り
組
み
始
め
た
悶
々
で
す
。
こ
れ
ら
は
住

宅
難
解
消
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
新
し
い
都
市
の
住
宅
の
再
生
の
た
め
に
コ

l
ブ
住
宅
を

政
策
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
は
そ
う
で
す
し
、
カ
ナ
ダ
も
多
民
族
の
な

か
で
ど
う
や
っ
て
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
コ
ー

プ
住
宅
を
導
入
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
や
や
特
殊
で
、
二
種
類
の
コ

i
ブ
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
非
常
に
お

金
持
ち
の
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
た
め
に
住
宅
組
合
を
つ
く

っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
災
い
場
所
に
非
常
に
高
級
な
コ

i
プ
住
宅
を
つ
く
っ

て
い
て
、
設
か
が
売
る
と
い
う
場
合
、
住
人
が
同
意
し
な
い
限
り
新
し
い
居
住
者
は
そ
こ

に
入
れ
な
い
。
排
他
的
な
コ

i
プ
住
宅
と
い
う
の
は
、
本
来
あ
ま
り
好
ま
し
い
形
で
は
な

い
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
人
種
問
題
な
ど
の
特
殊
事
情
と
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
に
は
低
所
得
者
向
け
の
コ

l
。
フ
住
宅
が
あ
り
、
公
的
な
援

助
を
受
け
て
、
か
な
り
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、

コ
l
ブ
住
宅
の
比
率
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ニ
ュ

i
ヨ
i
ク
な
ど
の
特
徴
は
、
「
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
っ
て
、
賃

貸
住
宅
を
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
に
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
し
て
い
く
の
が
非
常
に
多
い
よ
う
で
し

て
、
民
間
の
賃
貸
住
宅

が
採
算
が
合
わ
な
く
な

る
と
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

が
入
っ
て
、
そ
れ
を
全

部
改
造
し
て
コ

i
ポ
ラ

テ
ィ
ブ
と
し
て
売
り
出

?レて
1

レ
キ
で
つ
〉
」
い
、
7
、

非
常
に
民
間
事
業
的
な

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
か

な
り
行
な
わ
れ
て
い
る

と
開
い
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
は
使
用
権
型

中
心
で
す
。
社
会
住
宅

の
一
部
と
し
て
コ

l
プ

移

住
宅
を
扱
っ
て
い
ま
す
仰

の
で
、
低
所
得
者
向
け
離

に
か
な
り
公
的
な
助
成
闘

が
入
っ
て
い
ま
す
。
で
、

J
J

住
宅
費
も
安
い
。
そ
の
似

か
わ
り
、
出
て
い
く
と
柑

き
は
出
資
額
し
か
戻
っ

て
こ
な
い
。
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4 

各
国
の
コ
i
プ
住
宅
と
法
人
格

法
人
格
の
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
法
人
に
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
事
業
組
合

と
住
民
組
合
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
(
図

4
)
。
事
業
組
合
と
い
う
の
は
、
幾
つ
も
コ

i
プ

住
宅
を
事
業
的
に
建
て
て
い
く
と
い
う
協
同
組
合
の
こ
と
。
住
民
組
合
は
、
そ
の
棟
に
住

ん
で
い
る
住
民
が
つ
く
る
組
合
で
す
。
「
大
き
な
組
合
」
と
「
小
さ
な
組
合
」
と
い
う
言

い
方
も
し
ま
す
。

日
本
の
コ
!
。
フ
住
宅
の
場
合
は
、
大
き
な
組
合
は
な
く
、
小
さ
い
住
民
組
合
だ
け
で
す
。

日
本
の
住
宅
生
協
は
、
住
宅
を
供
給
し
て
い
ま
す
か
ら
卒
業
組
合
に
あ
た
る
の
で
す
が
、

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
と
い
う
位
置
づ
け
は
あ
ま
り
さ
れ
て
お
ら
ず
、
分
譲
の
一
戸
建
て
住
宅
を

中
心
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

北
欧
諸
国
、
特
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ

i
ク
あ
た
り
で
は
、
親
組
合
と
子
組
合
、

大
き
な
組
合
と
小
さ
い
組
合
が
は
っ
き
り
あ
り
、
両
方
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
大
き
な
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
り
、
売
買
で
き
る
居
住
権
で
住
ん
で
い
る
。

ド
イ
ツ
の
場
合
は
、
大
き
な
事
業
組
合
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
使
用
権
で
住
ん
で
い
て
、

や
や
借
家
的
で
す
か
ら
、
住
民
の
組
合
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
大
き
な
力
は
も
っ
て
い

各留のコープ伎宅と法人格

¥ベ一一
言十酒・建設湖 生活湖の

居住穣

事業総合住民総合 使館穣

1.8本のコープ住宅 ム
2.日本の住宅生協 O 
3.北欧諸国 O O 居住権

4.ドイツ O 使用機

5.イギリス O O イ吏沼権

6.カナダ O 使用権

7.アメリカ O 
居住権

使用権

国一4

O法人格のある総合、 ム法人格のない組合、

居住権市場で奈良が可能な権利 使照権・退去時は出資績が震る

な
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
大
き
な
事
業
組
合
も
あ
る
し
、
住
民
組
合

も
あ
り
ま
す
が
、
中
心
は
売
買
で
き
る
も
の
で
は
な
く
て
使
用
権
。

カ
ナ
ダ
の
場
合
は
、
事
業
組
合
は
な
く
、
住
民
組
合
だ
け
で
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

か
な
り
合
的
助
成
が
入
っ
て
い
ま
し
て
、
使
用
権
で
す
。

と
い
う
ふ
う
に
、
国
に
よ
っ
て
法
人
の
あ
り
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
で
す
か
ら
、
日
本

で
組
合
を
法
人
化
す
る
と
い
う
場
合
に
、
ど
う
い
う
形
が
最
も
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

5 

欧
米
と
日
本
の
コ
i
プ
住
宅
の
相
違
点

こ
こ
で
、
「
欧
米
と
日
本
の
コ

i
ブ
住
宅
の
相
違
点
」
を
、
個
別
性
と
い
う
問
題
と
短

期
的
共
同
性
、
長
期
的
共
同
性
で
み
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
個
別
性
と
い
う
の
は
、
日

本
で
い
う
「
白
由
設
計
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
を
自
由
に
設
計
す
る
か
ど
う
か
。
短
期
的

共
同
性
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
で
一
緒
に
つ
く
る
と
い
う
建
設
時
の
共
同
性
。
長
期
的
共

同
性
と
い
う
の
は
、
住
ん
で
か
ら
の
共
同
性
が
ど
う
か
と
い
う
観
点
で
す
。

日
本
の
コ

l
プ
住
宅
は
自
由
設
計
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
的
に
も
非
常
に
珍
し
い
。

ほ
か
の
国
で
は
ほ
と
ん
ど
自
由
設
計
す
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
ろ
う
じ
て
仕
上
げ

な
ど
を
選
べ
る
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
間
取
り
、
プ
ラ
ン
、
設
備
す
べ
て
自

由
に
や
り
ま
し
ょ
う
、
な
ん
て
い
う
例
は
日
本
だ
け
な
ん
で
す
ね
。

日
本
の
場
合
は
非
常
に
初
期
の
参
加
性
が
強
い
で
す
か
ら
、
短
期
的
共
同
性
に
つ
い
て

は
非
常
に
強
い
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
長
期
的
な
共
同
性
と
な
る
と
、
建
設
が
終
わ
る

と
区
分
所
有
に
な
っ
て
し
ま
い
、
住
む
段
階
に
な
る
と
コ

l
ブ
方
式
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
共
同
の
管
理
活
動
は
や
り
ま
す
が
、
共
同
の
所
有
形
態
で
は
な
い
で
す
か
ら
、

だ
ん
だ
ん
薄
ま
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
当
初
は
さ
か
ん

に
や
り
ま
す
が
、
長
く
た
て
ば
普
通
に
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

欧
米
の
コ

i
プ
住
宅
で
は
、
個
別
設
計
、
自
由
設
計
な
ん
て
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
に
は
タ
イ
プ
別
に
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
実
費
性
は
あ
り
ま
す
。
共
同
の
建
設



欧米と岡本のコープ住宅の
相違点

分類
日本のコ 欧米のコ

内容 ーブ住宅 ーブf主宅

関性
自由

O × 設計

量性的共同

実費性

O O 
共同建

O × 設活動

コー‘ュニTーイ

O ム
活動

共問所

× O 有形態

共同管
ム O 理活動

コミュニティ
ム ム

活動
し一一一

E君 5活
動
み
た
い
な
も
の
は
、
参
加
性
が
あ
ま
り
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
樫
照
的
に
は

ほ
と
ん
ど
不
参
加
。
と
こ
ろ
が
、
住
ん
で
か
ら
は
、
組
合
所
有
で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
で

管
理
・
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
常
に
運
営
・
管
理
の
た
め
の
活
動
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
非
常
に
強
く
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
は
適
度
だ
と
思

い
ま
す
(
図

5
)
。

こ
の
よ
う
に
み
て
い
っ
た
と
き
に
、
日
本
と
欧
米
の
違
い
は
、
自
由
設
計
が
あ
る
か
な

い
か
の
違
い
に
加
え
、
日
本
の
場
合
は
短
期
的
な
共
同
性
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
長
期
的
な

共
同
性
は
あ
ま
り
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。
欧
米
の
場
合
は
、
短
期
的
な
共
同
性
は
そ
ん
な

に
強
く
な
い
け
れ
ど
も
、
住
ん
で
か
ら
の
共
向
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
日

本
の
コ
!
ブ
住
宅
の
開
題
は
、
も
と
も
と
そ
う
い
う
構
造
的
な
、
最
後
は
一
区
分
所
有
に
な

っ
て
普
通
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
開
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
て
い
る

わ
け
で
す
。

6 

日
本
で
組
合
住
宅
が
育
た
な
か
っ
た
の
は
何
故
か

私
の
推
論
で
す
が
、
一
番
目
は
、
「
民
間
の
公
益
住
宅
、
非
営
利
住
宅
供
給
の
膝
史
が

ほ
と
ん
ど
な
い
」
こ
と
。
欧
米
諸
国
で
は
、
公
益
田
体
と
か
宗
教
団
体
、
生
協
、
教
会
の

慈
善
団
体
、
そ
う
い
う
非
営
利
な
組
織
が
低
所
得
者
の
た
め
の
住
宅
を
供
給
し
て
き
た
膝

史
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
市
民
の
自
主
的
な
住
宅
建
設
活
動
が
多
か
っ
た
の
で
、

例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
う
い
う
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
で
住
宅
供
給
を
一
つ
の

柱
に
し
て
い
く
と
い
う
政
策
を
と
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
日
本
に
は
、
関
東
大
震
災

後
の
義
指
金
を
元
に
発
足
し
た
同
潤
会
が
た
ま
た
ま
あ
る
け
れ
ど
も
、
歴
史
的
に
み
て
ほ

と
ん
ど
な
い
。
で
す
か
ら
、
支
援
し
て
育
て
て
い
こ
う
に
も
そ
う
い
う
も
の
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
コ
ー
プ
住
宅
も
ほ
と
ん
ど
育
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

二
番
目
は
、
逆
の
意
味
で
、
「

B
本
は
公
陸
、
公
社
、
公
営
住
宅
な
ど
が
充
実
し
て
い

た
。
日
本
の
国
民
性
と
し
て
、
「
お
上
が
住
宅
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ
で
い
い
よ
」

み
た
い
な
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

三
番
自
に
、
「
持
ち
家
へ
の
志
向
が
強
い
」
こ
と
。
持
ち
家
を
推
進
し
た
こ
と
が
コ
ー

プ
住
宅
の
推
進
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

四
番
目
に
、
世
界
的
に
み
て
、
コ
ー
プ
住
宅
は
低
所
得
層
の
た
め
の
住
宅
と
い
う
位
置

づ
け
が
中
心
で
す
か
ら
、
日
本
の
場
合
は
「
中
産
階
層
が
多
く
低
所
得
層
が
少
な
い
」
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

五
番
目
に
、
「
市
民
の
連
帯
意
識
が
強
く
な
い
国
民
性
」
。
こ
れ
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

生
協
な
ど
の
加
入
率
も
世
界
的
に
み
れ
ば
低
い
で
す
し
、
市
民
運
動
、
市
民
活
動
、
そ
う

い
っ
た
活
力
が
日
本
の
国
民
性
は
や
や
弱
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
を
私
自
身
は
持

っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
背
景
に
な
っ
て
、
な
か
な
か
こ
う
い
う
活
動
が
活
発
化
し
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
へ
ん
に
つ
い
て
は
、
ご
専
門
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

7 

組
合
住
宅
を
導
入
す
る
と
こ
う
な
る

結
局
、
日
本
に
は
い
ま
は
賃
貸
住
宅
と
一
区
分
所
有
住
宅
し
か
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
中
関
に
組
合
所
有
住
宅
と
い
う
大
き
な
柱
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
タ
イ
プ

と
し
て
、
居
住
権
分
譲
方
式
と
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
が
企
画
す
る
現
在
の
コ

i
プ
住
宅
み
た

い
な
も
の
と
、
お
そ
ら
く
こ
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
う
る
と
思
い
ま
す
。
居
住
権
分
譲
は
ア



メ
リ
カ
で
蟻
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
コ
ー

プ
住
宅
で
す
が
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ

i
が
入
っ

て
い
る
、
所
有
形
態
は
組
合
所
有
、
管
理

は
入
居
者
の
自
主
管
理
。
組
合
の
法
人
化
、

住
宅
組
合
法
み
た
い
な
も
の
が
で
き
た
と

き
に
こ
う
い
う
柱
が
で
き
る
。

〉』

賃
貸
住
宅
の
な
か
に
も
臼
主
管
理
、
コ
るす

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
的
な
管
理
を
す
る
も
の
は
入議

当
然
あ
り
う
る
の
で
、
こ
う
い
う
も
の
に
を宅

も
法
人
組
合
が
一
つ
の
場
を
も
つ
よ
う
に
住ム口

な
り
ま
す
。
ま
た
、
区
分
所
有
住
宅
で
も
、
総

現
在
の
コ

l
ブ
方
式
に
よ
る
建
設
方
式
で
、

ι

自
主
管
理
的
な
も
の
が
多
く
で
き
る
可
能
図

性
は
あ
る
。
今
後
の
コ

i
ブ
方
式
は
こ
う
い
う
全
体
の
構
成
の
な
か
で
の
役
割
を
果
た
し

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
い
う
役
割
を
果
た
す
よ
う
な
組
み
立
て
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
す
(
図

i
6
)。

区分所有住宅

分譲

委託
管理

区分所有

自主
管玉里

総合所有

組合後主主

賃貸住宅

言吉3者建設

自主

鑑J

賃借

者3
閣
現

第
管

言十在留
1室設

所有

管理
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法
人
型
組
合
住
宅
の
長
所
と
課
題

法
人
格
を
も
っ
た
場
合
、
そ
の
長
所
は
、

①
取
得
費
用
、
管
理
費
用
の
抵
減
が
で
き
る
。

②
法
人
と
し
て
融
資
が
受
け
ら
れ
る
。

③
公
的
な
土
地
を
借
り
る
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

④
全
員
が
集
ま
ら
な
く
て
も
事
業
が
ス
タ

i
ト
で
き
る
。

⑤
管
理
運
営
が
う
ま
く
ゆ
く
。

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ま
の
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
は
、
一
人
で
も
足
り
な
い
と
事
業
が
ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
。

コ
l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
場
合
、
最
後
の
一
入
、
二
人
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
時
間
が

か
か
る
ケ

i
ス
が
あ
り
ま
し
て
、
み
ん
な
苦
し
ん
で
い
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
法
人
型

組
合
の
場
合
は
、
法
人
が
お
金
を
情
り
て
、
法
人
が
土
地
を
買
う
な
り
借
り
る
な
り
す
る

わ
け
で
す
か
ら
、
集
ま
る
見
通
し
さ
え
あ
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
で
き
る
。
だ
か
ら
、
一
人
、

二
人
い
な
い
け
れ
ど
も
、
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
業

的
に
み
れ
ば
非
常
に
大
き
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
た
だ
、
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
一
一

O
人
の
う
ち
五
人
が
集
ま
っ
て
い
な
い
の
に
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
、
そ
の
五
人
が

竣
工
ま
で
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
ら
、
非
常
に
問
題
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

支
援
体
制
が
な
い
と
、
そ
う
い
う
問
題
は
簡
単
に
解
決
し
な
い
。

課
題
は
、

①
当
初
の
事
業
に
リ
ス
ク
が
あ
り
、
運
営
に
も
リ
ス
ク
が
あ
る
。

②
資
産
性
が
低
い
。
担
保
に
な
ら
な
い
。

い
く
ら
法
人
格
に
な
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
リ
ス
ク
は
あ
る
わ
け
で
す
。
当
初
は
全
員
が

ち
ゃ
ん
と
集
ま
る
か
ど
う
か
。
住
ん
だ
あ
と
は
、
か
り
に
抜
け
て
い
く
人
が
い
た
り
し
た

場
合
に
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
補
充
し
な
い
限
り
、
コ
ー
プ
住
宅
は
運
営
が
成
り
立
た
な
い

わ
け
で
す
。

ま
た
、
医
分
所
有
の
住
宅
は
担
保
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ー
プ
住
宅
は
居
住
権
で
す
か
ら
、

資
産
性
が
抵
い
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
組
合
は
そ
れ
を
担
保
に
し
て
お
金
を
借
り
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
佃
人
は
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
日
本
で
組
合
所
有
型
の
コ

l
プ
住
宅
を
つ
く
っ
て
、
「
い
っ
た
い
住
む
人
に
何

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
話
に
も
な
る
わ
け
で
す
。
管
理
運
営
が
う
ま
く
い
く

と
か
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、
「
で
は
、
お
金
の
面
と
か
資
産
の
面
で
本
当
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
」
、
こ
れ
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
林
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
「
法
人
型
組
合
住
宅
」
と
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
組
合
の
法
人
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
の
で

す
か
。
た
だ
、
印
刷
合
に
法
人
格
を
与
、
え
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
生
協
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
。

中
林
法
人
に
は
事
業
組
合
型
の
法
人
と
居
住
者
組
合
の
法
人
と
ニ
撞
類
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
今
後
ど
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
日
本
の
コ

l
プ
住
宅
を
進
め
て
い
く
か
に
よ
る
の
で
す



が
、
居
住
者
組
合
に
法
人
格
を
与
え
る
よ
う
な
法
制
度
を
ま
ず
基
本
に
し
た
い
。
事
業
者

組
合
と
い
う
の
は
今
で
も
あ
る
こ
と
は
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
居
住
者
組
合
に
法
人
格
を

も
た
せ
る
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

2 公
か
ら
民
へ
の
住
宅
政
策
と
コ
i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ

早
田
宰

私
の
話
は
、
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
日
本
の
毘

辺
の
動
き
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
と
比
べ
な
が
ら
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
宅
需
給
と
住
宅
政
策
ニ
i
ズ

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
違
い
(
図
|
|
)
を
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
ほ

う
は
公
営
賃
貸
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
自
に
付
く
と
思
う
の
で
す
が
、
大
き
な
流
れ
と
し

て
は
、
公
営
住
宅
の
割
合
が
大
変
高
か
っ
た
も
の
が
、
売
却
に
よ
っ
て
減
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
持
ち
家
が
高
ま
っ
て
い
て
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
ボ
ラ
ン
タ
リ

i
・
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
住
宅
が
現
在
六
%
ぐ
ら
い

あ
る
。
民
間
賃
貸
は
一
O
%
程
度
と
大
変
弱
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
、
日
本
は
公
営
賃
貸
の
比
率
が
大
変
少
な
く
、
現
在
四
%
程
度
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
四
分
の
一
ぐ
ら
い
。
民
間
賃
貸
が
一
八
%
と
大
変
多
く
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
型
の
生

活
様
式
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
同
居
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。

日
本
の
場
合
は
、
「
社
宅
」
と
い
う
も
の
が
大
変
特
徴
的
で
す
が
、
非
営
利
住
宅
と
い

う
も
の
を
大
企
業
が
企
業
の
中
の
福
祉
と
い
う
形
で
抱
え
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
大
き
い

特
色
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
社
宅
と
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
全
然
違

う
も
の
で
す
が
、
一
つ
の
日
本
的

な
企
業
福
祉
の
流
れ
と
し
て
は
あ

っ
た
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
を
い
ま
企

業
が
も
ち
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
、

遊
休
地
化
し
た
り
、
持
て
余
し
て

売
却
す
る
な
か
で
、
公
的
な
住
宅

へ
の
転
換
の
可
能
性
を
探
る
と
い

っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
日
本
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
を
住
宅
土
地
統
計
で
み
ま
す

と
、
公
営
住
宅
、
給
与
住
宅
(
社

宅
)
、
民
営
借
家
の
木
造
が
減
少

し
て
い
て
、
非
木
造
が
逆
に
伸
び

て
い
る
。
持
ち
家
が
少
し
ず
つ
回

復
基
調
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

(図

1
2
)
。

そ
の
一
方
で
、
住
宅
の
所
有
関

係
と
位
帯
年
収
の
変
化
を
み
る
と
、
刑

公
営
住
宅
の
ニ
O
O
万
円
以
下
の
引ハ

υ

世
帯
が
九
・
八
%
を
は
じ
め
、
低
刷

所
得
層
が
、
公
団
、
公
社
、
機
構
、
伊レレ

民
営
の
借
家
等
に
集
ま
っ
て
き
て
刑
判

い
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
一
同

こ
の
よ
う
に
、
世
帯
数
と
低
所
凶

得
者
の
割
合
と
全
住
宅
ス
ト
ッ
ク
時

に
お
け
る
割
合
と
い
う
も
の
が
少
惜

し
ず
つ
変
化
し
て
き
て
い
る
な
か

で
、
国
民
の
意
識
は
、

土
地
、
建

住宅ストックの日英比較図-1

滋少増加

普通世帯総数

図-2

持ち家 28665900 

公営の借家 2182600 

室調公営賃貸

口社宅

震翌河居

震護持家

ロハウシ.ンヲ'7')シ工ーション霊童貸

園民隠重量鍵

ロその他

4909000 

7652300 

1486100 

191100 

936000 

28800 住宅以外慈物居住世帯

民営借家(非木造)

公団公社の借家

民営借家(木造)

同居世帯

給与住宅



物
の
両
方
を
所
有
し
な
く
て
も
、
せ
め
て
建
物
だ
け
で
も
も
っ
て
い
ら
れ
れ
ば
い
い
と
か
、

も
ち
た
い
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
一
次
住
宅
取
得
期
間
を
少
し
遅
く
し
て
、
頑
張
っ
て
お
金

を
た
め
る
と
か
、
こ
の
へ
ん
で
苦
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
(
凶
|

3
)
。こ

う
い
う
住
宅
政
策
の
潮
流
と
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
は
ど
う
い
う
関
係
が
あ
り
う
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
も
単
純
に
対
応
し
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
コ

i
ボ
ラ
テ
ィ
ブ
と
い
う
の
は
住
宅
政
策
と
直
接
連
動
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
自
体
は
ミ
ユ

l
チ
ュ
ア
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
は
排
他
的
な
コ

i
プ
が
あ
っ
た

り
、
低
所
得
者
の
コ

l
ブ
が
あ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
自
体
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
と
連
携
す
る
と
い
う
こ
と
は

じ
か
に
は
考
、
ぇ
難
い
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
る
程
度
媒
介
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ

れ
が
日
本
の
場
合
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
整
理
さ
れ
な
い
と
、
コ

ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
が
住
宅
政
策
の
な
か
で
あ
る
程
度
の
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
は

実
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
多
く
の
人
が
気
づ

い
て
は
き
て
い
て
、
問
題
は
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
が
住
宅
政
策
の
な
か
で
足
掛
か
り
を
つ

住宅政策における「市場の失敗」

①住宅口一ンのリスク(長期金融と市塙のギャッブによる影響)

②情報の非対称性(不動者情報の不透明性)

③供給の非弾力性(袋詰は時間がかかるよ.ストック会体のな

かでは非常に一部分であるがゆえ、供給は需要を満たすことができず

市場Iま常に健全に機能しない〉

④貸し手と借り手の立場の優位差による紛争

(その他の議論)

①住宅には批低限度の泊l輸が必聾であり、低所得者の場合

に、所得に比例した禁Ii自のみ分配すること(例えば設備

スベースの不!分なfi'宅を低所持者に供給すること)は

社会的正義とはいえない。

哩住宅とは、"~:もがアクセスできるべきと 11 会が者える社

会rt，価官{f刻 (merItgoods)であり、まちづくりの飯山から

担金全体として1~1人の刊宅取得の消費行動を支援するこ

とについて一定の関与が訂される。

住宅政策における「政府の失敗」

①供給サービスの価格決定の失敗

②公共サービスの供給蚤不足

③供給先のミスマッチ

④画一的サービス(多様なニーズの不充足)

⑤ 緊急持の対応不可能性

図 5

図 4

か
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で

す
。
一
つ
は
、
住
宅
政
策
に
お
け

る
「
政
府
の
失
敗
(
m
O〈
ぬ
門
口

5
0
E

E
ロ
RO)
」
と
い
う
も
の
に
ど
う

関
係
が
あ
る
の
か
。
も
う
一
つ
は

住
宅
政
策
に
お
け
る
「
市
場
の
失
腐

敗
(
自
民

E
E
3ご
と

ど

う

側

関
係
が
あ
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の
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。
も
う
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つ
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問
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ン
フ
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族
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ミ
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時M
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と
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い
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の
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明
数
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か
と
い
う
と
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で
決
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く
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る
部
分
も
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の
で
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で
し
↓
叩
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う
か
(
凶
i
4
1
6
)
。

図

先
ほ
ど
中
林
先
生
か
ら
、
「
日
本
は
、
連
帯
す
る
と
い
う
思
想
が
弱
い
」
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
連
帯
す
る
と
い
う
の
は
、
あ
る
こ
と
に
対
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、

つ
ま
り
市
場
が
失
敗
し
て
、
地
主
が
非
常
に
横
柄

で
、
我
慢
が
な
ら
な
い
か
ら
賃
借
入
が
連
帯
を
す

る
、
あ
る
い
は
、
政
府
の
住
宅
政
策
が
非
常
に
貧

困
で
、
そ
れ
に
対
し
て
我
慢
が
な
ら
な
い
か
ら
連

帯
を
す
る
、
と
い
っ
た
よ
判
か
に
対
す
る
連
帯
。

で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
民
間
賞
貸
の
住
宅
が
不
法

に
高
か
っ
た
り
、
政
府
の
住
宅
政
策
も
画
一
的
で

あ
っ
た
り
と
、
満
足
の
い
く
水
準
で
な
い
と
い
う

こ
と
を
専
門
家
が
認
識
を
し
て
、
「
こ
ん
な
状
況

インフォーマルセクター(家才長・コミ
ュニティ)の失敗」

①領域がせまく、資源を動員する人材や手段
が貧困になりがち

②文化的、人口的な間質性志向。外から異な
る性質をもっ資源と相補約な関係を結ぶとい
う発想に立つことが罰難。排他f生

関-6

インフォーマルセクターの失敗は政府の失敗や市湯の失敗よりも当事
者の数が少ないため、しばしばその失融の場合、筒麹が著し〈大きくなっ
てしまうことが特徴的である。{主宅問題の繍舎は特定地区や特定住宅由
著しい劣悪化として問題化する。

民
借
非
木
造

民
借
木
造

公
邸
公
社

公
営

H15 

事惨
民
借
非
木
造

民
倦
木
造

公
団
公
社

公
営
白

H10 

4，000，000 

襲撃
年収200万河以下
%はその'!i'1J合

。

で
は
:
:
:
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
た

め
の
住
宅
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
連
帯



そ
こ
か
ら
コ
!
プ
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
き
ょ
う
の
話
は
、
鹿
り
の
セ
ク
タ
ー
と
の
関
係
性
の
な
か
で
可
能
性
を
位
置
づ
け

て
い
け
な
い
か
、
鏡
を
み
る
な
か
で
自
分
の
顔
を
確
認
す
る
と
い
う
形
が
で
き
な
い
か
、

と
い
う
議
論
の
立
て
方
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
住
宅
供
給
は
、
民
間
住
宅
市
場
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
良
い
も
の
も
あ
れ

ば
悪
い
も
の
も
あ
る
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
も
の
が
供
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

政
府
の
ほ
う
は
、
六

0
1
七
0
年
代
に
、
あ
る
意
味
で
低
質
な
民
間
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が

形
成
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
手
当
て
、
「
量
か
ら
質
」
へ
の
転
換
と
い
う
こ
と
で
、
多
様

な
住
宅
需
要
が
出
現
す
る
な
か
で
、
公
明
が
広
い
意
味
で
公
的
資
金
の
持
ち
出
し
を
し
な

が
ら
も
住
宅
需
要
に
応
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
公
共
セ
ク
タ
ー
が
頑
張
っ
て
き
た
。

八
二
年
に
は
、
民
間
資
金
が
冷
え
込
ん
だ
な
か
で
、
パ
ッ
と
公
的
資
金
が
入
る
。
戸
数
で

い
う
と
、
公
庫
の
融
資
を
含
む
と
、
逆
転
現
象
す
ら
起
き
る
と
い
う
あ
う
ん
の
呼
肢
を
み

せ
て
き
ま
し
た
(
図
i
7
)
0

民
間
住
宅
が
い
い
と
き
に
は
公
営
住

宅
は
控
え
め
で
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
っ

と
サ
ポ
ー
ト
に
由
る
。
こ
の
鶴
間
で
オ

を
し
、

ル
タ

l
ナ
テ
ィ
ブ
な
住
宅
セ
ク
タ
ー
に

よ
る
供
給
と
い
う
の
は
な
か
な
か
可
能

性
が
見
出
し
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
は
非
営
利
住
宅
で
も
、
コ
ー

ポ
ラ
テ
ィ
ブ
で
も
そ
う
だ
つ
た
と
思
い

ま
す
。
現
在
も
そ
う
か
と
い
う
と
、
少

し
ず
つ
違
う
話
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

こ
の
溝
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
患
い
ま
す
。

一
方
で
「
日
本
型
住
宅
市
場
の
特

性
」
と
し
て
、
良
か
れ
悪
し
か
れ
住
宅

市
場
が
あ
り
、
こ
ん
な
も
の
で
も
し
ょ

公的資金投入とを主宅着工数図-7
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う
が
な
い
と
思
え
ば
、
非
常
に
安
い
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
強
い
ら

れ
た
居
住
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
住
む
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
ジ
レ
ン
マ
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
改
善
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
も
と
も
と
主
に
老
朽
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
改
善
の
な
か
で
ボ
ラ
ン
タ
リ

i
・
セ
ク

タ
ー
や
コ

i
。
ホ
ラ
テ
ィ
ブ
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
政
府

の
ア
フ
ォ

l
ダ
ブ
ル
住
宅
に
限
界
が
き
て
い
る
こ
と
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
こ
と
と
鏡
で

す。

「
現
在
の
民
間
住
宅
に
関
す
る
問
題
」
と
し
て
、
空
き
家
・
遊
休
地
が
多
く
な
っ
て
持

て
余
し
て
い
る
と
か
、
塩
漬
け
の
問
題
と
か
が
あ
り
、
別
荘
等
は
除
い
て
、
「
い
ま
買
っ

て
ほ
し
い
、
住
ん
で
ほ
し
い
、
だ
け
ど
も
:
:
:
」
と
い
う
の
が
一
割
以
上
あ
る
。
一
方
で
、

「
買
い
た
い
、
だ
け
ど
も
な
か
な
か
手
が
届
か
な
い
」
と
い
う
資
源
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。
住
宅
政
策
と
い
え
ば
、
あ
る

意
味
で
公
共
経
営
的
な
問
題
で
あ
り
、
こ
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
対
し
て
媒
介
す
る
パ
ス
を
通
し
て
や
る

こ
と
が
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

現在の住宅に関する問題

(空き家・遊休地)

• 600万戸(11.3%)が空き家

+ 
資源のミスマッチ開題

m住宅問題というより公共経営的問鐙

争
({主宅一時取得の時期遅れ)

-中低所得者震の持ち家取得臨難

り
ま
す
(
図
-
|
8
)
。

さ
て
、
「
政
府
の
失
敗
」
と
「
市
場
の
失
敗
」

の
隙
間
の
領
域
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
隙

間
に
新
し
い
住
宅
供
給
の
仕
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
?
そ
れ
を
い
っ
た
い
誰
が
担
う
か
?
と

い
う
と
こ
ろ
を
繰
り
返
し
お
話
し
し
て
き
ま
し
た

が
、
全
然
み
え
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
と
し
て
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
可
能
性
が
最

大
化
で
き
る
よ
う
に
見
積
も
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
に

可
能
性
が
あ
る
反
面
、
ほ
か
の
セ
ク
タ
ー
も
非
常
に
意
欲
的
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ

ち
ら
の
ほ
う
が
主
導
権
を
握
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
へ
ん
を
ど
う
や
っ
て
み
て
い
く
の

か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

図-8

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
は
政
府
の
住
宅
政
策
の
再
編
、
住
宅
市
場
の
再
編
を
担
う
の
か
?
|



た
と
え
ば
民
間
賃
貸
な
ど
が
オ
ル
タ

i
ナ
テ
ィ
ブ
の
ニ

i
ズ
を
提
供
す
る
な
か
で
コ

i
ポ

ラ
テ
ィ
ブ
が
伸
び
て
い
く
の
か
、
戦
略
が
ど
ち
ら
な
の
か
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ

い
ろ
な
団
体
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
両
方
を
足
掛
か
り
に
寵
い
て
も
か
ま
わ
な
い
と
は
思
う

の
で
す
け
れ
ど
も
。

「
{
お
か
ら
民
へ
」
と
い
う
住
宅
政
策
の
な
か
で
の
中
間
セ
ク
タ
ー
の
存
立
条
件
と
し
て
、

ど
う
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
か
と
い
う
仲
立
ち
の
方
法
に
つ
い
て
、
六
点
ほ
ど
挙
げ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

①
「
独
自
機
能
」
。
政
府
に
も
市
場
に
も
ど
ち
ら
も
で
き
な
い
よ
う
な
離
れ
業
、
独
自
の

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
売
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

②
「
中
軸
機
能
」
。
公
的
セ
ク
タ
i
も
、
民
間
セ
ク
タ
ー
も
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
な
り
に
は

動
い
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
そ
の
開
の
媒
介
に
不
可
欠
な
社
会
的
装
置
と
し

て
、
こ
れ
が
な
い
と
両
セ
ク
タ
ー
と
も
最
大
限
の
能
力
を
発
揮
し
え
な
い
か
ら
、
真
ん

中
に
居
座
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

③
「
補
完
機
能
」
。
ほ
か
の
セ
ク
タ
ー
の
欠
陥
を
是
正
し
、
社
会
的
な
効
率
性
や
安
定
器

と
し
て
こ
れ
が
機
能
す
る
。
何
か
あ
っ
た
場
合
に
サ
ポ
ー
ト
に
回
る
と
い
う
意
味
で
の

非
常
に
弱
い
補
完
機
能
で
す
。

③
「
円
滑
機
能
」
。
他
セ
ク
タ
ー
同
士
の
衝
突
防
止
、
社
会
循
環
の
潤
滑
油
と
し
て
そ
う

い
う
も
の
が
あ
っ
た
ほ
う
が
官
と
民
の
セ
ク
タ
ー
が
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

も
し
か
し
た
ら
、
今
ま
で
の
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
と
い
う
の
は
、
こ
の
円
滑
機
能
だ
っ
た

の
か
な
と
い
う
気
も
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
補
完
機
能
な
り
、
中
軸
機
能

な
り
と
い
う
も
の
に
伸
び
て
い
く
と
い
う
過
程
に
あ
る
の
だ
ろ
う
な
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

⑤
「
開
発
機
能
」
。
将
来
に
備
え
、
将
来
の
可
能
性
を
最
大
化
す
る
。
あ
る
セ
ク
タ
ー
が

住
宅
政
策
の
開
発
機
能
や
社
会
実
験
を
担
う
と
い
う
意
味
で
の
役
割
。
特
に
ボ
ラ
ン
タ

リ
l
住
宅
セ
ク
タ
ー
が
役
割
を
多
く
担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

⑥
「
緊
急
避
難
措
置
」
。
阪
神
・
淡
路
の
よ
う
に
、
震
災
な
ど
で
頑
張
る
と
い
っ
た
こ
と

を
、
公
的
セ
ク
タ
ー
が
で
き
な
い
場
合
に
ど
れ
だ
け
担
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
会
危
機
悪
化
の
安
全
弁
。

2 

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
到
達
点
と
可
能
性

現
在
、
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
住
宅
が
供
給
で
再
注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
と
い
う
の
は
、
た

ぶ
ん
「
住
宅
取
得
層
の
潜
在
的
な
需
要
の
掘
り
起
こ
し
」
と
い
う
供
給
サ
イ
ド
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
、
持
ち
家
に
よ
る
公
的
住
宅
の
政
策
を
確
立
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
の
中
で
、
組
合
所
有
の
住
宅
と
い
う
こ
と
も
合
め
、
持
ち
家
の
可
能
性
の
追
及
な
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
い
ま
ま
で
の
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
宣
伝
の
方
法
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
か
、
自
由
設
計
と
か
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
、
わ
が
ま
ま
を
い
う

わ
り
に
は
価
格
が
安
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
供

給
サ
イ
ド
の
ほ
う
か
ら
、
た
と
え
ば
行
政
の
ほ
う
で
も
う
住
宅
を
も
ち
き
れ
な
い
こ
と
と

か
、
あ
る
い
は
地
方
に
お
け
る
、
定
着
・
定
住
の
促
進
で
あ
る
と
か
、
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
し
て
自
主
管
理
で
自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と
か
、
こ
う

い
う
供
給
サ
イ
ド
の
思
惑
で
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う

ふ
う
に
思
え
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、

い
ま
の
日
本
型
の
、
む
し
ろ
需
要
サ
げ

イ
ド
か
ら
い
い
も
の
を
つ
く
れ
る
と
持ポコたみら・カ

れ
れ

a
d
e
 

サ要課J
B
 

サ
A
U

ロ
る

an
供

い
っ
た
こ
と
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
に

ど
う
や
っ
て
転
換
し
て
い
け
る
か
と

い
う
こ
と
に
私
も
関
心
を
持
っ
て
い

ま
す
(
図
|
9
)
。

九
0
年
代
後
半
か
ら
、
多
様
な
、

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
コ

l
ポ
ラ

テ
ィ
ブ
住
宅
が
で
き
て
き
ま
し
て
、

特
に
定
期
借
地
の
登
場
後
は
、
そ
れ

を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、
土
地
の

コ
ス
ト
を
あ
ま
り
顕
在
化
さ
せ
な
い

形
で
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ

一J

い
h
'

一
騎
手

一
イ
一
安

一
サ
一
割
住

一
要
一
伎

一需一

図 9

一
に
と
産
政

一
イ
通
行

一
サ
一
軒

一
給
一
欄

一
供
一
土

寝室族形態やライフス
告イ)~の多緑化に{半っ
て、位当言や住まい方
に対するニーズも多
機化

{鶴絡が宣言い



て
今
度
は
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
等
の
改
善
を
図
る
こ
と
。
長
屋
で
あ
る
と
か
都
市
鹿
住

を
実
現
す
る
と
い
っ
た
も
の
も
か
な
り
で
き
て
き
ま
し
て
、
可
能
性
が
ず
い
ぶ
ん
と
広
が

り
ま
し
た
。
持
ち
家
に
お
い
て
も
住
宅
地
区
改
良
卒
業
の
な
か
で
分
譲
改
良
が
行
な
わ
れ

て
き
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
可
能
性
、
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
「
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
障
壁
」
と
し
て
、
土
地
取
得
時
の
不
確
実
性
・
リ
ス
ク
、

融
資
適
用
時
の
不
確
実
性
・
リ
ス
ク
な
ど
、
リ
ス
ク
が
伴
う
と
い
う
こ
と
が
ず
っ
と
引
っ

か
か
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
公
有
地
の
定
期
借
地

権
制
度
の
活
用
と
か
、
公
庫
の
都
市
居
住
再
生
融
資
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
多
少
乗
り
越

え
や
す
く
す
る
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
す
る
、
も
う
少
し
使
い
や
す
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
議

論
に
な
っ
て
い
る
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。

3 

欧
米
の
社
会
住
宅
セ
ク
タ
ー

こ
う
い
っ
た
な
か
で
、
散
米
型
と
比
較
す
る
と
ど
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
。

た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
住
宅
供
給
休
日
。
阿
佐

Z
B己
印
。
巳
ω二
、
虫
色
。
え
)
は
大

き
く
、
た
と
え
ば
い
ち
ば
ん
大
き
い

Z
2
5
∞
江
氏
岳
民

0
5
E
m
ピ
ヨ
詐
止
は
四
万
六

千
一
戸
ぐ
ら
い
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
住
宅
の
概
念
の
な
か
に
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
が
位

霞
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
現
在
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
団
体
が
二
五

O
団
体
ぐ
ら
い
あ
り
ま

す
。
こ
れ
以
外
に
国
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
住
宅
の
供
給
体
が
あ
り
ま
す
(
図
川
)
。

こ
れ
ら
の
社
会
住
宅
供
給
体
の
対
象
は
、
完
全
に
公
営
住
宅
の
代
替
を
し
て
い
く
方
向

に
向
か
っ
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
居
住
弱
者
腐
(
不
適
切
な
居
住
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人

び
と
)
へ
の
低
廉
な
価
格
で
の
住
宅
供
給
(
実
費
と
売
却
)
で
す
(
関
!
日
)
。

比
較
す
る
と
、
ま
ず
日
本
は
、
社
会
住
宅
供
給
体
と
い
う
広
が
り
が
弱
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
そ
の
も
の
の
位
置
づ
け
も
弱
い
と
い
う
話
が
先
ほ
ど
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
全
体
と
し
て
非
営
利
住
宅
セ
ク
タ
ー
の
広
が
り
が
弱
い
な
か
で
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
。
た
と
え
ば
い
ま

N
P
O
が
少
し
ず
つ
住
宅
を
供
給
し
た
り
、
管
理
を
し
た
り
、

あ
る
い
は
相
談
に
乗
る
と
い
う
こ
と
を
始

め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
い

く
の
だ
ろ
う
か
と
。
社
宅
と
い
う
あ
る
意

味
で
企
業
の
福
祉
の
な
か
で
つ
く
ら
れ
て

き
た
も
の
が
、
あ
る
程
度
社
会
に
聞
か
れ

た
形
に
転
換
し
て
い
く
可
能
性
も
な
く
は

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
完
全
に
民

営
化
の
な
か
で
こ
う
い
っ
た
問
題
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
、
あ
り

得
る
と
思
い
ま
す
。
役
割
分
担
の
マ
ッ
プ

が
ま
だ
描
け
て
い
ま
せ
ん
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
都
市
再
生
を
や
る

と
か
、
こ
う
い
っ
た
も
の
の
主
要
な
ア
ク

タ
ー
と
し
て
コ

l
プ
が
参
加
し
て
く
る
と

い
う
こ
と
を
た
く
さ
ん
や
っ
て
い
ま
す
。

社
会
住
宅
洪
給
体
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
特

化
を
し
て
い
て
、
非
常
に
競
争
が
激
し
く
、

役
割
分
担
が
戦
略
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。

吸
収
・
合
併
な
ど
民
閣
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
た
り
、
あ
る
種
の
グ
ル
ー
プ
企
業
の

よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま
す

(
次
頁
、
凶
ー
は
)
。

セ
ン
タ
ー
機
能
を
も
っ
組
織

が
出
現
し
て
、
非
営
利
で
は
な
い
団
体
が

社
会
住
宅
供
給
体
と
し
て
存
在
し
え
て
い

て
、
そ
れ
が
子
会
社
と
し
て
非
営
利
の
社

会
住
宅
供
給
体
、
な
か
に
は
コ
!
ポ
ラ
テ

つ
ま
り
、

イギリスの社会住宅供給体の匝体分類と数図-10イギリスの社会住宅供給体の対象ターゲット
(公営住宅の代替)
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リ
オ
を
つ
く
っ
て
い
る
。

社
会
住
宅
供
給
体
以
外
に
、
選
択
肢
と

し
て
何
が
あ
る
か
。
逆
に
政
府
が
両
方
を

天
秤
に
か
け
て
張
り
令
わ
せ
て
い
る
の
で

す
が
、
住
宅
再
生
会
社
(
出

o
g
E
m
河
内

問
。
足
辺
氏
。
ロ
(
U
O円

H
6
2
1
と
か
、
都
市

再
生
会
社
(
む
岳
山
口
刻
め

m
S巾門即位。ロ

(
U
C
a

g
宮
ミ
)
と
か
、
伝
統
的
な
開
発
ト
ラ

ス
ト
と
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
土
地
ト
ラ
ス

ト
と
い
っ
た
も
の
も
、
良
質
な
住
ま
い
子

主
導
の
住
宅
を
公
的
に
供
給
す
る
と
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
て
、
こ
ち
ら
は
多
少
効
率
を

優
先
し
て
い
る
。
効
率
を
優
先
し
た
ほ
う
が
価
格
は
安
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
こ
ち
ら
の
パ
タ
ー
ン
と
共
同
型
の
も
の
が
い
ま
競
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
で

す。 ィ
ブ
を
傘
下
に
置
い
て
い
る
。
そ
れ
で
、

セ
ン
タ
ー
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
置
い

て
、
市
場
と
張
り
合
い
な
が
ら
、
ど
う
い

う
ふ
う
に
す
べ
き
か
と
い
う
ポ
ー
ト
フ
ォ

隠逮組織

(Associate) 

イギリスの社会住宅供給体の組織図

The既成叫TPEO托 EGrout
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そ
う
考
え
ま
す
と
、
日
本
の
ほ
う
も
、
た
と
え
ば
定
期
借
地
に
よ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

と
介
護
施
設
の
終
身
利
用
権
を
組
み
合
わ
せ
た
供
給
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
全
国
展
開
す

る
と
い
う
も
の
な
ど
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
し
て
、
コ
ー
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

L

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
こ
ん
な
も

L 
P 

(
有
限
責
任
事
業
組
合
)

の
が
ポ

i
ト
フ
ォ
リ
オ
の
な
か
で
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
政
策
課
題
」
と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
な
か
で
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ

は
可
能
性
を
高
め
て
き
た
。
民
間
か
ら
み
て
も
、
参
入
の
し
が
い
が
あ
る
分
野
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
。
日
本
で
は
、
民
間
の
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
が
た
く
さ
ん
ふ
え
て
き
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
融
資
の
対
象
に
な
る
と
か
、
た
と
え
ば
建
築
の
規
制
の
緩
和
に
よ
っ
て
容

積
率
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と
か
、
都
市
再
生
的
な
話
の
な
か
で
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
適
用
対
象
地
区
を
広
め
に
す
る
の
か
、
狭
め
に
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
、

い
わ
ば
政
策
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
活
動
が
ず
い
ぶ
ん
左
右
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
ミ
ュ

i
チ
ュ
ア
ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
共
同
の
仕
組
み
で
、
ど
れ
だ
け

地
域
に
開
い
て
い
く
仕
組
み
を
率
先
し
て
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば

N
P
O
は
ま
さ
に
公
的
で
あ
る
こ
と
を
看
板
に
掲
げ
て
い
ま
す
か
ら
、
不
特
定
多
数
の

人
に
利
誌
を
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
も
の
と
ど
う
い
う
関
係
な
の
か
、
あ
る
い
は
逆

に
子
を
結
ぶ
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
、
非
営
利
セ
ク
タ
ー
そ
の
も
の
が
、
非
営
利
で
あ
り
な

が
ら
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
な
か
で
生
き
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
市
場
競
争
力
を

も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
こ
で
ど
の
ぐ
ら
い
勝
負
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
。

た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
大
規
模
な
非
常
に
頑
張
っ
て
い
る
セ
ク
タ
ー
は
、
優
秀
な
ス
タ
ッ

フ
の
引
き
抜
き
を
し
た
り
、

S
W
O
T
分
析
な
ど
の
戦
略
分
析
を
丁
寧
に
や
っ
て
い
た
り
、

あ
る
分
野
は
撤
退
し
た
り
と
、
棲
み
分
け
が
非
常
に
厳
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
補
助

金
に
つ
い
て
も
、
昔
は
政
策
を
育
て
る
と
き
は
か
な
り
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
て
、
「
黄
金

期
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
い
ま
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
、
非
常
に

し
ほ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
な
い
と
ど
ん
ど
ん
切
ら
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
政
策
評
価
と
か
罷
良
事
例
が
普
及
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交
換
す
る
よ
う
な

こ
と
が
居
住
者
レ
ベ
ル
で
も
あ
る
し
、
事
業
組
合
レ
ベ
ル
で
も
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の
が

nu 
q
/』

網
の
自
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
ほ
う
も
戦
略
化
し
て
い
ま
し
て
、
ど
う
や
っ
て
社
会
住
宅
供
給
体
と
手
を
組

む
か
と
い
う
こ
と
自
体
が
自
治
体
と
社
会
住
宅
供
給
体
の
共
同
戦
略
に
な
っ
て
い
た
り
、

共
同
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
戦
略
が
組
ま
れ
た
り
し
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
こ
う
い
う
共
同
住
宅

を
地
域
に
聞
い
て
い
く
仕
組
み
が
つ
く
れ
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
か
な
と
い

う
気
も
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
お
も
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ

i
ブ
の
話
で
す
が
、
コ

i
ポ
ラ
テ
イ

ブ
を
住
宅
政
策
に
位
寵
づ
け
る
た
め
の
取
り
組
み
が
イ
ギ
リ
ス
で
も
九
四
年
ぐ
ら
い
か
ら
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だ
ん
だ
ん
と
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
ま
だ
ま
だ
仕
組
み
が

弱
い
だ
ろ
う
、
市
場
競
争
力
を
持
た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
土
地
ト
ラ
ス
ト
を
導
入
し
、
コ
ー
プ
と
連
携
す
る
も
の
で
す
。

4 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
土
地
ト
ラ
ス
ト

ア
メ
リ
カ
で
は
、
基
本
的
に
は
民
主
的
に
管
理
さ
れ
た
非
営
利
組
織
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
し
て
、
居
住
者
の
努
力
で
寄
付
金
も
入
る
と
は
思
う
の
で
す
が
(
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は

か
な
り
補
助
金
が
入
り
ま
す
て
そ
れ
に
よ
っ
て
土
地
を
運
営
し
て
、
建
物
は
居
住
者
が

共
有
の
所
有
権
、
居
住
権
を
取
得
す
る
。
良
好
な
状
態
で
管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
、
売
却
時

に
利
誌
を
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

ヴ
ァ

l
モ
ン
ト
州
の
パ

i
リ
ン
ト
ン
で
大
き
な
土
地
ト
ラ
ス
ト
が
動
い
て
い
ま
し
て
、

パ
l
ミ
ン
ガ
ム
で
は
そ
れ
を
ま
ね
て
や
り
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

5 

ま
と
め
一
日
本
で
の
コ
i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
展
開
の
考
察

こ
う
い
う
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
を
需
要
サ
イ
ド
の
み
な
ら
ず
、
供
給
サ
イ
ド
か
ら
の
有
力

な
選
択
肢
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
こ
と
が
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
潤

滑
油
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
「
政
府
」
と
「
市
場
」
を
「
補
完
」
す
る
セ
ク
タ
ー
に
育

成
す
る
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
を
住
宅
政
策
の
達
成
の
一
手
段
と
し
て
明
確
化
す
る
に
は
ど

う
い
う
ロ

i
ド
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
か
ら
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ

を
地
域
の
「
ま
ち
づ
く
り
住
宅
」
と
位
置
づ
け
、
多
様
な
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
エ
リ
ア
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
と
ど
う
や
っ
て
連
携
を
し
、
居
住
を
豊
か
に
す
る
仕
組
み
と
し
て
開

発
す
る
か
、
そ
う
い
っ
た
な
か
で
メ
リ
ッ
ト
を
み
つ
け
て
、
逆
に
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
強

み
に
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

〈
日
本
で
の
展
開
の
考
察
1〉

日
本
の
場
合
、
い
ま
公
的
住
宅
の
売
却
の
受
け
肌
と
い
う
期
待
が
あ
る
の
で
す
が
、
欧



米
と
比
較
す
る
と
、
そ
も
そ
も
公
的
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
の
割
合
が
少
な
い
で
す
か
ら
、
こ

れ
だ
け
で
は
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
は
決
し
て
伸
ぴ
て
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

民
間
住
宅
に
は
非
常
に
劣
悪
な
も
の
か
ら
良
い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
民
間
住
宅
と

ど
う
い
う
関
係
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
で
は
市
場
へ
の
信
頼
感
が
強
く
、
ま

っ
た
く
の
未
知
数
で
す
。

そ
れ
か
ら
、

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
や
ま
ち
づ
く
り

N
P
O
な
ど
の
、
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
・
セ
ク
タ

i
の
眼
界
を
補
完
す
る
と
い
う
期
待
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
対
入
社
会

サ
ー
ビ
ス
と
か
福
祉
も
合
め
、
日
本
で
は
そ
う
い
う
も
の
は
家
族
と
か
地
域
社
会
が
か
な

り
負
担
を
強
い
ら
れ
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
側
面
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
う
一
度
、

伺
入
の
自
由
を
高
め
つ
つ
豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
新
し
い
協
働
と
い
う
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ブ
を
中
心
と
し
た
開
か
れ
た
地
域
の
共
同
運
営
組
織
体
が
も
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
失
敗
の
代
替
と
い
う
こ
と
で
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
た
ぶ
ん
ア
ジ
ア
で
は
そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

民
間
の
供
給
と
ど
う
や
っ
て
関
係
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

ア
ジ
ア
で
は
、
民
間
の
供
給
の
な
か
に
一
定
レ
ベ
ル
の
ア
フ
ォ

l
ダ
ブ
ル
住
宅
を
合
ま
せ

る
割
り
当
て
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
可
能
性
も
あ

る
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
。

〈
日
本
で
の
展
開
の
考
察

2
〉

ほ
か
の
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
、
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
失
敗
を
開
避
す
る
連
結
器
と
し

て
必
要
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
す
。
間
か
れ
た
運
営
の
な
か
で
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
可
能

性
を
探
る
と
い
う
話
を
し
た
つ
も
り
で
は
い
る
の
で
す
が
、
は
た
し
て
こ
れ
が
本
当
に
う

ま
く
機
能
す
る
か
、
地
域
協
働
と
い
う
も
の
を
進
め
た
い
と
は
私
も
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
心
配
を
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
日
本
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
役
割
分
担
が
は

っ
き
り
す
る
な
か
で
、
隙
間
を
つ
く
ら
ず
に
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
急
に
総
合

評
価
で
あ
る
と
か
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
!
と
か
、
「
自
立
・
分
散
・
協
調
型
」
の
ガ

パ
ナ
ン
ス
型
に
な
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
本
当
に
効
率
よ
く
運
営
で
き
る
か
と
い
う
と
、

ま
だ
少
し
時
間
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
も
も
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う

な
か
で
、
円
滑
に
回
る
よ
う
に
切
り
開
い
て
い
く
主
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
コ
ー
ポ
ラ

テ
ィ
ブ
に
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
期
待
を
込
め
て
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
林
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
半
は
、
市
民
の
連
帯
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
中
林
さ
ん
の
お

話
に
対
し
て
、
む
し
ろ
市
民
の
連
帯
と
い
う
の
は
必
要
に
迫
ら
れ
て
や
る
も
の
だ
と
。
し

か
し
、
日
本
で
は
公
共
と
民
間
が
非
常
に
う
ま
く
機
能
し
て
き
た
の
で
、
実
は
連
帯
す
る

必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
主
張
で
す
ね
。
し
か
し
、
現
在
は
民
間
と
公

共
の
う
ま
い
機
能
し
ぐ
あ
い
が
宥
干
ほ
こ
ろ
び
て
い
る
。
だ
か
ら
、
中
間
セ
ク
タ
ー
の
可

能
性
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
理
解
で
い
い
で
す
ね
。

早
田
は
い
。

ド
林

イ
ギ
リ
ス
で
、
公
共
の
政
策
の
一
環
を
担
う
と
い
う
意
味
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
本
で
い
う
公
団
・
公
社
と
は
か
な
り
違
う
も
の
で
す
か
。

阜
回
開
じ
と
こ
ろ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
公
団
・
公
社
は
行
政

の
政
策
目
的
を
形
に
し
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
社
会
住
宅
供
給
体
の
ほ
う
は
、
む
し
ろ

多
様
な
地
域
と
か
宗
教
セ
ク
タ
ー
の
な
か
で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
も
の
が
積
み

上
げ
ら
れ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
林
土
地
ト
ラ
ス
ト
は
、
土
地
を
ト
ラ
ス
ト
と
い
う
あ
る
種
の
組
織
が
所
有
す
る
と
い

う
理
解
で
よ
ろ
し
い
の
で
す
ね
。
そ
の
資
金
は
ど
こ
か
ら
集
め
る
の
で
す
か
。

早
図
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
現
在
は
モ
デ
ル
を
つ

く
る
段
階
だ
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
行
政
が
ほ
と
ん
ど
出
し
て
つ
く
り
ま
す
。

小
林
そ
の
結
果
、
居
住
者
は
土
地
の
負
担
が
軽
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
金
額
が
安
く

な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
逆
に
地
代
は
払
う
わ
け
で
す
か
。

早
田
地
代
は
払
い
ま
す
。

小
林
日
本
の
定
期
借
地
権
の
土
地
を
ト
ラ
ス
ト
が
所
有
し
て
い
て
、
家
を
つ
く
る
人
は
、

建
物
の
お
金
は
自
分
で
鼠
祖
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
土
地
を
定
期
借
地
権
で
借
り
て
、
そ

れ
で
安
く
済
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

早
田
土
地
を
ト
ラ
ス
ト
が
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
未
来
永
劫
そ
の
土
地
が
安
定

さ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
非
常
に
コ
ス
ト
が
安
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
林
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

個
別
組
合
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
セ
カ
ン
ダ
リ
!
コ
i
プ

中
林
先
生
の
資
料
に
あ
る
「
組
合
住
宅
成
立
の
た
め
の
体
制
」
の
中
の
セ
カ
ン
ダ

リ
l
コ
i
プ
と
い
う
の
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
て
、
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

早
田

す。中
林
個
々
の
住
宅
組
合
が
法
人
格
を
も
ち
、
住
宅
を
建
設
し
て
管

理
を
し
て
い
く
と
い
う
形
に
な
る
の
で
す
が
、
居
住
者
の
み
で
つ
く

ら
れ
た
組
合
は
非
常
に
不
安
定
な
も
の
な
ん
で
す
ね
。
力
が
弱
い
し
、

リ
ス
ク
も
食
っ
て
い
る
し
、
人
が
抜
け
た
り
、
入
れ
替
わ
っ
た
り
、

空
き
家
に
な
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題
の
と
き
に
、
居
住
者
だ
け
で
は

な
か
な
か
カ
バ
ー
で
き
な
い
。
居
住
者
の
組
合
を
プ
ラ
イ
マ
リ
!
な
コ

l
。
フ
と
考
え
て
、

そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
組
織
を
「
セ
カ
ン
ダ
リ

l
コ
l
ブ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

セ
カ
ン
ダ
リ
l
コ
i
ブ
と
プ
ラ
イ
マ
リ

l
コ
i
プ
の
関
に
「
リ
ソ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
」
と

い
う
の
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
い
え
ば
、

C
D
C
(打
。
日
自
己
巳
守
口
2
0
]
O
H
Y

E
ゆ
え
の
。
弓
向
丘
一
。
ロ
)
み
た
い
な
も
の
を
指
し
、
組
合
住
宅
の
活
動
に
対
し
て
、

N
P

O
的
な
専
門
家
の
組
織
が
地
域
密
着
型
で
支
援
を
し
て
い
く
。
こ
う
い
う
一
二
つ
の
組
織
に

よ
る
構
成
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
セ
カ
ン
ダ
リ

l
コ
!
ブ
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
何
を
す
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、

幾
つ
か
の
形
が
考
、
え
ら
れ
ま
し
て
、
一
番
呂
は
、
事
業
型
住
宅
協
同
組
合
。
こ
れ
は
生
協

な
ん
か
も
あ
り
う
る
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
事
業
を
行
な
っ
て
い
く
か
な
り
資
本
も
力
も

あ
る
住
宅
協
同
組
合
。

二
番
目
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
予
備
形
成
組
織
。
こ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
そ
う
い
う
も
の
に
入

居
し
た
い
と
い
う
人
た
ち
を
集
め
て
組
織
化
し
て
お
く
部
分
で
す
。
た
と
え
ば

H
S
B
に

お
け
る
組
合
、
綴
組
合
み
た
い
な
も
の
。

三
番
目
は
、
自
治
体
が
形
成
す
る
コ

i
プ
住
宅
支
援
組
織
。

四
番
呂
は
、
公
社
と
か
公
団
が
組
合
住
宅
を
支
援
す
る
た
め
に
つ
く
る
組
織
。

五
番
目
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
よ
う
に
資
金
援
助
を
す
る
公
的
組
織
。
低
利
で
貸
し
て

く
れ
る
と
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
み
た
い
な
貯
蓄
総
合
の
形
も
あ
る
。
い

ま
公
庫
は
住
宅
債
権
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
を
組
合
住
宅
の
た
め
の
積
立
債
権
み
た

い
な
形
で
公
庫
が
集
め
て
、
そ
れ
を
組
合
員
に
還
元
す
る
と
い
う
形
も
考
え
ら
れ
る
。

六
番
目
の
非
営
利
貯
蓄
組
合
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
民
間
の
積
立
組
合
で
す
。

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
セ
カ
ン
ダ
リ
!
コ

i
プ
と
い
う
も
の
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
住
宅
組
合
が
あ
る
程
度
の
安
定
性
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

小
林
セ
カ
ン
ダ
リ
i
コ
i
。
フ
が
あ
る
桂
度
公
的
支
援
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
提

と
し
て
、
組
合
住
宅
に
公
的
支
援
を
す
る
理
由
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。
ど
う
い

う
理
由
で
公
的
支
援
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
?

中
林
組
合
住
宅
と
い
う
の
は
個
人
所
有
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
半
公
的
な

性
格
を
も
っ
た
住
宅
で
す
。
利
用
を
中
心
と
し
て
、
使
わ
な
く
な
れ
ば
ま
た
次
の
不
特
定

多
数
の
人
の
利
用
に
供
す
る
。
だ
か
ら
、
そ
こ
で
個
人
が
値
上
が
り
な
ど
で
利
益
を
得
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
助
成
の
対
象
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

組
合
所
有
の
メ
リ
ッ
ト
は
?

中
林
平
問
先
生
の
お
話
の
大
き
な
テ
l
マ
は
、
中
間
セ
ク
タ
ー
と
い
う
も
の
の
役
部
を

今
後
日
本
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
み
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
、
由
討
て
て
い

く
か
と
い
う
話
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
中
間
セ
ク
タ
ー
と
い
う
の
は
非
常
に
広
い
概
念
で

す
か
ら
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
な
か
の
一
つ
の
形
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
私
は
、
平
田
先
生
の
観
点
と
少
し
違
っ
て
、
賃
借
と
個
人
所
有
と
い
う
所

有
形
態
の
な
か
で
、
中
間
的
な
共
同
所
有
、
組
合
所
有
と
い
う
形
を
日
本
に
導
入
し
た
い

と
い
う
観
点
が
強
い
ん
で
す
ね
。
い
ま
は
賃
情
か
、
個
人
所
有
か
、
二
つ
し
か
所
有
形
態



が
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
組
合
所
有
と
い
う
、
建
物
の
所
有
者
で
あ
り
な
が
ら
黄
借

入
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
第
一
一
一
の
所
有
形
態
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う

形
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
オ
ル
タ

l
ナ
テ
ィ
ブ
な
住
宅
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
い
う

の
が
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

早
田
組
合
所
有
の
住
宅
形
態
が
あ
れ
ば
、
選
択
肢
と
し
て
可
能
性
が
広
が
る
と
は
思
う

ん
で
す
。
し
か
し
、
い
ま
ま
で
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
必
要
性
が
実
感
で
き
な
い
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
か
ら
脱
出
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

中
林
い
ま
一
区
分
所
有
の
問
題
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
大
き
く
出
て
き
て
い
る
わ
け
で

す
。
東
京
の
区
部
な
ど
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
う
人
気
の
あ
る
と
こ
ろ
は
区
分
所
有
で
十

分
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
周
辺
都
市
に
お
い
て
は
、
ど
ん
ど
ん
空
き
家
が
増
え
て

い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
出
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ス
ラ
ム
化
が
進
行
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

し
か
も
、
区
分
所
有
で
あ
る
た
め
に
、
管
理
組
合
は
、
空
い
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
何
も

で
き
な
い
。

そ
こ
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
生
活
が
続
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
が
い
ま
あ
ち
こ
ち
で
生
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
基
本
的

に
区
分
所
有
の
欠
点
で
す
。
そ
こ
に
個
人
の
権
利
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
て
、
何
も
子

が
付
け
ら
れ
な
い
。

そ
れ
が
組
合
所
有
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
組
合
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
が
と
れ
る
。
次
の

入
居
者
を
探
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
組
合
が
保
有
し
て
誰
か
に
賃
貸
す
る
こ
と
も
で
き
る

し
、
建
物
そ
の
も
の
は
組
合
全
体
の
責
任
で
す
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
管
理
を
き
ち
ん

と
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
す
る
と
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
可
能
性
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

早
田

中
林
最
近
の
改
正
で
、
人
数
に
拘
わ
ら
ず
管
理
組
合
が
法
人
格
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
住
戸
を
所
有
す
る
と
い
う
形
は
で
き
ま
せ
ん
。

空
い
た
と
こ
ろ
に
入
る
人
を
一
生
懸
命
探
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
の
で
は

早
田

な
い
で
す
か
。

中
林

た
と
え
ば
そ
こ
の
人
が
夜
逃
げ
し
ち
や
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
で
す

よ
ね
。
い
ま
そ
う
い
う
状
態
は
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
住
ん
で
い
る
け
れ

ど
も
、
管
理
費
も
払
わ
な
け
れ
ば
、
何
も
し
な
い
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
い
た
り
し
て
、

そ
れ
を
管
理
組
合
が
ど
う
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。
個
人
の
権
利
が
非

常
に
強
い
で
す
か
ら
。
そ
こ
が
非
常
に
大
き
な
問
題
な
ん
で
す
。

首
藤
亮
一
(
首
都
大
学
東
京
都
市
環
境
学
部
)
い
ま
私
は
団
地
の
ト

i

私
騒
騒
叢
麟
夢

タ
ル
・
モ
デ
リ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
瞬
、
議
議

た
と
こ
ろ
で
も
合
意
形
成
を
と
る
の
が
非
常
に
大
変
で
、
区
分
所
有
だ
鱗
駐
韓

っ
た
ら
も
っ
と
大
変
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
組
合
方
式
の
住
宅
は
か
三
言
珠
湾

な
り
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
林
組
合
が
所
有
し
て
運
営
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
個
人
の
権
利
よ
り
も
全
体
の

福
利
の
ほ
う
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
が
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
で
す
か
ら
、
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
で
、
区
分
所
有
に
比
べ
れ
ば
、
合
意
形
成
は
非
常
に
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
。

米
野
史
健
(
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
)
住
宅
組
合
の
弘
畠
襲
撃

場
合
の
意
思
決
定
の
仕
組
み
と
区
分
所
有
の
場
合
の
意
思
決
定
の
仕
組
協
麟
轍
親
離
離
川
府

み
が
ど
こ
が
達
、
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
鰯
鶴
麟
襲
撃
一
二

謝
灘
濁
繍
醐
際
機
ハ
々
…
一
ぃ

日
本
の
区
分
所
有
で
あ
っ
て
も
、
建
替
え
は
五
分
の
闘
の
賛
同
で
す
議
々
一

し
、
大
規
模
修
繕
は
四
分
の
一
一
一
と
い
う
形
で
、
多
く
の
人
が
そ
ち
ら
の
方
向
を
望
む
の
で

あ
れ
ば
、
反
対
す
る
人
も
当
然
従
わ
ざ
る
を
え
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

組
合
所
有
の
場
合
は
、
割
合
で
い
う
と
ど
う
違
う
の
か
。
つ
ま
り
、
区
分
所
有
で
は
合
意

形
成
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
な
ぜ
組
合
所
有
に
な
れ
ば
合
意
形
成
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。
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基
本
的
に
は
、
所
有
権
で
あ
る
か
、
居
住
権
で
あ
る
か
と
い
う
根
本
の
違
い
か
ら

く
る
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
日
本
の
場
合
は
、
所
有
権
と
い
う
の
は
個
人
の
侵
す

べ
か
ら
ざ
る
部
分
で
す
の
で
、
そ
れ
が
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
非
常
に
合
意
形
成
の
障
害

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
部
分
が
あ
る
。
組
合
所
有
の
場
合
は
個
人
に
は
所
有
権
が
な
く
、

使
用
権
な
り
居
住
権
と
い
う
こ
と
で
住
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
人
た
ち
の

合
意
に
よ
っ
て
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
当
然
所
有
権
で
は
な
い
で
す
か
ら
、

そ
の
全
体
の
決
定
に
従
う
と
い
う
こ
と
が
ル

l
ル
と
し
て
は
っ
き
り
さ
れ
て
い
る
と
い
う

中
林



ふ
う
に
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
が
。

小
林
も
と
も
と
一
区
分
所
有
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
は
、
個
別
金
融
を
可
能
に
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
住
戸
に
対
し
て
個
別
に
抵
当
権
が
設

定
で
き
、
個
別
に
融
資
が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

法
律
な
ん
で
す
。

実
際
に
中
に
住
ん
で
い
る
人
の
合
意
形
成
だ
け
に
着
目
す
れ
ば
、
組
合
住
宅
で
あ
れ
ば

普
通
は
過
半
数
で
決
着
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
区
分
所
有
で
も
四
分
の
一
一
一
と
か
、
五
分
の
医

と
か
、
多
数
決
原
理
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
比
率
が
違
う
だ
け
な
の
で
、
あ
る
意
味
、

五
十
歩
百
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

し
か
し
、
草
分
所
有
と
い
う
の
は
、
一
方
で
抵
当
権
者
と
い
う
権
利
が
非
常
に
強
い
。

さ
ら
に
、
不
在
所
有
者
も
住
一
戸
の
所
有
者
で
す
の
で
、
そ
の
権
利
も
非
常
に
強
い
。
そ
の

人
た
ち
も
合
意
形
成
に
巻
き
込
ま
な
け
れ
ば
、
区
分
所
有
は
動
か
な
い
。
そ
こ
が
組
合
所

有
と
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。

い
ま
一
区
分
所
有
マ
ン
シ
ョ
ン
で
い
ち
ば
ん
留
っ
て
い
る
の
は
、
管
理
組
合
の
決
定
よ
り

も
抵
当
権
者
の
意
思
の
ほ
う
が
優
先
す
る
こ
と
。
そ
の
あ
た
り
が
組
合
所
有
で
は
逆
転
し

て
、
組
合
の
決
定
が
融
資
し
て
い
る
銀
行
の
意
思
よ
り
も
優
先
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
実

は
紐
合
に
対
し
て
銀
行
が
融
資
し
な
い
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
の
問
題
な
ん
で
す
。
た
と

え
ば
多
数
決
に
よ
っ
て
解
散
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
と
か
、
組
合
員
個
人
は
融
資
に
責
任
を

負
わ
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
不
安
定
な
も
の
に
対
し
て
銀
行
は
融
資
は
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
組
合
所
有
が
日
本
で
定
着
し
な
い
こ
と
の
一
つ
の
理
由
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。新
井
信
幸
(
千
葉
大
学
大
学
院
)
中
林
さ
ん
の
資
料
に
、
「
管
理
型
コ

ー
プ
」
と
い
う
第
三
者
所
有
の
コ
!
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
組
合
は

ど
の
よ
う
に
発
生
し
て
、
か
つ
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
て
、
居
住
者

に
ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
か
?

中
林
イ
ギ
リ
ス
で
、
ス
ラ
ム
化
、
パ
ン
ダ
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
公
営
住
宅
が
非
常
に
荒
れ
、

な
ん
と
か
そ
れ
を
改
善
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
居
住
者
自
身
が
自
主
的
に
公
営
住
宅
を

管
理
す
る
よ
う
な
形
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
模
索
し
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
と
き
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
が
入
っ
て
、
住
ま
い
予
を
集
め
て
積
極
的
に
そ
う

い
う
も
の
に
取
り
組
む
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
。
組
合
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
居
住
者
が
管

理
を
す
る
場
合
に
は
管
理
費
の
一
部
を
居
住
者
に
還
元
し
て
、
そ
れ
で
浮
い
た
費
用
は
家

賃
に
充
当
し
て
も
い
い
で
す
よ
、
と
い
う
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
な
が
ら
、
住
民
管
理

を
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
の
事
例
で
す
。

遠
藤
広
正
(
日
本
大
学
大
学
院
)
「
日
本
で
は
利
用
権
型
は
な
い
L

と
い
う
お
話
が
最
初

に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
、
サ
ン
リ
と
い
う
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
の
会
社
が
、
土
地

は
ユ
ー
ザ
ー
予
備
形
成
組
織
に
よ
る
共
有
持
分
で
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
で
建
設
し
て
、
部

屋
は
、
従
来
の
終
身
利
用
権
で
は
な
く
て
、
相
続
可
能
、
売
買
可
能
な
優
先
利
用
権
の
シ

ス
テ
ム
を
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
。

僕
が
開
き
た
い
の
は
、
日
本
で
な
ぜ
利
用
権
売
買
が
蕗
売
に
な
り
え
な
い
の
か
、
市
場

流
通
で
き
な
い
の
か
、
と
い
う
点
で
す
。

小
林
終
身
利
用
権
は
、
法
律
上
は
賃
借
権
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
と
同
じ
で
、
一
一
種
の
会
社

と
の
契
約
で
し
か
な
い
ん
で
す
。
実
は
そ
れ
に
対
し
て
融
資
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で

す
、
担
保
が
な
い
の
で
。
そ
の
た
め
に
日
本
で
は
定
着
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
例
で
は
利
用
権
売
買
に
対
し
て
融
資
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
の
結
果
、
定
着
し
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

遠
藤
利
用
権
に
担
保
設
定
が
可
能
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

小
林
実
際
に
は

H
S
B
か
ら
証
書
が
出
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
そ
の
証
書
を
銀
行
に
も

っ
て
い
く
と
、
そ
れ
を
担
保
に
融
資
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
実
上
分
譲
と
同
じ
よ
う
な
形
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
定
着
し
て
き
た
と
開
い
て
い
ま
す
。

い
ま
の
話
と
非
常
に
か
か
わ
る
の
で
、
「
な
ぜ
、
日
本
で
紘
合
住
宅
が
育
た
な
か
っ
た

の
か
」
に
つ
い
て
少
し
話
を
深
め
て
み
た
い
と
思
う
ん
で
す
。
竿
由
さ
ん
、
ご
意
見
が
あ

り
ま
す
か
?

な
ぜ
日
本
で
組
合
住
宅
が
育
た
な
か
っ
た
の
か

早
田

よ
く
あ
る
議
論
と
し
て
は
、
「
日
本
は
キ
リ
ス
ト
教
国
で
は
な
い
の
で
、

ボ
ラ
ン



タ
リ

l
意
識
が
な
い
の
で
、
非
常
利
な
公
益
セ
ク
タ
ー
が
育
た
な
い
」
と
い
う
話
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
基
盤
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ

が
あ
っ
た
が
た
め
に
発
展
し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
て
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
ハ
ウ
ジ

ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
脱
宗
教
性
を
発
揮
し
て
、
む
し
ろ
実
質
性
で
、

「
こ
れ
は
頼
れ
る
セ
ク
タ

i
だ
」
と
い
う
信
頼
を
か
ち
得
て
、
こ
れ
だ
け
や
っ
て
こ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
歴
史
と
か
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
こ
だ
わ
る
必
要

も
な
い
の
か
な
と
い
う
気
は
少
し
い
た
し
ま
す
。

山
本
理
(
長
谷
工
総
合
研
究
所
)
き
ょ
う
の
お
昔
、
区
分
所
有
に
撃
機
野

代
わ
る
新
し
い
所
有
形
態
の
観
点
と
、
住
宅
供
給
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
タ
ド
日
三
川
ト

リ
!
な
組
織
と
い
う
も
の
が
交
じ
っ
て
話
さ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
鰯
欝
麟
日
~
川
一
一
γ

一千三

「
な
ぜ
組
合
住
宅
が
育
た
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
、
必
麟
鱗
機
欄
脚
、

両
方
が
交
じ
っ
た
ま
ま
で
議
論
す
る
と
、
混
乱
を
来
す
の
で
は
な
い
か
。

小
林
中
林
さ
ん
の
お
話
で
「
借
家
型
コ

l
プ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
持
ち
家

の
感
覚
で
は
な
く
、
む
し
ろ
借
家
と
し
て
低
・
中
所
得
者
に
向
け
て
、
公
共
住
宅
の
代
わ

り
と
し
て
コ

i
プ
住
宅
を
発
展
さ
せ
た
と
い
う
流
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
非
常
利
組
織

の
発
展
と
非
常
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
う
。
つ
ま
り
、
持
ち
家
系
の
話
と
借
家
系
の
話

は
分
け
て
議
論
す
る
と
整
理
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
の
借
家
系
の
話
に
つ
い
て
私
の
意
見
を
少
し
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
イ
ギ
リ
ス

は
も
と
も
と
生
協
運
動
な
い
し
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
住
宅
運
動
の
発
祥
地
な
の
で
、
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ブ
住
宅
が
も
っ
と
多
く
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
戦
後
は
公
共
住
宅
の
直

接
供
給
に
力
を
入
れ
た
の
で
、
借
家
型
の
コ

l
ブ
が
発
達
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
だ
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
サ
ッ
チ
ャ

i
政
権
以
降
、
公
共
住
宅
が
だ
ん
だ
ん
衰
退
し
て
き

ま
す
。
そ
の
と
き
に
公
共
住
宅
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
「
そ
う
い
え
ば
、
昔
、
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ブ
が
あ
っ
た
ね
」
と
か
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ

i
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
も
あ

っ
た
ね
」
と
、
も
う
一
国
そ
れ
を
見
直
し
て
、
公
共
住
宅
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
し
よ

う
、
と
い
う
よ
う
な
流
れ
で
は
な
い
か
と
私
は
理
解
し
た
の
で
す
が
、
平
田
さ
ん
、
そ
の

理
解
は
ど
う
で
す
か
。

六
0
年
代
の
民
間
住
宅
へ
の
対
抗
意
識
と
、
自
治
体
住
宅
へ
の
疑
問
、
限
界
の
な

早
閏

か
で
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
や
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
直
さ
れ
た
と
い
う
の

は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

小
林
い
ま
日
本
で
は
、
公
営
は
若
干
残
っ
て
い
ま
す
が
、
公
団
・
公
社
賃
貸
が
だ
ん
だ

ん
衰
退
し
て
い
く
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
サ
ッ
チ
ャ

i
政
権
以
降
の
雰
囲
気
と
似

て
い
る
ん
で
す
か
?

阜
回
公
共
住
宅
が
撤
退
す
る
と
い
う
意
味
で
は
似
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
場
合
は
占
め
る
比
重
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
、
日
本
の
ほ
う
が
イ
ン
パ
ク
ト

は
す
ご
く
小
さ
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
持
ち
家
系
の
話
な
ん
で
す
が
、
家
を
買
う
と
き
に
、
い
ま
日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
貯
蓄
し
て
か
ら
買
う
の
で
は
な
く
、
先
に
買
っ
て
あ
と
か
ら
支
払
う
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
融
資
が
付
く
、
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題

で
あ
っ
て
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
住
宅
で
も
最
後
に
一
区
分
所
有
に
し
て
い
る
の
は
、
そ
こ
で

融
資
が
確
定
す
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
保
有
ま
で
組
合
型
に
す
る
こ
と
に
対
す
る
十
分

な
支
援
が
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
幸
い
、
昨
今
金
融
の
分
野
で
も
不
動
産
の
小
口
証

券
化
と
い
っ
た
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
定
借
に
対
す
る
融
資
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
へ
ん
の
運
用
は
わ
り
と
自
由
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
で
、
あ
ら
か
じ
め
レ
デ
ィ
メ

l
ド
な
組
合
型
住
宅
を
多
く
つ
く
っ
て
、
市
場
に
弾

み
を
つ
け
て
や
れ
ば
普
及
し
て
融
資
も
付
い
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
デ

ベ
ロ
ッ
パ

i
や
公
団
・
公
社
な
ど
に
よ
る
い
わ
ば
デ
ベ
ロ
ッ
パ

i
主
導
型
が
要
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

小
林
中
林
さ
ん
の
先
ほ
ど
の
主
張
に
近
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
け
ど
、
い
か
が
で
す
か
。

中
林
融
資
が
な
か
っ
た
か
ら
組
合
住
宅
は
育
た
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
逆
の
よ
う
に

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
も
と
も
と
組
合
住
宅
が
な
い
の
だ
か
ら
、
融
資
の
話
は
な
い
わ

け
で
、
そ
う
い
う
由
果
関
係
に
は
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

組
合
が
法
人
格
を
も
て
ば
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ

l
供
給
型
と
か
公
共
供
給
型
の
組
合
所
有
の

住
宅
と
い
う
の
は
供
給
可
能
で
す
か
ら
、
当
然
あ
り
う
る
の
で
す
が
、
問
題
は
、
な
ぜ
い

ま
日
本
で
コ

l
プ
住
宅
が
好
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
自
由
設
計

と
い
う
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。
自
由
設
計
が
あ
る
か
ら
、
日
本
の
場
合
は
コ

l
プ
住
宅



を
や
り
た
い
と
い
う
人
が
、
絶
え
ず
ず
っ
と
続
い
て
き
て
い
る
。
じ
ゃ
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

が
規
格
型
の
住
宅
を
組
合
所
有
だ
と
い
っ
て
売
り
出
し
て
、
，
誌
が
何
の
メ
リ
ッ
ト
で
そ
の

住
宅
を
買
う
の
か
、
住
宅
に
入
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ

な
い
限
り
、
基
本
的
に
入
居
者
は
い
な
い
わ
け
で
す
。

山
本
私
の
意
見
は
、
む
し
ろ
こ
こ
で
推
さ
れ
て
い
る
組
合
住
宅
論
と
い
う
も
の
が
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
の
臨
路
を
解
く
た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
う
か
ら
な
ん
で
す
。
そ

れ
は
や
り
た
い
け
れ
ど
も
融
資
が
付
か
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
融
資

の
対
象
に
で
き
る
よ
う
な
市
場
を
つ
く
る
た
め
に
、
あ
る
程
度
の
一
戸
数
を
供
給
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
自
由
設
計
を
や
り
た
い
人
は
自
由
設
計
が
で
き
る
ほ
う
で
い
い
し
、
規
格
型
で

も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
人
に
は
そ
れ
で
も
い
い
と
い
う
も
の
券
二
定
の
青
写
真
の
も
と
に

つ
く
っ
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
由
設
計
の
話
で
い
う
と
、
最
近
は
マ
ン
シ
ョ
ン
も
か
な
り
自
由
設
計
を
取
り
込
む
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
コ

l
プ
住
宅
の
メ
リ
ッ
ト
を
出
す
こ
と
も
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
問
題
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
区
分
所
有
に
な
っ
て
保
有
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

小
林
「
デ
ベ
ロ
ッ
パ

i
が
組
合
所
有
型
住
宅
を
供
給
し
た
と
き
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
だ
ろ

う
か
」
と
い
わ
れ
る
と
、
「
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
、
た

と
え
ば
こ
う
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
組
合
所
有
住
宅
に
入
っ
た
人
は
、
最
初

に
頭
金
を
出
資
金
と
し
て
払
う
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
は
自
分
が
借
金
を
負
う
わ
け
で
は

な
い
で
す
ね
。
組
合
が
借
金
を
食
っ
て
い
る
の
で
、
途
中
で
出
て
い
く
場
合
に
は
、
そ
の

借
金
を
そ
の
ま
ま
山
引
き
ず
る
こ
と
は
な
い
。
居
住
者
か
ら
み
た
ら
、
ノ
ン
リ
コ
!
ス
・
ロ

ー
ン
で
持
ち
家
が
も
て
る
と
い
う
の
と
事
実
上
関
じ
な
の
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

中
林
組
合
が
お
金
を
措
り
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
借
金
を
返
す
た
め
の
原
資
は
毎
月

居
住
者
が
払
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
で
す
か
ら
:
:
:
。

小
林
そ
れ
は
賃
貸
の
家
賃
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

中
林
い
や
、
土
地
費
を
合
め
て
ロ

i
ン
の
返
済
を
含
む
の
で
、
ど
う
し
て
も
家
賃
よ
り

高
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
何
ら
か
の
別
の
助
成
が
な
い
限
り
、
{
永

賃
と
向
等
に
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

小
林
た
だ
、
毎
月
ず
っ
と
返
し
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
居
住
者
は
出
資
分
の
権
利
刊
を
も
っ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
最
終
的
に
銀
行
に
全
部
返
し
お
わ
れ
ば
、
事
実
上
持
ち
家
と
間
関

じ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
時
点
で
一
区
分
所
有
に
だ
っ
て
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

中
林
全
部
払
っ
て
し
ま
え
ば
、
持
ち
家
と
同
じ
だ
け
の
権
利
は
も
て
る
わ
け
で
す
が
、

そ
う
い
う
高
い
お
金
を
払
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
途
中
で
抜
け
た
ら
:
。

小

林

銀

行

ロ

i
ン
の
残
高
が
減
っ
て
い
る
の
で
出
資
株
が
高
く
売
れ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
は
。
と
す
れ
ば
、
い
ま
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
っ
た
人
が
、
万
一
途
中
で
ロ

i
ン

が
払
え
な
く
な
っ
て
、
処
分
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
を
迎
え
た
と
き

に
も
っ
て
い
る
リ
ス
ク
と
、
組
合
所
有
で
買
っ
た
人
が
も
っ
て
い
る
リ
ス
ク
を
比
べ
れ
ば
、

か
な
り
組
合
所
有
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。

中
林
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。

泉
宏
佳
(
住
宅
管
理
協
会
)
供
給
公
社
の
分
譲
は
昔
そ
う
だ
つ
た
ん
で
す
ね
。
三
五
年

間
で
払
わ
な
い
と
登
記
で
き
な
い
と
い
う
話
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

山
本
ノ
ン
リ
コ
!
ス
性
が
強
ま
っ
て
、
小
林
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
値
下
が
り

リ
ス
ク
が
よ
そ
へ
い
っ
て
し
ま
う
と
、
実
は
融
資
が
付
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

い
い
と
こ
取
り
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
林
融
資
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
居
住
者
が
頭
金
を
二
割
出
し
た
と
し
て
、
残
り
の
八

割
が
融
資
で
す
よ
ね
。
そ
の
八
割
に
対
し
て
、
今
年
か
ら
「
都
市
居
住
再
生
フ
ァ
ン
ド
」

と
い
う
国
が
出
資
す
る
仕
組
み
が
新
し
く
で
き
た
の
で
、
そ
れ
が
一
，
a
}

二
割
入
る
と
な
る

と
、
民
間
融
資
は
五
割
、
六
割
で
済
む
の
で
、
銀
行
と
し
て
は
十
分
融
資
で
き
る
範
割
に

入
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
組
合
所
有
型
が
成
立
し
う
る
さ
ま
ざ
ま
な

補
劫
制
度
、
あ
る
い
は
市
場
環
境
が
で
き
つ
つ
あ
る
よ
う
な
印
象
は
あ
り
ま
す
ね
。

泉

三

O
年
、
公
団
で
住
宅
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
て
、
い
ま
は
管
理
の
?
〉

ほ
う
に
問
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
中
林
さ
ん
は
、
つ
く
り
方
の
話
と
所
数
綴
麟
緩
謬
縫

j
f
o
一一m錫
媛
議
場
録
後
稼
絵
総
後
務

有
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
日
本
型
の
コ

l
プ
緩
イ
ヘ
繋
議
機

で
あ
っ
て
も
、
「
ユ

l
コ
i
ト
」
は
二

O
年
た
つ
今
も
、
非
常
に
は
つ

ら
つ
と
し
た
団
地
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
場
合
は
、



つ
く
る
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
共
有
関
係
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
の
で
、
建
物
完
成
後
共
同
性

が
衰
退
す
る
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
別
な
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い

う
意
識
が
ち
ょ
っ
と
あ
る
ん
で
す
ね
。

公
団
で
は
、
管
理
の
し
か
た
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
け
に
し
ぽ
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
こ
で

生
活
運
営
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
欠
け
て
い
た
。
高
齢
化
し
た
時
の
話
と
か
、
そ

れ
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
互
助
的
な
運
営
形
態
に
着
自
し
な
か
っ
た
。
そ
の
部
分
を
も
う

一
度
見
直
す
こ
と
で
、
中
林
さ
ん
の
一
一
一
一
回
う
長
期
的
な
共
同
性
を
、
日
本
で
も
実
現
で
き
る

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
賃
貸
住
宅
の
住
宅
組
合
に
よ
る
運
営
は
可
能
か

小
林
こ
れ
は
私
の
研
究
室
で
提
案
、
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

ま
だ
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
郊
外
部
の
公
共
賃
貸
住
宅
は
立
ち
行
か
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、

住
宅
組
合
に
よ
る
管
理
受
託
と
い
う
の
を
考
え
て
は
ど
う
か
と
。
先

ほ
ど
の
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
公
共
住
宅
の
払
下
げ
の
一
つ
と

し
て
、
住
宅
組
合
の
可
能
性
を
考
え
て
は
ど
う
か
と
忠
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
、
第
一
段
階
は
管
理
受
託
(
テ
ナ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ

l
プ
)

を
行
な
い
ま
す
。
中
林
さ
ん
の
表
で
は
「
管
理
型
コ

i
プ
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
す
ね
。

建
物
と
土
地
は
都
市
機
構
等
が
所
有
し
、
管
理
部
分
だ
け
を
請
け
負
っ
て
い
く
。
機
構
に

対
し
て
は
、
た
と
、
え
ば
い
ま
六
万
円
の
家
建
だ
っ
た
ら
、
四
万
円
ぐ
ら
い
は
基
本
家
賃
と

し
て
機
構
に
払
い
、
維
持
・
管
理
・
修
繕
そ
の
他
は
往
宅
組
合
が
自
分
で
徴
収
し
て
、
自

分
で
修
繕
し
て
、
運
営
し
て
い
く
。
で
、
管
理
が
非
常
に
う
ま
く
い
け
ば
、
家
賃
が
安
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
逆
に
管
理
に
失
敗
す
れ
ば
、
家
賃
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。
リ
ス
ク
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
分
た
ち
の
経
営
努
力
が
反
映
す
る
仕
組
み
で

あ
る
(
次
頁
、
図

i
3
第
一
段
階
)
。

も
し
こ
れ
が
非
常
に
う
ま
く
い
け
ば
、
次
の
段
階
で
は
、
建
物
を
完
全
に
払
下
げ
を
受

け
て
、
建
物
は
組
合
所
有
の
形
に
な
る
。
土
地
は
定
期
借
地
権
と
し
て
、
機
構
と
か
白
治

体
に
対
し
て
は
、
地
代
だ
け
を
払
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
の
が
第
二
段
階
の
コ

i
プ
で
、

こ
れ
は
本
格
的
な
欧
米
型
の
組
合
所
有
住
宅
コ

l
ブ
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
い
く

の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
発
展
段
階
と
し
て
は
あ
る
だ
ろ
う
と

(図

i
4
・
第
二
段
階
)
。

組
合
住
宅
経
営
に
な
れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、
居
住
者
自
身
が
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム

に
投
資
す
る
こ
と
が
や
り
や
す
く
な
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
賃
貸
住
宅
で
は
、
白
分

が
退
去
す
る
と
き
に
、
内
装
費
と
し
て
か
け
た
も
の
が
回
収
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
の

で
、
居
住
者
が
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
退
去
す
る
と
き
に
内
装
を
次

の
人
に
売
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
内
装
の
価
格
査
定
は
非
常
に

難
し
く
、
内
装
を
売
る
と
い
う
概
念
の
適
用
は
難
し
い
。
こ
の
間
題
を
解
決
す
る
い
ち
ば

ん
簡
単
な
方
法
は
、
住
宅
組
合
運
営
で
あ
れ
ば
、
住
宅
組
合
は
そ
の
居
住
者
が
出
資
し
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
出
資
持
分
を
次
の
人
に
売
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

内
装
の
状
態
を
み
て
、
出
資
持
ち
分
の
価
格
を
評
価
し
て
次
の
人
に
買
っ
て
も
ら
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
事
実
上
賃
貸
と
分
譲
の
中
間
的
な
形
で
売
買
が
行
な
わ
れ
て
い
く
と
い
う

仕
組
み
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
投
資
が
促
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
方
で
す
(
図

1
5
)
。

し
か
し
、
万
が
一
運
営
に
失
敗
し
た
ら
、
公
共
側
が
経
営
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
、

住
民
が
経
営
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
も
う
社
会
的
に
寿
命
が

終
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
、
あ
き
ら
め
て
団
地
を
撤
退
し
、
用
途
転
用
を
図
っ
て

い
く
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
郊
外
団
地
か
ら
公
共
が
撤
退
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、

一
度
は
住
民
に
管
理
を
任
せ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
住
民
も
納
得
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
T

閑
転
換
す
る
と
き
の
コ
ス
ト
と
、
か
な
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
要
る
と
思
う
の
で
す
が
、

あ
る
程
度
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
面
倒
を
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
こ
は
ど
う
す

る
の
で
す
か
。

小
林
こ
れ
は
や
は
り
専
門
家
の
サ
ボ

i
ト
が
必
ず
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
は
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
都
市
機
構
の
専
門
家
が
団
地
ご
と
に
付
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
の
は

ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。



団地再生における住宅組合の可能性(小林秀樹)

既得住宅活用の基本的考え方

住宅総合による団飽経営+内装自由売寅方式

|居住者による投資を促進するために最望書な方法は何か i
Ha住審による投資が、本人!こ滋売される仕組みが必繋

b内量産自由突貫だけでは、家賃段定による不定要望日が大奮い

住宅総合による経営 + 内議自由売買方式 の!l案

退去時内装+出資金Jを次の入爆者に売買する

認地経世が成功すると、窓貫整額〈相場窓買と漣構の~本l&!鍵町議額〉

が大曹〈なる.これにより、退去跨の宛軍備稽l立高〈なる.

また、それを肉量産儀格と出資金函格1=分ける必要は無い.

第 1段階

1 3喜一段階i立、管理受託| テナント・マネージメント・コープ

図 1

図 2

住宅組合による団地経営s'i)-3 

早
回
お
金
の
ほ
う
は
ど
う
で
す
か
。
軌
道
に
乗
る
ま
で
:
:
:
。

小
林
管
理
を
受
託
し
て
、
住
民
か
ら
維
持
管
理
費
、
修
繕
費
を
集
め
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
特
に
初
期
の
お
金
は
必
要
な
い
。
し
か
し
、
組
合
所
有
、
建
物
の
払
下
げ
を
受
け

る
段
階
で
は
幾
ら
か
お
金
が
必
要
に
な
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
お
金
に
つ
い
て
は
、
居
住
者

が
全
額
出
す
と
い
う
の
は
当
然
難
し
い
で
し
ょ
う
。
出
資
が
で
き
る
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ

い
い
ま
の
敷
金
程
度
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
残
り
に
つ
い
て
は
、
銀
行
融
資
を
受
け
つ
つ
、

一
部
に
つ
い
て
は
都
市
居
住
再
生
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
国
の
出
資
の
仕
組
み
を
導
入
し
て
、

そ
れ
で
資
金
調
達
し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
で
す
。

中
林
非
常
に
賛
成
で
す
。
や
は
り
い
ち
ば
ん
難
し
い
の
は
最
初
の
段
階
で
す
よ
ね
。
賃

貸
の
入
居
者
と
い
う
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
て
、
そ
の
な
か
に
は
「
俺
は
絶
対
に
そ

ん
な
の
は
や
ら
な
い
よ
」
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
交
じ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の

人
た
ち
を
う
ま
く
専
門
家
が
支
援
し
て
、
そ
の
一
体
の
テ
ナ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ

ー
ブ
な
り
何
な
り
に
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
な
問
題
な
わ
け
で
す
。

一
部
の
人
間
だ
け
で
テ
ナ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
本
当
に
で
き
る
か
と
い
う
と
、
非 :0'・M・:管理の失敗で高〈なる場合

管理由成功で安〈なる場合

続ヰ住宅飽食による管理受託

経持鯵総重量

基本窓貧

住宅飽食:居住宅まが出資する総合〈全員参加でなくてよい〉

退去時iま出資株を売買できる。街地が活性化すると高〈なる。

第 2段階住宅組合!こよる団地経営図-4

笹王星が成功した場合1=払下'1

住宅組合が建物を所有地代

住宅絡会:欽米軍吉の飽食所有住宅になる{法的艶舗が必要}

新築ではメリットがないが、老朽賃貸団地では効果的である

郊外等の公共鍾貧困地の手写生!こ向けて図 5

!第二段階l主、建物の払い下げ(土地lま定期借地権〉

経緯修繕費

老朽化した公共賃貸問地を詩集するプロセス | 
スケルトン賃貸方式

i内議開拭

メエュ一方式

常
に
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
嫌
な
人
は
抜
け
て
別
の
棟
に
い
っ
て
、
や
り
た
い

人
だ
け
を
一
棟
に
集
め
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
を
と
り
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
と

て
も
意
見
を
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
へ
ん

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
専
門
家
の
支
援
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
の
へ
ん
を
や
っ
て
テ
ナ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
!
ブ
に
な
れ
ば
、
そ
の
あ
と
は

ど
う
に
で
も
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
自
分
で
管
理
す
る
よ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
な
っ
て
し

ま
え
ば
、
あ
と
は
買
お
う
が
何
し
よ
う
が
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
私
も
、
全
員
参
加
で
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
な
る
と
、
事
実
上
無
理
だ
と
い

う
感
じ
が
す
る
ん
で
す
ね
。
住
み
替
え
を
し
て
団
地
の
一
部
の
街
区
だ
け
で
や
る
と
い
う

案
も
あ
り
ま
す
が
、
住
み
替
え
も
大
変
な
の
で
、
そ
れ
も
な
か
な
か
難
し
い
。
や
は
り
過

半
数
ぐ
ら
い
の
参
加
で
で
き
る
よ
う
な
テ
ナ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ

l
ブ
が
あ
る
と

い
い
。
そ
う
す
る
と
、
早
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
、
住
宅
組
合
の
中
間
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
近
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

コ
ー
プ
(
管
理
型



コ
ー
プ
)
へ
の
出
資
者
は
、
居
住
者
で
も
い
い
し
、
既
住
者
以
外
の
人
も
出
資
す
る
コ

i

ブ
で
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
形
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
ト
ラ
ス
ト
的
な
要
素
と
居
住
者
自
身
が
出
資
す
る
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
よ

う
な
も
の
は
う
ま
く
い
か
な
い
で
す
か
ね
。

竿
罰
非
常
に
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
住
民
ゑ
欝
鋭
機
麟
鱗
撃

は
二
分
の
一
ぐ
ら
い
に
し
て
、
あ
と
外
部
の
専
門
家
が
入
っ
て
ス
テ
験
機
務

L
J
;
い

l
ク
ホ
ル
ダ
ー
(
利
害
当
事
者
)
に
な
る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
わ
鱒
メ
泳
三
/

掃
鶴
繍
輔
輔
醐
騒
騒
も

JCV階
、

臨

ム

か
り
や
す
い
し
、
逆
に
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
う
ま
く
い
か
な
い
の
じ
議
機
鐘
欝
磯
欝
鱒
F

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

i
i
-

山
本
震
貸
住
宅
の
経
営
を
純
粋
に
ビ
ジ
ネ
ス
で
考
え
る
と
、
い
か
に
し
て
家
賃
を
上
げ

る
か
に
尽
き
る
ん
で
す
。
賃
貸
住
宅
か
ら
の
収
益
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
い
い
管
理
を
行

な
う
と
か
、
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
と
い
っ
た
こ
と
が
ま
ず
自
的
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
居
住
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
団
地
が
き
れ
い
に
な
っ
て
高
い
家
賃
で
貸
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
払
う
費
用
が
多
く
な
る
と
い
う
負
担
が
出
て
く
る
わ
け
で
す

ね
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
そ
こ
に
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
、
日
本
に
多
く
あ
っ
た
公
社
の
分
譲
住
宅
に
お
け
る
、
い
わ
ば
賃
貸
的
管
理

に
よ
っ
て
、
居
住
者
の
ほ
う
に
管
理
意
識
が
育
た
ず
、
公
社
の
長
期
分
譲
物
件
は
な
か
な

か
管
理
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
の
が
あ
り
ム
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
問
題
と
こ
れ
の
関

係
は
ど
う
な
の
か
。

小
林
ま
ず
前
者
の
問
題
で
す
が
、
答
え
か
ら
い
う
と
、
両
方
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

五
O
%強
の
人
が
参
加
す
れ
ば
い
い
と
す
る
と
、
残
り
の
四

O
%ぐ
ら
い
の
人
は
普
通
の

賃
貸
と
し
て
入
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
は
で
き
る
だ
け
高
い
家
賃
を
と
り

た
い
。
一
方
で
、
家
震
に
差
を
つ
け
た
っ
て
か
ま
わ
な
い
の
で
、
出
資
し
て
い
る
自
分
た

ち
は
な
る
べ
く
安
く
住
め
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
運
営
す
れ
ば
、
そ
れ
は
う

ま
く
い
く
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
自
分
の
持
ち
物
で
な
い
も
の
を
、
ど
れ
ぐ
ら
い
真
剣
に
管
理
し
て
い
く
か
と

い
う
の
は
、
確
か
に
難
問
で
、
そ
の
た
め
に
何
ら
か
の
動
機
づ
け
が
働
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
例
え
ば
管
理
が
う
ま
く
い
っ
た
ら
、
高
い
家
賃
が
と
れ
る
人
か
ら
は
高
い
家
賃
を

そ
の
分
は
一
一
砲
の
儲
け
に
な
る
よ
う
に
す
る
。
一
方
で
、
組
合
員
に
対
し
て
は

家
賃
が
下
げ
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
分
自
分
の
生
活
が
楽
に
な
る
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
動

機
付
け
を
す
れ
ば
、
可
能
性
が
あ
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

泉
私
も
そ
の
方
式
が
定
着
す
る
の
を
望
ん
で
い
る
ん
で
す
。
た
と
え
ば
居
住
者
に
よ
る

リ
ニ
ュ

l
ア
ル
に
関
し
て
い
う
と
、
投
資
し
た
も
の
を
次
の
入
居
者
に
継
続
さ
せ
よ
う
と

す
る
と
、
公
募
原
則
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
住
宅
で
あ
る
以
上
は
こ
う
い
う
仕
組
み
が

機
能
し
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
い
ま
あ
る
公
的
住
宅
は
ど
ん
ど
ん
民
開
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
柔
軟
な
発
想
で
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

し
か
し
、
経
営
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
現
況
の
公
共
住
宅
は
地
代
相
当
し
か
入

れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
修
繕
費
に
使
え
る
分
は
安
い
ん
で
す
ね
。
当
初
か
ら
三
分
の
一
か

四
分
の
一
ぐ
ら
い
し
か
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
不
足
分
を
何
で
補
う
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。

管
理
費
が
高
く
な
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
集
中
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
駄
な

コ
ス
ト
が
だ
い
ぶ
発
生
し
て
い
る
。
本
来
的
に
は
住
宅
の
管
理
な
ん
て
い
う
の
は
、
家
庭

の
主
婦
が
や
っ
て
い
る
世
界
で
す
か
ら
、
い
く
ら
で
も
で
き
る
要
素
は
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
住
宅
の
自
主
管
理
が
う
ま
く
い
け
ば
、
か
な
り
コ
ス
ト
を
落

と
せ
る
要
素
も
あ
る
。

そ
の
と
き
に
、
い
ま
の
自
治
会
が
法
人
絡
を
と
っ
て
、
管
浬
受
託
す
る
よ
う
な
組
織
に

変
わ
る
可
能
性
は
、
僕
は
あ
り
え
な
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
規
模
公

営
も
ほ
と
ん
ど
公
社
が
管
理
を
受
け
て
い
る
と
忠
、
つ
ん
で
す
。
そ
の
と
き
、
受
け
る
公
社

の
な
か
に
住
民
代
表
が
入
る
み
た
い
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
住
宅
に
合
っ
た

管
理
が
で
き
て
い
く
だ
ろ
う
と
忠
、
つ
ん
で
す
。
分
散
化
し
て
入
居
者
が
参
加
す
る
よ
う
な

小
回
り
の
利
く
管
理
形
態
を
探
し
た
い
な
と
は
忠
、
つ
ん
で
す
ね
。

小
林
そ
の
時
に
、
現
在
の
管
理
会
社
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

泉
集
合
住
宅
の
管
理
は
、
水
漏
れ
が
あ
っ
て
も
一
軒
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
問
り
に
波
及
し

ま
す
か
ら
、
二
四
時
間
監
視
態
勢
を
つ
く
っ
て
お
か
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
住
民
の
自
主
管
理
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
を
支
援
す
る
組
織
の
必
要

性
は
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

nu 

巧

4
d

と
っ
て
、



小
林
先
ほ
ど
の
個
別
組
合
を
支
援
す
る
セ
カ
ン
ダ
リ

i
コ
i
プ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

泉
い
ま
の
都
市
機
構
そ
の
も
の
が
セ
カ
ン
ダ
リ
!
コ

i
プ
の
役
割
を
も
っ
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
。

米
野
維
持
管
理
・
修
繕
費
を
安
く
し
て
、
そ
れ
を
住
民
自
ら
が
行
な
う
の
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
ば
住
民
が
中
心
に
な
っ
て

N
P
O
組
織
を
つ
く
っ
て
管
理
を
受
託
す
る
の
で
も
い

い
わ
け
で
す
よ
ね
。
出
資
し
て
住
宅
組
合
を
つ
く
っ
て
や
る
と
い
う
の
は
、
退
去
時
に
出

資
株
の
売
買
が
で
き
る
の
で
、
頑
張
れ
ば
価
値
が
上
が
る
よ
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

付
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

小
林
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
す
。
管
理
が
非
常
に
う
ま
く
い
っ
た
ら
、
退
去
時
に
そ
の

果
実
を
得
る
よ
う
な
仕
組
み
で
な
い
と
、
本
当
の
意
味
で
熱
心
に
管
理
す
る
こ
と
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

N
P
O
で
は
出
資
株
の
売
買
は
で
き
な
い
の
で
、
住

宅
組
合
と
い
う
制
度
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
市
場
原
理
が

働
く
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

米
野
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
別
に
組
合
で
な
く
て
も
、
株
式
会
社
で
も
い
い
で
す
よ
ね
。
住

民
の
半
数
が
出
資
す
る
株
式
会
社
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
そ
こ
か
ら
記
当
が
月
一
万
円
く

れ
ば
、
家
賃
が
一
万
円
安
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

小
林
株
式
会
社
だ
と
利
誌
に
対
し
て
税
金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
う
ま
く
い
か
な
い

ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
組
合
じ
ゃ
な
く
て
、
さ
っ
き
の
ト
ラ
ス
ト
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
別

組
織
で
も
十
分
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

い
ま
の
話
の
続
き
で
、
こ
の
土
地
ト
ラ
ス
ト
と
い
う
の
が
な
か
な
か
面
白
そ
う
な
の
で
、

日
本
に
導
入
す
る
と
し
た
ら
ど
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

に
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
早
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
地
ト
ラ
ス
ト
の
可
能
性

い
ま
の
話
と
よ
く
似
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
定
期
借
地
の
仕
組
み
で
動
い
て

い
る
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
は
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
土
地
を
ト
ラ
ス
ト
が
も

問

↑

沼

っ
て
い
る
と
い
う
形
に
近
い
と
思
い
ま
す
。
ト
ラ
ス
ト
は
社
団
法
人
で
や
っ
て
い
た
り
し

ま
す
の
で
、
株
を
売
買
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ス
ト
が
長

期
に
わ
た
っ
て
土
地
を
お
預
か
り
し
て
、
そ
れ
に
地
域
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
半
分
ぐ
ら
い

入
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
こ
と
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
さ
っ
き
管
理
会
社
の
話
が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
コ
ア
と
な
る

専
門
家
に
よ
る
管
理
組
織
が
ト
ラ
ス
ト
の
中
心
に
あ
っ
て
、
地
域
の
住
宅
を
運
営
す
る
協

議
会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
そ
う
い
う
も
の
と
連
携
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
課
題
に
応
え
る
と
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
セ
カ
ン
ダ
リ

i
コ

i
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
と
よ
く
似
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
へ
ん
の
専
門
的
な
意
思
決
定

や
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て
持
っ
か
と
い
う
の
は
、
私
も
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す

カ小
林
ト
ラ
ス
ト
で
土
地
を
所
有
す
る
場
合
に
、
そ
の
ト
ラ
ス
ト
に
お
金
を
山
山
す
人
は
、

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
そ
こ
に
出
資
す
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
い
う
も
の

な
ん
で
す
か
。

た
と
え
ば
行
政
な
ら
ば
、
行
政
が
長
期
に
わ
た
っ
て
土
地
や
公
的
住
宅
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
寅
任
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
非
常
に
消
極
的
な
理
由

で
す
。

小
林
公
共
住
宅
を
こ
う
い
う
形
式
に
転
換
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
土
地
は

公
共
が
持
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物
部
分
に
つ
い
て
は
公
共
の
食
担
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
、

む
し
ろ
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ま
い
。

早
田

早
国

首
藤
い
ま
の
お
話
や
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
関
連
す
る
の
で
す
が
、

い
ま
ま
で
自
治
体
が
行
な
っ
て
い
た
役
割
が
軽
減
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
「
小
さ

い
政
府
」
に
向
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
、
私
も
デ
ン
マ
ー
ク
へ
取
材
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
政
権
が
代
わ

っ
た
関
係
で
、
地
方
自
治
体
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
や
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。



早
図
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
投
資
さ
れ
る
金
額
は
、
サ
ッ
チ
ャ

l
政
権

の
時
よ
り
一
時
期
ふ
え
た
り
し
て
い
ま
す
か
ら
、
間
接
的
な
投
資
と
い
う
の
は
決
し
て
減

る
一
方
で
は
な
い
。
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
自
立
し
た
セ
ク
タ
ー
に
な
れ

ば
、
公
的
補
助
も
減
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
単
純
な

「
小
さ
い
政
府
」
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

米
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
土
地
ト
ラ
ス
ト
は
、
早
閉
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
、

社
会
住
宅
政
策
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
と
い
う
よ
り
は
、
ア
メ
リ
カ
で
い
う
日

O
A

(民。

5
E
m
O
D
m
O〈
号
ロ
5
0
E
〉

g
o己
民
吉
ロ
)
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
で
き
た
の
か

な
と
い
う
感
じ
も
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
位
霞
づ
け
を
お
教
え
い
た
だ
く
の
が
一

F
、o
i
・そ

れ
か
ら
、

ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
な
社
会
住
宅
の
仕
組
み
が
あ
る
の
に
、
ア
メ
リ
カ
で
出

て
き
た
こ
う
い
う
仕
組
み
を
イ
ギ
リ
ス
で
、
な
ぜ
や
っ
て
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い

う
あ
た
り
に
つ
い
て
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

早
田
こ
の
フ
レ
ー
ム
が
議
論
さ
れ
て
き
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
ホ

i
ム
レ
ス
対

策
の
流
れ
か
ら
で
、
い
ち
ば
ん
安
く
、
し
か
も
持
ち
家
感
覚
で
と
い
う
こ
と
を
ど
う
や
っ

た
ら
で
き
る
か
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
な
か
で
出
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ニ
つ
目
は
、
原
則
と
し
て
、
自
分
た
ち
が
保
有
し
て
よ
り
良
い
管
理
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
は

H
O
A
と
ま
っ
た
く
向
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
公
営
住
宅
の
移
管
に
は
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
が
ず
い
ぶ
ん
か
か
っ
て
、

か
え
っ
て
時
間
も
長
引
い
た
り
し
て
消
耗
す
る
と
い
う
の
で
、
打
開
策
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
パ

i
ツ
を
並
べ
て
い
る
段
階
だ
と
思
い
ま
す
。

中
林
い
ま
日
本
の
問
題
は
、
公
団
と
か
公
社
、
公
営
住
宅
と
い
う
公
共
の
住
宅
が
分
譲

住
宅
と
か
賃
貸
住
宅
か
ら
撤
退
し
て
い
っ
て
、
公
的
な
住
宅
が
な
く
な
っ
て
い
く
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は
基
本
的
に
な
い
と
い
う
状
態
が
非
常
に
大
き
な
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
住
宅
を
民
間
の
ほ
う
に
移
し
て
し
ま
う
形
で
賄
う
と
い
う
の

は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
や
っ
ぱ
り
そ
の
受
け
皿
と
し
て
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
も
含

む
非
営
利
な
住
宅
供
給
み
た
い
な
も
の
の
体
制
を
日
本
の
な
か
に
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
逆
に
非
営
利
型
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
型
の
住
宅
を
今
後
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
く

よ
う
な
形
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

早
田
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
議
論
を
地
域
レ
ベ
ル
で
ど
う
や
っ
て
展

開
す
る
の
か
と
い
う
の
に
興
味
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
な
か
に
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
を
位
置

づ
け
る
と
い
う
続
き
の
話
を
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ど
こ
か
で
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
林
持
ち
家
型
、
借
家
型
の
両
方
と
も
、
コ

i
ブ
住
宅
が
も
う
一
度
見
直
さ
れ
る
社
会

環
境
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
の
発
展
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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集
合
住
宅
を
所
有
す
る
形
と
し
て
、
コ

i
プ
住
宅
の
典
型

で
あ
る
「
組
合
所
有
」
と
、
一
般
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
採

用
す
る
「
区
分
所
有
」
は
、
ど
こ
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
違
い
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

組
合
所
有
の
発
祥

コ
ー
プ
住
宅
の
典
型
は
、
居
住
者
が
組
合
を
結
成
し
て
建

物
を
所
有
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は
、
一
八
六

0

年
代
に
イ
ギ
リ
ス
で
登
場
し
、
そ
の
後
、
欧
米
各
国
に
波
及

し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
形
式
が
、
最
初
に
本
格
的
な
普
及
を
み
せ
た
の
は
、

一
八
九

0
年
代
の
ド
イ
ツ
と
い
わ
れ
る
。
ピ
ス
マ
ル
ク
政
府

の
支
援
に
よ
り
「
ド
イ
ツ
住
宅
協
同
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、

主
に
労
働
者
階
層
に
向
け
て
数
多
く
の
賃
袋
住
宅
を
供
給
し

た

こ
れ
以
前
は
、
多
額
の
投
資
を
必
要
と
す
る
集
合
住
宅
は
、

資
産
階
層
が
所
有
し
賃
貸
経
営
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
世
紀
末
の
急
速
な
都
市
化
は
、
住
宅
不
足
と
家
賃

高
騰
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
も
っ
た
人
ぴ
と

が
、
自
ら
集
合
住
宅
を
所
有
・
経
営
し
よ
う
と
級
合
を
結
成

し
た
の
が
コ

l
プ
住
宅
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
集

合
住
宅
を
居
住
者
が
所
有
し
よ
う
と
す
る
時
に
、
最
初
に
登

場
し
た
の
が
「
組
合
所
有
」
の
形
式
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
コ

i
ブ
住
宅
は
、
政
府
の
支
援
を
受
け
て
公
的

賃
貸
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
借
家
系
コ

l
プ
住
宅

と
、
ア
メ
リ
カ
に
多
く
み
ら
れ
る
資
産
性
を
も
っ
持
ち
家
系

コ
l
プ
住
宅
に
分
か
れ
て
い
く
が
、
「
組
合
所
有
」
と
い
う

権
利
形
態
は
、
両
者
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
今
日
に
続
い

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
組
合
所
有
の
普
及
に
は
、
金
融
の
充
実
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
号
の
竹
弁
論
文

に
詳
し
い
。
そ
し
て
、
一
九
六

0
年
代
に
な
る
と
、
新
し
く

「
区
分
所
有
」
が
登
場
し
、
急
速
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

2 

区
分
所
有
と
は
何
か

わ
が
国
に
お
い
て
、
集
合
住
宅
の
所
有
形
態
と
し
て
定
着

し
て
い
る
の
は
「
区
分
所
有
」
で
あ
る
。
昭
和
三
八
(
一
九

六
三
)
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
「
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関

す
る
法
律
」
に
規
定
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
建
物

を
専
有
部
分
(
各
住
一
戸
)
と
共
用
部
分
に
分
け
、
専
有
部
分

は
独
立
し
た
所
有
権
の
対
象
と
し
、
共
用
部
分
は
、
各
所
有

者
の
共
有
と
み
な
す
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
岡
山
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
区
分
所
有

法
制
定
の
一

O
年
近
く
前
、
昭
和
三

O
年
頃
か
ら
登
場
し
て

い
る
。
当
初
は
、
長
屋
な
ど
の
縦
割
り
所
有
を
想
定
し
た
民

法
の
古
い
規
程
に
碁
づ
い
て
権
利
を
設
定
し
て
い
た
が
、
新

し
く
登
場
し
た
集
合
住
宅
形
式
に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
新
た
な
立
法
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、

ド
イ
ツ
で
一
九
五
一
年
に
成
立
し
た
区
分
所
有
法
を
手
本
と

し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
、
日
本
の
毘
分
所
有
法
で
あ
っ
た
。

こ
の
法
律
の
制
定
を
契
機
と
し
て
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
急
増

し
、
今
日
の
除
盛
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
の
区
分
所
有
形
式
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
米
国
で
は
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
と
呼
ば
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
主
要
な
国

で
は
一
九
六

0
年
代
に
立
法
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り
(
フ
ラ

ン
ス
一
九
六
五
年
、
カ
ナ
ダ
一
九
六
六
年
、
ニ
ュ
1ι

，ョ
l
ク

一
九
六
周
年
等
)
、
日
本
と
ほ
ぼ
向
時
期
に
、
ド
イ
ツ
か
ら

世
界
各
国
に
広
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

例
外
の
一
つ
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
都

市
部
の
土
地
を
一
部
の
貴
族
階
層
が
所
有
し
て
き
た
経
緯
か

ら
か
、
リ
ー
ス
ホ
ー
ル
ド
と
呼
ば
れ
、
各
伎
一
戸
の
「
長
期
賃

借
権
」
を
市
場
で
売
買
す
る
仕
組
み
が
発
達
し
た
。
住
宅
の

所
有
権
は
地
主
が
そ
の
ま
ま
保
持
し
、
一
般
に
は
九
九
年
で

長
期
賃
貸
す
る
形
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
リ
l
ス
ホ

ー
ル
ド
の
期
限
が
到
来
す
る
も
の
が
増
加
し
て
問
題
が
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
リ
ー
ス
ホ
ー
ル
ド
の
改
革
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
過
程
で
、
一
一

O
O
二
年
に
コ
モ
ン
ホ
ー
ル
ド
と
呼
ば
れ

る
区
分
所
有
法
が
成
立
し
て
い
る
。
ま
だ
立
法
か
ら
日
が
浅

い
た
め
実
例
は
稀
だ
が
、
い
ず
れ
イ
ギ
リ
ス
で
も
一
区
分
所
有

マ
ン
シ
ョ
ン
が
等
及
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
例
外
が
北
欧
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
、
コ
ー
プ
住
宅
の
居
住
権
を
市
場
価
格
で
売
買
で

き
る
よ
う
に
仕
組
み
と
金
融
を
発
達
さ
せ
た
。
こ
の
た
め
、



事
実
上
、
コ

i
プ
住
宅
が
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
同
等
の
伎
絡

を
も
ち
、
今
日
に
至
る
ま
で
区
分
所
有
を
必
要
と
し
て
い
な

aν 

以
上
の
経
緯
が
教
、
え
る
こ
と
は
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も

に
集
合
住
宅
を
各
偶
人
が
所
有
す
る
要
求
が
強
ま
り
、
そ
れ

に
応
え
る
形
で
、
ま
ず
組
合
所
有
が
工
夫
さ
れ
、
そ
の
後
、

区
分
所
有
が
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
佼

霞
づ
け
は
、
各
国
の
事
情
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
点
も
興

味
深
い
。

3 

コ
ー
プ
住
宅
と
区
分
所
有
(
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
)

の
比
較

さ
て
、
両
者
の
特
徴
を
改
め
て
愁
現
し
て
み
よ
う
(
表
l

|
)
。
主
に
ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
想
定
し
た
。
比
較
の
た
め

に
、
賃
貸
住
宅
を
併
せ
て
示
し
て
い
る
。

①
所
有
と
利
用
の
関
係

両
者
の
基
本
的
な
違
い
は
所
有
と
利
用
の
関
係
に
あ
る
。

区
分
所
有
で
は
、
各
住
戸
(
正
確
に
い
う
と
専
有
部
分
)
が

独
立
し
た
所
有
権
の
対
象
と
な
る
。
そ
れ
を
購
入
し
た
者
は

所
有
権
者
で
あ
り
、
自
ら
が
そ
こ
に
居
住
し
て
も
よ
い
し
、

他
人
に
賃
貸
し
て
も
構
わ
な
い
。

一
方
の
コ

i
プ
住
宅
は
、
組
合
法
人
が
建
物
全
体
を
所
有

す
る
。
各
居
住
者
は
、
組
合
に
出
資
し
て
組
合
員
に
な
り
、

テ
ナ
ン
ト
契
約
に
よ
り
居
住
す
る
。
つ
ま
り
、
居
住
者
は
、

建
物
の
所
有
者
の
一
員
で
あ
る
と
同
持
に
、
賃
借
入
で
も
あ

マ
令
。

②
住
宅
ロ

l
ン
の
あ
り
方

所
有
形
態
の
違
い
は
、
融
資
を
受
け
る
際
の
方
法
の
違
い

に
つ
な
が
る
。
区
分
所
有
で
は
、
各
個
人
(
毘
分
所
有
者
)

が
、
直
接
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、

他
の
所
有
者
と
は
無
関
係
に
融
資
を
受
け
ら
れ
、
他
の
所
有

者
の
融
資
に
糞
任
を
負
う
必
要
も
な
い
。
完
全
に
所
有
権
と

し
て
独
立
し
て
い
る
。
金
融
機
関
は
担
保
と
し
て
、
専
有
部

分
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
。

一
方
の
コ

i
ブ
住
宅
で
は
、
融
資
を
受
け
る
の
は
組
合
法

人
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
建
物
全
体
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ

る
。
そ
の
ロ

l
ン
返
済
は
、
各
居
住
者
が
支
払
う
{
ゑ
賃
を
あ

て
る
。
各
居
住
者
か
ら
み
る
と
、
直
接
借
金
を
負
っ
て
い
な

い
た
め
、
退
去
す
れ
ば
(
組
合
を
脱
退
す
れ
ば
)
借
金
と
は

無
関
係
に
な
る
。
逆
に
い
え
ば
、
金
融
機
関
か
ら
す
れ
ば
、

コ
l
プ
住
宅
は
融
資
対
象
と
し
て
不
安
定
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
経
営
が
不
調
に
な
れ
ば
、
日
出
住
者

は
退
去
し
て
経
営
を
放
棄
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

居
住
者
の
損
失
は
出
資
金
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
い
わ
ば
有

限
資
任
で
あ
る
。
一
方
の
銀
行
は
、
建
物
を
競
売
に
か
け
る

こ
と
に
な
る
が
、
経
営
が
不
調
の
賃
貸
住
宅
で
あ
り
、
貸
金

を
回
収
で
き
ず
に
損
失
を
抱
え
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
め
、
コ
ー
プ
住
宅
へ
の
融
資
は
な
か
な
か
成
立
し
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
各
国
と
も
、
政
府
に
よ
る
融
資
保
設

あ
る
い
は
直
接
融
資
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
、
コ
ー
プ
住
宅

を
普
及
さ
せ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

な
お
、
持
ち
家
系
コ

i
。
フ
住
宅
が
定
着
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
コ
ー
プ
住
宅
の
居
住
権
を
担
保

に
し
た
融
資
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
コ
ー

プ
住
宅
の
中
古
売
貨
が
成
立
し
て
お
り
、
資
産
性
を
有
す
る

持
ち
家
系
コ

l
ブ
住
宅
の
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
各
個
人
の

住
宅
ロ

i
ン
は
、
仮
に
住
宅
を
売
却
し
て
も
残
僚
が
残
れ
ば
、

そ
の
後
も
個
人
が
負
債
を
負
う
。
つ
ま
り
無
限
責
任
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
点
は
、
区
分
所
有
に
共
通
す
る
特
性
で
は
な

い
点
に
注
意
し
た
い
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ロ
ー
ン

が
払
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
住
宅
を
売
却
す
れ
ば
、
そ
れ
以

上
の
負
債
は
免
除
さ
れ
る
。
こ
れ
を
ノ
ン
・
リ
コ
ー
ス
・
ロ

i
ン
と
い
う
。
こ
れ
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
が
、
政
府
が
関

与
す
る
保
証
制
度
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
有
限
責
任
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
区
分
所
有
は
、
融
資
の
組
み
立
て

は
明
快
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
世
界
的
に
区
分
所
有
が
普
及
し

た
最
大
の
理
出
向
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
代
わ
り
と

し
て
、
一
区
分
所
有
で
は
抵
当
権
者
の
権
利
は
強
い
。
例
え
ば
、

管
理
組
合
の
決
議
が
あ
っ
て
も
、
抵
当
権
者
の
権
利
を
侵
す

よ
う
な
何
ら
の
措
置
も
で
き
な
い
。

③
入
退
去
の
方
法

所
有
形
態
の
違
い
は
、
入
居
規
約
の
遠
い
に
つ
な
が
る
。

コ
l
プ
住
宅
に
居
住
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
空
家
募
集
に

応
募
す
る
。
そ
の
際
に
、
当
該
コ

l
プ
住
宅
の
理
念
に
合
致

す
る
か
ど
う
か
審
査
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
審
査
方
法
や
拒
否
理
由
は
、
各
国
と
も
コ

l
プ
側
の
自

由
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
(
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
点

が
入
居
階
層
の
同
一
性
を
保
て
る
点
で
歓
迎
さ
れ
て
い
る
)
。

こ
の
よ
う
な
審
査
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
募
集
は
所
有
権

の
売
員
で
は
な
く
、
組
合
員
の
募
集
で
あ
る
点
に
あ
る
と
さ

れ
る
。入

居
が
決
ま
る
と
、
当
該
コ
ー
プ
の
組
合
員
に
な
る
と
と

も
に
、
居
住
契
約
(
テ
ナ
ン
ト
契
約
)
が
締
結
さ
れ
る
。
ま

た
、
住
民
委
員
会
が
定
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
に
従
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
区
分
所
有
も
管
理
規
約
が
あ
る
点
は
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
、
購
入
者
の
審
査
や
入
居
拒
否
を
行
な

う
こ
と
は
難
し
い
。
法
的
に
は
、
ヤ
ク
ザ
等
の
不
適
当
者
を



策室ま・級合所有・区分所有の比較表一 1

組合所有住宅
区分所有住宅

持ち家系コープ{昔家系コープ
震設住宅

20世紀中頃1 9世紀末頃古い{紀元前)室長会住宅への滋用はいつか

個人
(区分所有者)

奪有部分

組合法人
大家

(建物所有者)
住宅の所有者

援物建物所有単位
権
利
形
態

所有権組合規約iこ基づく居住権鍵償援利用の権利

専有部分E童物建物抵当擦の設定単位

向上居住権設謬等f主戸売寅B寺の担保

所有者

(管理組合)
居住者犬家E撃が維持管理するか

音量が芸家震や
管理襲警を決めるか

所有者の議決島俊者の議決大家

原則なしある (霊童筏される)ある入居憾の密交はあるか

書量級蓄電佳出資分だけの有緩資任
なし

(大言震が食う)
経営索任を負うか

居
住
脅
か
ら
み
た
特
徴

所有者
(j返上がり益}

組合員

(鏑上がり主主)
なし犬家設が利益を得るか

必婆必要害

組合への告知
居住擦の売却

不要不要言語会が必婆か

住宅の売却

多
数
決
で
排
除
す
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
入
居
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
問
一
性
を
保
つ
よ
う

な
理
由
で
の
転
売
拒
否
は
、
各

国
と
も
認
め
て
い
な
い
。
な
お
、

中
古
売
買
時
に
所
有
者
組
合
に

よ
る
優
先
買
受
け
権
を
認
め
て

い
る
国
が
多
い
が
、
実
際
に
買

受
け
る
こ
と
は
資
金
的
に
も
合

意
形
成
上
も
困
難
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
区
分
所
有
に
お
け
る

中
古
売
却
は
、
事
実
上
、
簡
単

か
つ
ム
自
由
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

が
強
く
支
持
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
誰
が
隣
人
に
な
る
か
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
を
嫌

う
場
合
も
あ
る
。

④
建
物
の
維
持
管
理

区
分
所
有
で
は
、
維
持
管
理

の
主
体
は
、
区
分
所
有
者
に
よ

る
管
理
組
合
で
あ
る
。
所
有
者

組
合
で
あ
っ
て
、
居
住
者
組
合

で
は
な
い
点
に
注
意
す
る
。
こ

の
た
め
、
住
戸
を
他
人
に
賃
貸

し
て
い
る
場
合
な
ど
、
不
在
所

有
者
の
存
在
が
、
し
ば
し
ば
管

理
上
の
問
題
に
な
る
。

一
方
の
コ

l
ブ
住
宅
で
は
、

居
住
者
の
組
合
が
維
持
管
理
の

主
体
で
あ
り
、
開
明
快
で
あ
る
。

組合への告知犬家への告知退去時に必要なこと

大
規
模
修
繕
や
建
替
え
等
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

区
分
所
有
で
は
、
各
国
と
も
所
有
者
の
全
員
一
致
ま
た
は
五

分
の
四
な
ど
の
特
別
多
数
決
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

合
意
形
成
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
現
出
向
は
、
専
有
部
分
の
所
有

権
お
よ
ぴ
抵
当
権
を
で
き
る
限
り
尊
重
す
る
た
め
で
あ
る
。

一
方
の
コ

i
ブ
住
宅
で
は
、
大
規
模
な
修
繕
で
あ
っ
て
も

住
民
委
員
会
の
決
断
が
あ
れ
ば
で
き
る
例
が
多
い
。
原
則
は

過
半
数
の
賛
同
で
あ
り
、
よ
り
柔
軟
な
意
思
決
定
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
義
援
(
と
し
て
、
入
退
去
時
に
か
か
る
費
用
が
あ

る
。
区
分
所
有
で
は
、
各
国
と
も
所
有
権
取
得
に
伴
う
登
録

税
等
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
の
コ

l
プ
住
宅
は
賃
貸
住
宅
に

近
く
、
入
退
去
時
の
税
金
は
原
則
と
し
て
不
婆
で
あ
る
。

ま
と
め

総
じ
て
い
え
ば
、
コ

l
プ
住
宅
は
、
居
住
者
同
士
の
共
向

性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
形
態
で
あ
り
、
区
分
所
有
は
、
逆
に

各
住
一
戸
の
独
立
性
が
尊
重
さ
れ
る
形
態
と
い
え
る
。
後
者
の

特
性
は
、
都
市
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
致
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
区
分
所
有
の
急
速
な
普
及
を
促
進
し
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
居
住
者
の
匿
名
性
が
強
く
な
り
や
す

く
、
ま
た
建
物
が
老
朽
化
し
て
大
規
模
改
修
や
建
替
え
な
ど
、

運
命
共
同
体
と
し
て
の
特
性
が
前
回
に
出
る
よ
う
に
な
る
と
、

区
分
所
有
は
欠
点
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
両
者
の
長
所
を

う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
し
た
形
態
が
最
適
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

〈注〉
コ
i
プ
と
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
全
米
コ
ー
プ

住
宅
協
会

(
Z〉
同

C
E
G
込
者
若
者

n
c
c
H
v
y
c
c
m
z
m
-
O
門
間
お
よ

び
、
カ
ナ
ダ
コ
ー
プ
住
宅
協
会

(
(
U
Z
H
J
E
G
L
若
者
宅
・
口
三
円
・

2

の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。



団
地
再
生
は
住
宅
組
合
の
手
で

近
年
、
公
共
賃
貸
住
宅
留
地
の
再
生
手
法
に
つ
い
て
、
議
論
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
際
の
事
業
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
建
替

え
方
式
で
行
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
都
心
回
帰
や
人
口
減
少
の
予
兆
か
ら
、

郊
外
の
住
宅
需
要
の
低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
建
替
え
方
式
で
の
事
業
成
立
が
困
難

な
状
況
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
今
後
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
り
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
、
郊
外
で
は
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
く
か
、
そ
れ
と
も
閉
鎖
・
売
却
か
の
い

ず
れ
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
団
地
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

む
ろ
ん
居
住
者
側
は
閉
鎖
・
売
却
だ
け
は
避
け

た
い
と
言
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ト

ッ
ク
を
活
用
し
て
賃
貸
経
営
を
続
け
て
い
く
の
に

も
困
難
な
状
況
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、
ス
ト

ッ
ク
を
使
い
続
け
る
に
は
、
老
朽
化
し
た
住
棟
を

改
修
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
古
い
居
地
は
投

資
効
果
が
鉱
く
、
改
修
費
用
を
回
収
す
る
こ
と
が

可
能
な
家
賃
水
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、

筆
者
は
今
後
の
団
地
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
に
お
い
て

は
、
管
埋
運
営
方
法
の
転
換
と
居
住
者
側
か
ら
の

新
井

信
幸

は
じ
め
に

古い団地の住棟写真一1

投
資
が
鍵
に
な
る
と
考
、
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ご
く
単
純
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
み
る
と
、
居
住
者
側
へ
の

「
払
い
下
げ
」
と
い
う
案
が
浮
ん
で
く
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
「
払
い
下
げ
」
は
、
か

な
り
時
期
尚
早
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
払
い
下
げ
」
の
前
段
に
住
遺
づ
け
ら

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
管
理
運
営
方
法
の
転
換
と
居
住
者
側
か
ら
の
投
資
を
、

徐
々
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
本
稿
で
は
公
共
賃
貸
住
宅
こ
と
に

U
R賃
貸
住
宅
に
お

い
て
、
団
地
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
け
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

居
住
者
に
よ
る
「
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
可
能
性

川
自
主
リ
フ
ォ

i
ム
と
は

ま
ず
、
こ
こ
で
は
、
管
理
運
営
方
法
の
転
換
と
居
住
者
側
か
ら
の
投
資
を
、
一
歩
前
進

さ
せ
る
仕
組
み
と
し
て
「
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
」
を
提
案
し
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
こ
で
い
う
「
白
、
玉
リ
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
、
内
装
を
居
住
者
が
自
己
負
担
で
自
由
に
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
こ
と
で
、
大
家
に
と
っ
て
は
経
営
上
の
食
担
に

な
っ
て
い
る
空
き
住
戸
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
関
避
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
も

う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、

U
R賃
貸
住
宅
で
は
、
居
住
者
の
退
去
に
よ
っ
て
で
き
た

空
き
住
戸
に
つ
い
て
は
、
原
状
回
復
だ
け
で
な
く
現
代
の
住
要
求
に
合
わ
せ
る
た
め
の
内



装
リ
フ
ォ
ー
ム
(
都
市
再
生
機
構
で
は
「
リ
ニ
ュ
1
1
ア
ル
」
と
呼
ん
で
い
る
)
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
か
か
っ
た
費
用
が
家
賃
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
家

賃
が
安
い
と
い
う
古
い
団
地
の
魅
力
を
消
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
住
要
求
の

多
様
化
が
進
む
現
代
に
あ
っ
て
、
内
装
に
先
行
投
資
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
か
な
り
リ

ス
ク
が
大
き
い
。
こ
の
た
め
、
「
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
普
及
は
、
大
家
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
、
団
地
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
い

、
え
ヲ
心
。

叩
手
づ
く
り
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
実
態

神
奈
川
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
一
九
九
六
年
に
「
予
づ
く
り
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
」
を
創

設
し
、
試
行
的
に
「
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
」
を
実
施
し
て
き
た
。
「
子
づ
く
り
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
」
の
仕
組
み
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
詳
し
く
は
参
考
文
献
i
を
参
照
し
て
ほ
し
い
)
、
大
家

が
提
示
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
メ
ニ
ュ
ー
の
な
か
か
ら
居
住
者
が
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

退
去
時
に
は
原
状
回
復
義
務
は
な
く
、
内
装
は
所
有
放
棄
と
い
う
取
り
扱
い
に
な
る
。
ま

た
特
徴
的
な
の
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
一
二

0
0

万
円
ま
で
無
審
査
、
無
視
保
で
借
り
ら
れ
る
。

こ
の
制
度
は

3
団
地
(
そ
れ
ぞ
れ
八
九
一
一
一
戸
、
五
三
二
一
戸
、
四
五

O
一
戸
)
で
約
四
年
間

施
行
さ
れ
た
が
、
実
施
件
数
は
計
三
五
戸
に
と
ど
ま
っ
た
(
写
真
1
2
)
。
つ
ま
り
、
ス
ト

ッ
ク
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
調
査

結
果
を
み
る
と
、
実
施
此
制
怖
が
少
な
い
要
因
に
は
、
「
退
去
時
に
内
装
の
所
有
放
棄
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
「
リ
フ
ォ
ー
ム
に
自
由
度
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
」
の
二
点

が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
あ
ま
り
効

果
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
な
く
て
も
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
な
っ
た
」
と
答
え
た
世
帯
が
約
七
割
を
占
め
た
。

私
見
を
加
え
る
と
、
「
子
づ
く
り
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
」
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
大
家

側
の
思
惑
が
先
行
し
、
居
住
者
の
意
向
を
十
分
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
も
そ

も
の
原
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

問
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
の
潜
在
的
需
要
と
普
及
に
向
け
て

右
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
が
所
属
す
る
研
究
室
で
は
、
昨
年
(
二

O

O
四
年
)
、
建
設
か
ら
四

O
年
あ
ま
り
が
経
過
し
た

U

R
賃
貸
住
宅
団
地
を
対
象
に
、
主
に
「
自
主
リ
フ
ォ
ー

ム
」
の
潜
在
的
な
需
要
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
な
っ
た

言
文
献
2

0

ま
ず
、
実
態
と
し
て
「
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
」

を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
世
帯
は
全
体
の
ニ
ニ
・
一
%

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
潜
在
的
な
需
要
に
つ
い

て
は
「
原
状
回
復
が
な
け
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
」
等
、

条
件
付
き
で
は
あ
る
が
全
体
の
四
割
強
が
「
自
主
リ
フ

ォ
ー
ム
」
の
実
施
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

(図

i
i
)。
た
だ
し
、
「
原
状
回
復
が
な
い
場
合
、
リ

フ
ォ
ー
ム
に
い
く
ら
か
け
る
か
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「一

O
万
円
未
満
」
が
最
も
多
く
、
小
規
模
な
リ
フ
ォ

ー
ム
を
希
望
す
る
世
帯
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
は
、
現
状
の

U
R
賃
貸
住
宅
に
お
い
て
原
状

回
復
義
務
を
撤
廃
し
て
も
、
居
住
者
に
よ
る
内
装
へ
の

投
資
は
あ
ま
り
増
進
さ
れ
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
、
居
住
者
に
よ
る
内
装
へ
の
投
資

を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
筆
者
は
居
住
者
側
か
ら
の
内
装

へ
の
投
資
を
促
進
す
る
方
法
と
し
て
、
「
退
去
時
の
内
用

装
の
自
由
売
買
L

が
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
退
去
時4

2
'
 

時
の
内
装
の
自
由
売
買
」
を
導
入
す
れ
ば
、
原
則
的
に
、
か

内
装
の
所
有
放
棄
は
な
く
な
り
、
内
装
の
市
場
価
値
分
以

が
現
金
で
一
民
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
トフ

居
住
者
側
か
ら
の
投
資
は
増
進
し
て
い
く
と
忠
わ
れ
る
。
り

そ
の
一
方
で
、
現
状
の
管
理
運
営
形
態
で
「
自
主
リ
位

フ
ォ
ー
ム
」
を
実
施
す
る
場
合
、
居
住
者
は
通
常
の
家

2

賃
に
加
え
、
内
装
に
も
費
用
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
間
町 キッチン等をリフォームした事例写真一2自主リフォームの意向

原状回復義務が

なければやってみたい

内装を査定して大家などに
売却できるならやってみたい

図ー 1

n=117 



費
用
負
担
が
非
常
に
大
き
く
な
る
。
こ
の
点
は
「
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
普
及
に
と
っ
て

ネ
ッ
ク
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
「
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
普
及
に
は
、
自
由

売
買
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
家
賃
の
低
減
が
実
現
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
章
で
は
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

川
ス
ト
ッ
ク
活
用
プ
ロ
セ
ス

こ
こ
で
は
自
由
売
買
の
円
滑
化
と
家
賃
の
低
減
を
実
現
す
る
管
理
運
営
方
法
と
し
て

「
住
宅
組
合
」
の
導
入
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
想
定
す
る
「
住
宅
組
合
」

と
は
、
団
地
居
住
者
が
主
な
組
合
員
と
な
り
、
団
地
の
管
理
運
営
を
担
う
組
織
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
活
用
へ
の
「
住
宅
組
合
」
の
導
入
に
は
こ
段
階
の
取
り
組
み

が
想
定
で
き
る
た
め
、
ま
ず
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
(
図

i
3
)。

一
段
階
自
は
、
土
地
・
建
物
の
所
有
は
と
も
に
都
市
機
構
の
ま
ま
で
、
管
理
運
営
を

「
住
宅
組
合
」
が
担
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
、
本
稿
で
は
「
テ

ナ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ

l
ブ

(
T
M
コ
l
ブ
)
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
「

T
M
コ
i
プ
」
方
式
が
安
定
し
普
及
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
次
の
段
暗
の
可
能
性

が
見
え
て
く
る
。

二
段
階
居
は
、
土
地
は
機
構
所
有
の
ま
ま

で
、
建
物
を
「
住
宅
組
合
」
所
有
へ
と
転
換

し
、
管
理
運
営
を
担
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
建
物
の
払
い
下
げ
に
伴
う
資
金

調
達
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
忠
わ
れ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
年
(
ニ

0
0

五
年
)
四
月
に
制
定
さ
れ
た
、
民
関
の
多
様

な
住
宅
等
の
整
備
事
業
に
対
し
て
出
資
に
よ

る
支
援
を
行
な
う
「
街
な
か
居
住
再
生
フ
ァ

ン
ド
」
を
活
用
す
れ
ば
、
自
己
資
金
の
持
ち

出
し
を
半
分
理
度
に
抑
え
ら
れ
る
。

2 

「
住
宅
組
合
」
導
入
の
検
討

ストック活用のプロセス密-3

E喜1段障室

な
お
、
本
稿
で
は
主
に
段
階
自
の
「

T
M
コ
i
ブ
」
の
あ
り
方
と
そ
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
し
、
二
段
階
自
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で

検
討
を
行
な
い
た
い
と
思
う
。

∞
テ
ナ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ー
プ

で
は
、
「

T
M
コ
l
プ
」
を
も
う
少
し
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
、
管
理
運
営

業
務
に
つ
い
て
は
都
市
再
生
機
構
が
「
住
宅
組
合
」
へ
一
括
し
て
委
託
す
る
(
図

i
4
)。

こ
の
と
き
、
経
験
も
技
術
も
情
報
も
不
足
し
て
い
る
居
住
者
た
ち
が
、
い
き
な
り
管
理
運

営
業
務
の
全
て
を
担
う
と
い
う
の
は
大
変
で
あ
ろ
う
か
ら
、
は
じ
め
は
、
住
宅
組
合
か
ら

業
者
に
委
託
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
、
経
営

が
成
功
し
た
場
合
に
は
、
組
合
員
で
あ
る
居
住
者
に
対
し
て
、
現
金
あ
る
い
は
施
設
等
の

整
備
と
い
っ
た
か
た
ち
で
の
還
元
が
生
じ
る
。
そ
の
反
対
に
、
経
営
が
失
敗
し
た
場
合
に

は
、
居
住
者
の
負
担
は
大
き
く
な
る
(
図
|
5
)
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
と
比
べ
る

と
、
人
件
費
や
交
通
費
等
を
抑
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
よ
ほ
ど
特
別
な
や
り
方
を
し
な

い
限
り
居
住
者
へ
の
還
元
は
生
じ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「

T
M
コ
l
。
フ
」
に
お
い
て
は
家
賃
が
抵
減
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

「
自
主
リ
フ
ォ
ー
ム
」
が
実
施
し
や
す
く
な
り
、
件
数
も
多
く
な
る
と
忠
わ
れ
る
。
こ
の

UR賃貸と TMコープの居住者にかかる
費用の比較

TMコープの基本的な仕組み

図 5

UR:Il還資

~8哩

⑨ 

管理委託

TMコープ

図-4



場
合
、
退
去
時
に
「
出
資
金
」
と
と
も
に
「
内
装
」
を
売
買
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
出

資
金
」
と
「
内
装
」
は
分
け
て
扱
う
必
要
が
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
「
出
資

株
」
を
売
買
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
の
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
T
M
コ

ー
プ
」
の
「
出
資
金
」
は
敷
金
程
度
を
想
定
し
て
い
る
が
、
団
地
環
境
の
評
価
が
高
ま
っ

て
い
け
ば
、
「
出
資
金
」
の
評
価
額
も
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
投
資
の
効
果
は
こ

の
よ
う
な
か
た
ち
で
現
れ
る
。

一
方
、
「

T
M
コ
i
。
フ
」
は
、
団
地
の
全
世
帯
が
「
住
宅
組
合
」
に
加
入
す
る
必
要
は

な
い
。
そ
の
た
め
、
団
地
内
お
よ
び
同
じ
住
棟
内
に
非
組
合
員
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。

た
だ
、
健
全
な
経
営
を
行
な
う
に
は
、
居
住
者
の
多
く
が
組
合
員
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
た
め
、
非
組
合
員
よ
り
も
組
合
員
の
家
賃
を
安
く
し
た
り
、
組
合
員
の
み
「
自
主
リ
フ

ォ
ー
ム
」
の
実
施
を
許
可
す
る
と
い
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
が
起
こ
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。

制
「
T
M
コ
l
ブ
」
成
立
の
た
め
の
課
題

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
「

T
M
コ
l
プ
」
は
団
地
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
方
法
と
し
て
有

用
で
あ
る
こ
と
が
、
に
わ
か
に
わ
か
り
始
め
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
を
成

立
さ
せ
る
に
は
、
ま
だ
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
「

T
M
コ
i
プ
」
の

成
立
の
た
め
の
課
題
を
以
下
に
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

一
つ
目
は
、
「
団
地
居
住
者
の
管
理
運
営
能
力
の
向
上
」
で
あ
る
。
公
営
住
宅
に
お
い

て
は
、
外
部
環
境
の
維
持
管
破
を
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、

U
R
賃
貸
住
宅
や
公
社
住
宅
で
は
、
居
住
者
が
管
理
に
参
加
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
治
会
を
主
な
担
い
手
と
し
て
想
定
し
て
管
理
運
営
に
関

わ
る
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二
つ
白
は
、
「
『
住
宅
組
合
』
結
成
の
た
め
の
合
意
形
成
」
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、

「
住
宅
組
合
」
の
結
成
は
団
地
の
全
世
帯
の
合
意
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
で
き
る

だ
け
、
多
く
の
世
帯
が
組
合
員
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
近
年
は
、
自
治
会

加
入
率
も
五
割
を
下
回
っ
て
い
る
団
地
も
多
い
た
め
、
ま
ず
は
半
数
程
度
の
世
帯
で
「
住

宅
紐
合
」
を
立
ち
上
げ
て
、
徐
々
に
組
合
員
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
が
現
実
的

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
簡
単
で
は
な
い
た
め
、
合
意
プ
ロ
セ
ス
の
あ
り

方
の
検
討
が
重
要
と
な
る
。

三
つ
目
は
、
「
住
宅
組
合
法
の
創
設
」
わ
が
国
に
は
、
現
在
、
住
宅
組
合
法

が
存
在
し
な
い
た
め
、
現
行
法
の
な
か
の
生
活
協
同
組
合
法
な
ど
で
対
応
し
て
住
宅
組
合

を
結
成
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
出
資
金
」
が
値
上
が
り
す
る
よ
う
な
仕
組
み

に
は
対
応
し
て
い
な
い
な
ど
の
不
備
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
住
宅
組
合
法
の
創
設
」

が
急
が
れ
る
。

他
に
も
細
か
な
課
題
は
い
く
つ
も
あ
ろ
う
が
、

で
あ
る
。

大
き
く
は
上
記
の
一
一
一
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

現
在
、
筆
者
は
郊
外
に
立
地
す
る

U
R
賃
貸
住
宅
団
地
の
建
替
え
の
現
場
で
、
居
住
者

に
よ
る
計
画
提
案
活
動
を
微
力
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
つ

く
づ
く
思
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
展
開
す
る
七

O
歳
前
後
の
居
住
者
た
ち
が
「
元

気
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
当
に
よ
く
思
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
分

だ
と
「
団
塊
の
世
代
」
が
第
一
線
か
ら
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
ろ
に
は
、
団
地
内
は
元
気
な
中

高
年
で
溢
れ
か
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
「
住
宅
組
合
」
に
よ
る
田
地
の

管
理
運
営
が
行
な
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
主
な
担
い
手
に
は
彼
ら
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
彼
ら
は
団
地
の
み
な
ら
ず
地
域
全
体
の
自
主
運
営
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

郊
外
居
住
地
を
成
熟
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
ん
な
シ
ナ
リ
オ
の
実
現
の
た
め
に

も
、
団
地
再
生
を
き
っ
か
け
と
し
て
「
住
宅
組
合
」
結
成
の
呉
体
的
な
検
討
が
急
が
れ
る
。

新
井
信
幸
/
あ
ら
い
・
の
ぶ
ゆ
き

千
葉
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
博
士
課
程
在
学

中
(
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻
)
。
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献
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。
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大
正
@
昭
和
初
期
に
お
け
る
住
宅
組
合
の
理
想
と
挫
折

|
1
1
住
宅
組
合
法
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て

藤
谷

陽
悦

住
宅
団
地
の
再
生
へ
の
試
み
と
し
て
、
住
宅
組
合
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

日
本
の
住
宅
組
合
法
は
、
大
正
一

O
年
四
月
二
日
に
法
律
第
六
六
号
と
し
て
、
中

産
賠
級
へ
の
住
宅
供
給
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
と
大
正
期
の
そ
れ
と
を
比

較
す
れ
ば
、
住
民
構
成
お
よ
び
組
織
の
役
割
、
そ
の
財
源
が
も
た
ら
し
た
役
割
が
大
き
く

奥
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
大
正
期
に
限
っ
て
い
え
ば
、
住
宅
組
合
法
は
一

部
の
中
産
階
級
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
生
活
困
窮
者
の
住
宅
不
足
の
解
消
に
は
役

立
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
住
宅
に
つ
い
て
は
住
宅
改
善
を
踏
ま
え
た
中
流

住
宅
の
普
及
と
い
う
大
き
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
結
果
か
ら
見
れ
ば
そ
れ

は
一
握
り
に
過
ぎ
ず
、
国
家
も
住
宅
資
金
の
貸
付
け
後
に
お
け
る
資
金
回
収
ば
か
り
に
目

が
向
い
て
、
住
宅
地
の
形
成
や
そ
の
景
観
保
持
、
近
隣
同
士
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成

ま
で
予
が
回
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、
戦
前

期
に
お
け
る
住
宅
組
合
法
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
、
そ
の
理
想
を
通
し
た
現
実
と
の
狭

間
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
住
宅
組
合
法
の
設
立
か
ら
廃
案
ま
で
を
通
じ
て
、

当
時
の
住
宅
組
合
法
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

近
年
、

いヲ
h
v
o

住
宅
組
合
法
の
成
立
過
程

日
本
で
住
宅
総
合
法
が
施
行
さ
れ
た
時
期
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
都
市
・
住
宅
問
題
が

噴
出
し
た
頃
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
住
宅
組
合
法
が
制
定
さ
れ
た
大
正
一

O
年
に
は
借
地

法
、
借
家
法
が
制
定
さ
れ
、
同
潤
会
な
ど
を
下
地
と
す
る
住
宅
団
地
の
形
成
を
悦
ん
だ
住

宅
会
社
法
案
が
同
じ
土
俵
で
論
議
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
都
市
住
宅
の
不
足
が

深
刻
化
す
る
の
は
大
正
八
年
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
は
西
欧
の
住
宅
問
題
に
関
連
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
日
本
の
組
合
法
も
西
歌
を
予
本
に
考
え
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ち
な
み
に
住
宅
組
合
法
の
成
立
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
最
初
に
検
討
し
た
の
は
、
内
務
省

社
会
局
の
外
郭
団
体
で
あ
る
都
市
研
究
会
と
内
務
省
社
会
局
の
一
部
で
あ
る
。
住
宅
組
合

法
は
大
正
一

O
年
二
月
に
社
会
事
業
調
査
会
に
よ
る
「
住
宅
組
合
法
案
要
綱
」
の
答
・
申
を

経
て
、
同
年
一
一
一
月
一

O
日
に
第
四
四
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
そ
し
て
民
年
四
月
に
法

律
第
六
六
号
と
し
て
公
布
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
検
討
は
ニ
年
前
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。

都
市
研
究
会
で
は
大
正
八
年
七
月
一
二
一
日
に
池
田
宏
・
佐
野
利
器
・
渡
議
鉄
瀧
・
棲
井

小
太
郎
・
矢
野
亮
一
が
中
心
と
な
っ
て
評
議
会
を
聞
き
、
建
築
組
合
に
関
す
る
討
議
を
行

な
っ
て
、
八
月
一
五
日
に
は
「
建
築
組
合
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
設
蓋
し
て
具
体
的

な
検
討
を
行
な
っ
た
。
特
別
委
員
会
が
最
初
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
住
宅
組
合
の
運
用
資

金
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
渡
議
鉄
蔵
が
日
く
、
住

宅
組
合
は
「
大
変
金
が
要
る
こ
と
で
、
到
底
吉
岡
や
五
百
闘
の
金
で
は
出
来
な
い
、
(
中

略
)
日
本
で
は
ど
う
も
基
金
を
集
め
る
方
法
を
知
ら
な
い
の
が
最
大
原
留
で
あ
ら
う
と
思

ふ

110
そ
こ
で
諸
外
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
例
を
調
べ
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的
に

「
最
初
、
玉
と
し
て
住
宅
組
合
に
就
て
考
へ
や
う
と
云
ふ
話
で
あ
り
ま
し
た
が
、
尚
ほ
考
へ



住
宅
政
策
を
主
と
し
た
方
が
適
切
で
あ
る
と
云
ふ
事
」
;
と
位
置
づ
け

つ
ま
り
住
宅
組
合
は
途
中
か
ら
住
宅
政
策
全
体
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
八
年
八
月
二
六
日
に
は
、
「
都
市
の
住
宅
政
策
要
綱
」
の
中
に

「
建
築
組
合
の
奨
励
」
が
含
ま
れ
て
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
そ
の
時
に
特
別
委
員
会
が
話
題
と
し
た
の
が
、
産
業
組
合
法
と
の
関
係
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。
産
業
組
合
は
明
治
三
三
年
に
施
行
さ
れ
た
消
費
活
動
全
般
を
対
象
と
し

た
互
助
組
織
で
あ
り
、
住
宅
組
合
法
に
先
駆
け
て
住
宅
の
組
合
利
用
を
始
め
て
い
た
。
大

正
八
年
に
は
有
馬
頼
寧
伯
爵
令
嗣
・
西
指
一
恒
矩
農
学
博
士
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
東
京
信

用
購
買
組
合
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
こ
の
購
買
組
合
で
は
組
合
員
に
一
口
五

O
円
以
上
を
出

資
さ
せ
、
資
財
に
余
裕
あ
る
者
に
一
千
円
程
度
の
家
屋
を
建
築
さ
せ
、
建
築
資
金
の
個
人

負
担
を
三
割
と
し
て
、
残
り
七
割
を
低
利
資
金
か
ら
融
通
し
て
月
賦
償
還
さ
せ
る
方
法
を

と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
勧
業
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
利
率
は
年
九
分
、
購
買
手
数
料
か
ら
設
計
施
工
費
を
組
合
が
受
け
取
る
な
ど
、
個
人

負
担
は
か
な
り
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
住
宅
組
合
法
は

事
業
管
理
を
産
業
組
合
法
の
規
定
か
ら
準
用
し
て
い
る
が
、
低
利
資
金
の
利
率
は
年
四
・

八
%
、
償
還
方
法
は
ニ

O
年
以
内
の
半
年
賦
と
し
て
、
住
宅
の
規
模
は
原
則
五

O
坪
以
下

と
決
め
て
い
る
。
七

O
坪
以
下
の
敷
地
に
住
宅
一
一
一
五
坪
以
下
を
建
設
す
る
場
合
に
は
、
登

録
税
と
地
方
税
を
免
除
す
る
方
法
を
講
じ
て
お
り
、
産
業
組
合
法
と
比
較
す
る
と
か
な
り

優
遇
さ
れ
た
処
霞
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

て
見
ま
す
と
、

て
い
る
。

2 

諸
外
関
に
お
け
る
組
合
紹
介

と
こ
ろ
で
産
業
組
合
が
住
宅
組
合
よ
り
も
先
行
し
た
の
は
、
一
部
の
慈
善
事
業
家
が
早

く
か
ら
そ
の
存
在
を
日
本
に
伝
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
明
治
二
一
一
一
年
に
は
、
岩
倉
具

視
歌
米
視
察
団
に
随
行
し
た
平
関
東
助
が
杉
山
孝
平
と
共
著
で
『
信
用
組
合
論
』
を
著
し

て
い
る
。
徳
富
蘇
峰
が
『
国
民
の
友
』
で
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
共
詞
組
合
を
促
し
た
の

が
明
治
三
二
年
で
あ
る
。
住
宅
協
同
組
合
は
内
務
省
地
方
民
有
志
に
よ
る
『
田
闘
都
市
』

(
明
治
問
。
年
)
に
も
紹
介
さ
れ
、
編
纂
を
手
が
け
た
生
江
孝
之
は
明
治
問
一
年
の
欧
州
に

お
け
る
ス
ラ
ム
調
査
の
途
中
で
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
に
立
ち
寄
っ
て
、
優
良
農
村
と
産

業
組
合
の
実
態
に
つ
い
て
彼
の
著
書
の
な
か
で
触
れ
て
い
る
。
労
働
争
議
が
喧
し
く
な
っ

た
明
治
後
期
頃
を
墳
と
し
て
、
産
業
組
合
に
基
づ
く
住
宅
利
用
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

洗
礼
を
受
け
た
人
び
と
に
急
速
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

住
宅
組
合
法
の
設
立
に
お
い
て
も
諸
外
国
の
事
例
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

て
い
る
。
検
討
し
た
主
な
メ
ン
バ
ー
は
都
市
研
究
会
と
内
務
省
社
会
同
で
活
躍

L
た
渡
漣

鉄
蔵
・
樫
田
五
郎
・
斎
藤
樹
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
-
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ェ

i
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
建
築
組
合
が
幅
広
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
特
に
熱
心
で
あ
っ
た
斎
藤
樹
と
捜
部
五
郎
は
ド
イ
ツ
の
建
築
組
合
に
つ

い
て
、
①
慈
善
組
織
に
よ
る
も
の
、
②
公
共
団
体
に
よ
る
も
の
、
③
共
益
的
事
業
組
織
に

よ
る
も
の
、
の
三
タ
イ
プ
に
分
け
て
検
討
を
加
え
て
い
る
:
。
ド
イ
ツ
の
事
例
が
こ
の

時
に
注
目
を
浴
ぴ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
建
築
組
合
が
第
一
次
大
戦
後
の
痕
興
と
し
て
急
速

に
数
を
伸
ば
し
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
運
用
シ
ス
テ
ム
が
、

そ
の
後
の
日
本
の
住
宅
組
合
に
ど
れ
だ
け
参
考
に
な
っ
た
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
れ
と
い
う

の
も
、
日
本
に
お
け
る
紹
介
の
仕
方
が
、
あ
く
ま
で
建
築
組
合
の
鹿
史
・
定
款
を
合
め
た

建
築
組
合
と
い
う
概
念
・
組
合
員
へ
の
貸
し
付
け
方
式
だ
け
に
偏
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
し
て
や
住
宅
組
合
の
運
営
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
住
宅
地
形
成
や
環
境
の
あ
り
方
、
偶
と

し
て
の
住
宅
の
住
ま
い
方
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
紹
介
が
乏
し
い
。
ト
ー
タ
ル
な
問
題
に

ど
れ
だ
け
関
心
が
注
が
れ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。

3 

住
宅
組
合
法
の
挫
折
と
組
合
員
に
お
け
る
実
態

住
宅
組
合
法
は
大
正

0
年
四
月
二
日
に
公
布
さ
れ
、
開
年
七
月
六
日
「
住
宅
組
合
法

施
行
規
則
」
の
細
則
に
よ
っ
て
運
用
の
運
び
と
な
っ
た
。
住
宅
組
合
の
利
用
が
多
か
っ
た

地
域
は
、
六
大
都
市
と
軍
需
産
業
を
抱
え
る
周
辺
都
市
部
で
あ
っ
た
。
住
宅
組
合
法
は
住

宅
金
融
公
庫
法
が
成
立
し
て
か
ら
も
、
形
の
上
で
は
存
続
し
、
昭
和
一
一
一

O
年
に
お
い
て
組

合
員
数
約
一
万
五

0
0
0人
、
一

O
五
一
組
合
を
数
え
て
い
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
図

ー
ー
は
、
大
正
一

O
年
設
立
か
ら
住
宅
組
合
法
の
廃
案
が
間
近
い
時
期
の
、
昭
和
一
二

O
年

ま
で
の
住
宅
組
合
数
の
推
移
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
岡
山
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、



住
宅
組
合
は
昭
和
五
年
頃
か
ら
停
滞
し
、

昭
和
五
年
以
降
で
は
ま
っ
た
く
組
合
の
設

立
数
が
増
え
て
い
な
い
こ
と
が
判
る
。
し

か
も
戦
間
期
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
一
、

一
三
年
頃
に
、
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
住
宅
組
合
は
胞
行
後
一

O
年
で
竿

く
も
停
滞
し
、
昭
和
五
年
以
降
で
は
低
利

資
金
の
融
通
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
設
立
数
に
お
い
て
は
ど
の
都
市
が

一
番
多
か
っ
た
の
か
、
市
町
村
別
の
違
い

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
表
ー
ー
は
昭
和

一
一
年
度
の
各
市
町
村
に
お
け
る
設
立
数

の
統
計
を
高
い
傾
か
ら
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
で
判
る
よ
う
に
、
各
市
町
村
単
位
で

最
も
多
か
っ
た
の
が
東
京
市
の
六
一
一

O
組
合
で
あ
る
。
次
い
で
横
浜
市
(
一
二
七
組

合
)
・
横
須
賀
市
(
九
四
組
合
)
・
京
都
市
(
九
ニ
組
合
)
・
名
古
屋
市
(
六
七
組
合
)
・
呉

市
(
六
四
組
合
て
大
阪
市
(
六
一
一
一
組
合
)
・
札
幌
市
(
六
一
組
合
て
佐
世
保
市
(
五
ニ

組
合
)
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
住
宅
組
合
は
六
大
都
市
の
な
か
で
も
関
東
周

辺
に
集
中
し
、
な
か
で
も
山
手
地
区
や
商
業
地
区
に
多
か
っ
た
。
ま
た
、
積
須
賀
市
に
見

3500 

3000 

2500 

2000 

1500 

1000 

500 

O 
o 
伺

'" 

全国にまヨける組合数の推移

....，〆

ヘ「

/ 
/ 
/ 

ノ 4・
....... 

図 1

500 

作

針

。

。

E
的

時

間
的
-
山
W

F

的

潮

時

間
門
町

{t

N
F
開
炉
開

H
日

=

何

日

間

同

ム五

F
F
F
F
間

十

ん

=。Z
H

H

t
g

年

。

陶

wwa

成
以

ご

ド

凶

作

年

。

自

り

門

U

N
F

目

的

ょ

和

J
2
 

7
人

I

S目
」

叫

H

V

問

Z
E

戦
ぺ

=

ロ

ト

業

湖

町

N
E

事

諜

守

N
.
0
2
E

会

利

謡
各
国
震
に
総
社
一
秘

}

本

局

(

日

会

r
t
 

ゐ
Alh

3500 

30むD

25口O

∞
∞
 

0

5

 

2

1

 

議
佃
思

1000 

各道府県1J1j.市域別にみた
組合数最高値順位

アミかけは六大都市を含む府県および

六大都市の位ri'Iを示している。

qr』
内

4
u
a
n
m
1
p
h
u
n
g
h
U

勺
，

e
n
n
u

ハw
d
n
u
v
s
i
'

内
〆

zh

内
《

u
a
4白

B

t

s

?

t

I

l

s

t

l

a

l

t

i

-

-

フ
』
フ
h
q
r
z
M
q
ζ

フ』

市域別最高値

i 東京市ヘ 620

2 横浜市 217 

3 横須賀市 94 

4 京都市、 日2

5 名主主屋市 69 

6 呉市 64 

7 大阪市 63 

8 札幌市 61 

g 佐世保市 52 

10 t富岡市 48 

43 

33 

30 

27 

23 

22 

22 

22 

19 

16 

16 

13 

13 

11 

広島市

長崎市

東襲撃鶴市

川崎市

小田原市

堺市

小念市

西宮市

鎌念市

門司市

大牟国市

函館市

小樽市

n
u
l
'
o
o
q
u
k
i
u
Q
d
Q
d
a斗
広

ν、
内

d
n
υ
p
h
u

民
d

タ』

7
e
F
3
4
1
n
n
u
p
o
n
h
u
p
H
U

戸

h
v
F
O
A
M吟

戸

内

d

q

u

n

A

u

q
》

q
u
i
l
t
-
-
e
n
w
d
R
u
n
x
υ
a
υ

広
u
p
h
u
F
h
d
F
3

民
d

β

守

a川
崎

A

Q

Z
守

凋

斗

凋

斗

凋

斗

値

5

4

1

1

1
、

1

1

1

3

高島

皿

、

、

川

道

別
京
奈
康
一
都
阪
海
悶
由
時

μ

知

崎

烏

阜

山

間

森

野

童

手

葉

川

根

口

媛

城

県

東

衿

兵

一

京

、

大

北

福

広

愛

長

福

蚊

富

静

車

問

長

三

山

若

干

石

島

山

愛

茨

t
a

、

道

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

H

沼

山

川

同

日

目

円

山

川

伺

幻

n
n
n

表 1

工
場
労
働
者
を
多
く
抱
え
る
重
工
業
都
市
や
箪
需
都
市
で
多
く
の
適
用

を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
住
宅
組
合
は
ど
の
都
市
で
も
、
そ
の
実
態
が
ほ
と
ん
ど
判
っ
て
い

な
い
。
我
々
が
六
大
都
市
を
対
象
と
し
て
調
べ
た
範
屈
で
も
、
実
態
が
唯
一
知
れ
る
の
が
、

東
京
市
・
横
浜
市
・
大
阪
市
に
横
須
翼
市
を
加
え
た
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
住
宅
組
合

法
が
卒
い
時
期
か
ら
停
滞
し
た
理
由
と
し
て
、
①
組
合
へ
の
申
請
手
続
き
が
面
倒
で
あ
っ

た
こ
と
、
②
組
合
の
設
立
希
望
者
に
対
し
て
政
府
が
充
分
な
低
利
資
金
を
用
意
で
き
な
か

っ
た
こ
と
、
③
関
東
大
震
災
が
住
宅
組
合
に
打
撃
を
与
え
た
こ
と
、
で
あ
っ
た
と
判
断
で

き
る
。
こ
の
三
点
が
住
宅
組
合
の
存
続
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
第
一
次
大
戦
後
の
影
響
で
住
宅
組
合
法
の
施
行
以
前
か
ら
住
宅
不
足
が
深
刻

せ
き
は
じ
め

で
あ
っ
た
大
阪
市
で
は
、
大
阪
市
長
・
関
一
の
社
会
行
政
に
対
す
る
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、

住
宅
組
合
法
の
導
入
が
決
ま
る
と
初
年
度
に
申
請
者
が
殺
到
し
た
。
し
か
し
、
大
阪
市
に

割
り
当
て
ら
れ
た
住
宅
組
合
の
低
利
融
資
額
は
全
体
の
希
望
数
に
対
し
て
一
割
程
度
で
あ

っ
た
。
住
宅
組
合
法
は
大
阪
市
民
か
ら
失
望
を
買
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
度
か
ら
住
宅

組
合
へ
の
申
請
者
が
激
減
す
る
現
象
を
生
ん
で
い
る
。

一
方
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
震
災
後
に
住
宅
組
合
の
設
立
が
急
激
に
増
え
た
都
市
も
あ
っ

た
。
震
災
で
大
被
害
を
受
け
た
横
浜
市
で
あ
る
。
横
浜
市
は
幕
末
期
に
新
田
埋
め
立
て
で

開
発
さ
れ
た
た
め
に
旧
市
街
地
の
地
盤
が
軟
弱
で
、
山
手
地
灰
一
に
比
べ
て
商
業
地
区
で
住

宅
被
害
が
続
出
し
た
。
こ
の
場
所
は
主
に
商
業
者
が
居
住
し
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
横
浜

市
で
は
震
災
復
興
と
し
て
、
普
通
向
き
以
外
に
急
濯
、
庖
舗
向
き
住
宅
組
合
が
組
織
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
利
用
者
は
一
七

O
組
合
を
数
え
、
低
科
資
金
の
融
資
額
は
普
通
向
き
の
約

一
・
八
倍
を
超
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
唐
舗
向
き
住
宅
組
合
は
商
業
者
を
対
象
と
す
る
互

助
組
織
で
あ
り
、
低
所
得
者
層
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
向
け
を
対
象
と
し
た
住
宅
組
合
法
と
は

本
来
的
な
目
的
を
具
に
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
横
浜
市
で
は
震
災
復
興
が
優
先

さ
れ
、
商
業
者
に
対
し
て
住
宅
組
合
の
低
利
資
金
が
流
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
住

宅
組
合
法
の
本
質
が
途
中
か
ら
、
ゆ
が
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
他
都
市
で
も
同
様
に
見
ら
れ
た
。
震
災
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
横
須
賀
市
で
も
、
普
通
向
き
以
外
に
庖
舗
付
き
住
宅
組
合
が
組
織
さ

ら
れ
る
よ
う
に
、



横須焚市に現存する住宅総合の住宅

-L'れ
て
い
る
。
横
須
賀
市

。
で
は
、
普
通
向
き
で
あ

斗
t

る
も
の
の
、
組
合
員
が

「
一
居
住
し
た
住
宅
の
一
部

一
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お

土

り

、

図

i
2は
そ
の
外

観
と
間
取
り
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
住
宅
は

:
明
ら
か
に
和
風
を
主
と

昨

j

し
た
庶
民
住
宅
で
あ
る
。

住
宅
の
規
模
は
平
均
一
五

i
二
O
坪
程
度
、
玄
関
の
脇
に
は
四
畳
半
の
女
中
室
が
用
意
さ

れ
、
奥
は
六
畳
と
八
畳
の
一
一
座
敷
が
あ
り
、
八
畳
の
座
敷
で
は
押
入
れ
以
外
に
床
の
聞
が

備
え
ら
れ
て
い
る
。
台
所
の
奥
は
浴
室
と
な
っ
て
お
り
、
組
合
員
住
宅
の
な
か
で
も
内
風

呂
を
備
え
た
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
部
類
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
建
物
は
横
須
賀
市

の
市
街
か
ら
離
れ
た
郊
外
地
に
、
ニ
棟
だ
け
の
組
合
員
住
宅
が
隣
り
合
っ
て
建
っ
て
い
る
。

当
時
、
同
じ
組
織
の
組
合
員
は
同
じ
居
住
地
に
住
む
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
た
。
こ
れ
は
政
府

が
住
宅
組
合
の
一
括
倒
産
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
り
、
職
場
単
位
で
組
織
さ
れ
る
こ
と
が
奨

励
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
組
合
員
は
各
々
任
意
で
自
分
の
居
住
地
を
見
つ
け
ね
ば
な
ら
ず
、

一
O
名
以
上
で
組
合
が
組
織
さ
れ
た
場
合
で
も
、
隣
り
合
っ
て
住
む
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

日
本
の
低
利
資
金
財
政
に
対
す
る
不
安
が
も
た
ら
し
た
特
殊
性
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
と
め

ち
な
み
に
当
時
の
残
さ
れ
た
史
料
を
読
む
と
、
世
界
恐
慌
を
反
映
し
た
財
政
不
況
、
関

東
大
震
災
に
よ
る
被
害
が
い
か
に
深
刻
で
あ
っ
た
か
が
窺
え
る
。
た
と
え
ば
昭
和
二
年
頃

か
ら
、
各
主
要
都
市
で
は
住
宅
組
合
の
倒
産
お
よ
び
財
政
難
に
よ
っ
て
、
組
合
員
へ
の
救

済
の
嘆
願
書
・
建
議
書
が
相
次
い
で
い
る
。
そ
の
内
務
は
、
組
合
の
償
還
年
限
延
長
、
利

子
の
引
き
下
げ
、
家
屋
税
の
免
除
、
資
金
償
還
の
免
除
、
組
合
員
同
士
に
よ
る
連
帯
保
証

の
解
除
、
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
住
宅
組
合
法
が
施
行
さ
れ
た
大
正
期
は

好
景
気
を
反
映
し
て
、
組
合
員
は
建
設
資
材
の
高
騰
に
苦
し
ん
だ
。
昭
和
期
に
入
っ
て
か

ら
は
、
財
界
不
況
や
物
価
下
落
お
よ
び
低
金
利
が
組
合
員
の
生
活
を
圧
迫
し
、
組
合
資
金

の
償
還
が
不
能
と
な
っ
て
連
帯
保
証
を
投
げ
出
す
住
宅
組
合
が
続
出
し
た
。
財
界
不
況
と

震
災
の
被
害
は
予
想
以
上
に
組
合
員
の
重
圧
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
住
宅
組
合
法
は
最
初
の
持
ち
家
政
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
こ
で
は
欧

州
の
建
築
組
合
が
紹
介
さ
れ
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
同
じ
住
宅
地
内
に
お
け
る
共
同
管

理
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
が
意
識
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
運
用
に
当
た

っ
て
、
最
も
苦
慮
し
た
の
が
住
宅
低
利
資
金
の
確
保
と
償
還
方
法
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
え
震
災
に
よ
る
被
害
が
住
宅
組
合
の
存
続
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。

日
本
の
住
宅
組
合
は
設
立
場
所
を
見
る
と
、
震
災
を
契
機
と
し
て
関
東
地
域
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
た
と
え
ば
震
災
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
横
浜
市
で
は
、
普
通
向
き

以
外
に
庖
舗
向
き
住
宅
組
合
に
住
宅
組
合
の
低
利
資
金
が
流
用
さ
れ
、
横
須
賀
市
で
は
住

宅
組
合
の
集
団
倒
産
を
恐
れ
て
、
職
場
単
位
を
基
本
と
す
る
組
合
員
の
分
散
居
住
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
組
合
員
に
よ
る
集
団
居
住
や
共
同
管
理
の
育
成
は
お
ろ
か
、
地

域
単
位
の
理
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
後
ず
さ
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
の

は
た
だ
中
産
階
級
の
住
宅
供
給
に
名
を
借
り
た
、
量
と
し
て
の
住
宅
確
保
と
そ
れ
に
見
合

っ
た
適
度
な
住
宅
で
あ
る
。
こ
の
と
き
政
府
が
向
き
合
っ
た
現
実
が
、
今
も
日
本
の
郊
外

住
宅
地
に
残
像
と
し
て
、
尾
を
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

藤
谷
陽
悦
/
ふ
じ
ゃ
・
ょ
う
え
つ

日
本
大
学
生
設
工
学
部
建
築
工
学
科
教
授
。

神
奈
川
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
一
九
七
八
年
、

日
本
大
学
大
学
校
博
士
前
期
課
程
修
了
。
近
代
建
築

史
専
攻
。
工
学
博
士
。
主
な
著
書
に
、
『
近
代
日
本
の

郊
外
住
宅
地
』
(
共
一
総
務
)
、
『
図
説
・
近
代
日
本
住
宅

史
¥
「
住
宅
級
合
法
が
戦
前
郊
外
住
宅
・
佼
宅
地
形

成
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
関
す
る
研
究
」
(
文
部
省
科
学

研
究
費
報
告
書
、
二

O
O
二
年
)
な
ど
が
あ
る
。

〈註〉

1

「
建
築
組
合
に
就
い
て
」
(
『
都
市
公
論
い
第
二
巻
第
七
号
所
収
)
、
大
正
八
年
八
月
。

「
都
市
の
住
宅
政
策
綱
領
」
(
『
都
市
公
論
』
第
二
巻
第
九
号
所
収
)
、
大
正
八
年
九
月
。

探
田
五
郎
『
住
宅
問
題
及
ぴ
住
宅
政
策
』
一
九
一
九
年
三
月
。
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特
集
⑧
住
宅
組
合
|
|
公
私
の
中
陣

|イ
害ギ
喜リ

i!る
i年
買毛

E組
持 l込
性仁E

島

浩

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

1
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ

ぺ
住
宅
組
合
と
は
、
居
住
者
自
ら
が
組
合
を
結
成
し
、
住
宅
の
供
給
、
計
画
、
運
営
、

所
有
等
の
主
体
と
な
る
仕
組
み
で
あ
る
」
(
本
号
特
集
の
た
め
の
企
画
書
)
と
す
る
な
ら
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
組
合
図
E
E山
口
問
∞
o
nぽ
与
は
こ
こ
で
い
う
「
住
宅
組
合
」
で
は
な
い
。

特
集
の
テ

l
マ
で
あ
る
「
住
宅
組
合
」
に
匹
敵
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ハ
ウ
ジ
ン

グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
同

0
5吉
ぬ
の
。
・

0宮
門
丘
町
ゆ
と
呼
ば
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
住
宅
組
合
が
、
持
ち
家
居
住
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
個
人
向
け
住
宅
購

入
資
金
の
抵
当
融
資

B
R
z
a
o
z
g
を
相
互
扶
助
的
に
組
織
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賃
貸
集
会
住
宅
を
入
居
者

の
利
益
に
基
づ
い
て
協
同
で
購
入
・
管
理
・
改
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
?
。

両
者
の
活
動
分
野
と
目
的
に
は
明
ら
か
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
が
、
両
者
と
も
会
員
閣

の
相
互
扶
助
を
進
め
る
協
同
組
合
的
な
組
織
と
し
て
、
す
な
わ
ち
官
と
民
の
は
ざ
ま
に
広

が
る
公
共
性
の
領
域
で
活
動
し
て
き
た
団
体
と
し
て
の
共
通
性
も
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に

近
年
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
公
営
住
宅
政
策
か
ら
の
転
換
が
進
む
な
か
、
賃
貸
住
宅
を
非
営

利
の
原
則
で
供
給
す
る
住
宅
協
会
出
。

5
山
口
問
〉

g
o丸
山
片
山
。
ロ
;
に
政
策
の
力
点
が
置
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
の
住
宅
協
会
や
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

l
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
住
宅
組

合
と
の
間
に
新
た
な
接
点
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
注
目
し
た
上
で
、
両
者

を
共
通
の
視
点
で
眺
め
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

最
初
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ
テ
ィ

ヴ
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

ロ
パ

l
ト
・
オ

l
エ
ン
が
実
践
し
た
ニ
ュ
!
・
ラ
ナ

i
ク
の
共

開
体
に
な
ら
っ
て
、
一
八
四

0
年
代
の
中
ご
ろ
に
ロ
ッ
チ
デ

i
ル

の
織
布
工
二
八
人
が
始
め
た
著
名
な
消
費
協
同
組
合
同
州
o
n
y
E
-
o

p百円片山
σぽ
出

0
5
0門
印
印
。
三

oq
が
、
現
代
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・

コ
i
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
起
源
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
組
織
形
態
や

規
模
を
具
体
的
に
み
る
と
非
常
に
多
様
で
、
統
一
的
な
イ
メ

i
ジ

を
描
く
こ
と
は
難
し
い
。
現
在
で
は
少
な
く
と
も
一
三

O
の
ハ
ウ

ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
が
活
動
中
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
数
十
人
の
会
員
し
か
い
な
い
弱
小
組
織
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

数
百
か
ら
千
人
を
超
え
る
会
員
を
擁
す
る
大
規
模
な
組
織
も
わ
ず

か
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
。
表

l
i
に
は
そ
の
よ
う
な
巨
大
組
織

四
つ
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
組
織
原
則
別
に
関
し
て
も
、
会
員
す
べ

て
が
入
賠
者
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
(
逆
に
す
べ
て
の
入
居
者
は

会
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
厳
格
な
栢
互
扶
助
原
理
を
維
持
す

る
も
の
か
ら
、
あ
る
程
度
の
利
益
を
目
的
の
一
っ
と
す
る
株
式
会

社
と
し
て
登
録
し
て
い
る
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。
表
ー
ー
に
示

し
た
上
位
二
組
合
は
株
式
会
社
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

会社登記の有無

O 

O 

× 

× 

より作成。

大規模なハウジング・コーオペラティヴ

名称

CDS Housing Association Ltd. 

Co-operative Home Services Ltd 

Pimlico Villa唱eHousing Co-operative Ltd. 

SouthトlamsteadHousing Co-operative Ltd. 

出典:http://www.sussex.ac . uk/Users/iane/ coops/ coopsdirectory. html 
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
や
北
米
(
特
に
カ
ナ
ダ
)
な
ど
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ

が
非
常
に
発
達
し
て
い
る
盟
と
違
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ
テ
イ

ヴ
は
建
物
だ
け
を
所
有
し
、
土
地
は
地
方
自
治
体
か
ら
比
較
的
安
い
地
代
で
賃
借
す
る
例

が
多
い
;
。
つ
ま
り
、
持
ち
家
居
住
に
は
手
が
届
か
な
い
が
、
公
営
住
宅
や
民
間
借
家

に
は
飽
き
足
り
な
い
人
ぴ
と
が
、
協
同
の
力
と
官
(
日
地
方
自
治
体
)
の
援
助
を
組
み
合

わ
せ
て
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
官
だ
け
で
も
な
く
民
だ

け
で
も
な
い
、
そ
の
は
ざ
ま
に
広
が
る
公
共
性
の
領
域
で
住
宅
の
供
給
・
計
画
を
行
な
う

と
い
う
特
色
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
は
顕
著
に
現
れ
て

い
る
。

イ
ギ
リ
ス
住
宅
組
合
i
l
簡
単
な
歴
史

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
組
合
は
個
人
に
よ
る
住
宅
取
得
を
促
進
す
る
た
め

に
、
住
宅
購
入
資
金
の
融
資
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
起
源
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ

ラ
テ
ィ
ヴ
よ
り
古
く
、
一
八
世
紀
後
半
の
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
時

期
、
産
業
革
命
の
進
行
に
よ
っ
て
農
村
の
領
主
支
配
・
保
護
の
体
系
が
崩
れ
、
食
糧
生
産

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
都
市
へ
さ
ま
よ
い
出
た
工
場
労
働
者
た
ち
は
、
自
分
の
身
を
自
分
た

ち
で
守
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
仲
間
同
士
が
協
同
し
て
少
額
の
資
金
を
定
期

的
に
積
み
立
て
、
病
気
や
事
故
、
失
業
、
老
齢
、
死
亡
な
ど
の
不
時
の
出
費
に
備
え
る
組

織
が
統
々
と
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
の
労
働
組
合
へ
と
つ
な
が
る
友
愛
組
合
甲
山

8
2可

ω
o
nぽ
ぞ
は
そ
の
代
表
格
で
あ
り
、
各
種
の
給
付
制
度
を
総
合
的
に
備
え
て
い
た
が
、
住

宅
組
合
は
会
員
の
積
み
立
て
た
フ
ァ
ン
ド
か
ら
住
宅
購
入
資
金
を
融
資
す
る
こ
と
(
購
入

し
た
住
宅
を
担
保
と
す
る
抵
当
融
資
)
だ
け
に
特
化
し
て
い
た
。

初
期
の
住
宅
組
合
の
基
本
的
な
仕
組
み
は
識
と
似
て
い
る
。
会
員
が
毎
週
積
み
立
て
た

フ
ァ
ン
ド
が
一
定
額
に
達
す
る
と
、
議
引
き
な
ど
で
融
資
の
権
利
を
得
た
会
員
に
融
資

し
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
全
会
員
が
融
資
を
受
け
る
と
解
散
し
た
。
こ
れ
を
当
康
組
合

ぽ
円
日
宮
巳
E
m
σ
巳
E
E
m
由。の

Moq
と
呼
ぶ
。
会
員
二

O
名
か
ら
成
る
モ
デ
ル
・
ケ

l
ス

で
見
て
み
る
と
、
一
人
当
た
り
毎
年
六
ポ
ン
ド
:
を
積
み
立
て
、
一
二

0
ポ
ン
ド
を
会

員
に
融
資
す
る
。
融
資
を
受
け
た
会
員
は
積
み
立
て
金
と
同
額
を
返
済
金
と
し
て
支
払
う

か
ら
、
融
資
件
数
が
増
え
る
と
と
も
に
フ
ァ
ン
ド
の
蓄
積
も
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
が
、

そ
れ
で
も
全
員
が
融
資
を
受
け
る
ま
で
に
は
、
す
べ
て
が
脳
順
調
に
進
行
し
て
も
一
五
年
近

く
か
か
る
計
算
だ
っ
た
:
。
こ
の
よ
う
に
全
員
が
融
資
を
受
け
る
ま
で
に
き
わ
め
て
長

い
期
間
を
要
す
る
ほ
か
に
、
す
べ
て
の
会
員
が
設
立
か
ら
解
散
ま
で
拘
束
さ
れ
て
途
中
で

入
退
会
で
き
な
い
な
ど
、
会
員
だ
け
に
サ
ー
ビ
ス
を
限
定
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う

窮
屈
な
決
ま
り
も
多
か
っ
た
。

こ
の
点
を
改
良
す
る
た
め
に
登
場
し
た
の
が
継
続
組
合
℃
耳
目
言
。
尽

σ巳
E
E
m

印

o
n
-
2可
で
、
一
九
世
紀
半
ば
に
は
す
で
に
こ
の
種
の
組
合
が
出
現
し
て
い
る
。
簡
単
に

い
え
ば
、
継
続
組
合
は
融
資
を
受
け
る
会
員
か
ら
の
出
資
だ
け
で
な
く
会
員
以
外
か
ら
の

資
金
(
預
金
)
も
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
員
が
融
資
を
受
け
る
時
期
を
基
本
的

に
自
由
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
組
織
と
し
て
の
組
合
の
活
動
を
会
員
と
し
て
の
サ
イ
ク
ル

(
入
会
↓
拠
出
↓
融
資
↓
返
済
↓
退
会
)
か
ら
独
立
さ
せ
た
。
ま
た
継
続
組
合
は
会
員
外

か
ら
の
資
金
(
預
金
)
に
対
し
て
支
払
う
利
息
を
穣
ぐ
た
め
に
、
会
員
向
け
以
外
に
融
資

対
象
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
フ
ァ
ン
ド
の
蓄
積
と
融
資
対
象
の

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
会
員
の
外
へ
と
活
動
領
域
を
広
げ
た
わ
け
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
期

の
当
座
組
合
に
つ
き
も
の
の
限
界
と
不
確
実
性
を
乗
り
越
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は

最
も
狭
義
の
相
互
扶
助
原
則
か
ら
の
逸
脱
を
意
味
し
た
が
、
し
か
し
活
動
の
基
礎
に
は
会

員
同
士
の
緩
や
か
な
協
同
と
相
互
扶
助
が
存
在
し
続
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
ご
く
最
近
ま
で
偶
人
向
け
に
融
資
を
行
な
う
銀
行
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

一
般
の
人
ぴ
と
に
と
っ
て
住
宅
組
合
は
抵
当
融
資
の
た
め
の
事
実
上
唯
一
の
機
関
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
第
二
次
大
戦
終
了
後
ま
で
、
自
己
の
所
有
す
る
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
(
持

ち
家
居
住
)
自
体
が
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
購
入
資
金
の
融
資
に
対
す
る
佃
人
の

需
要
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
し
て
雇
用
の
変
動
が
は
な
は
だ
し

い
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
労
働
者
の
多
く
に
と
っ
て
、
住
宅
購
入
に
大
金
を
投
ず
る
こ
と

は
ま
っ
た
く
魅
力
的
な
選
択
肢
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
住
宅
組
合
へ
の
拠
出
金
の
額
は
他

の
協
関
組
合
(
埋
葬
組
合
、
積
立
組
合
、
貯
蓄
銀
行
な
ど
)
と
比
較
す
る
と
は
る
か
に
高

水
準
で
あ
り
、
下
層
の
労
働
者
に
は
重
い
負
担
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら



ず
、
住
宅
組
合
は
貧
し
い
労
働
者
階
級
に
よ
る
相
互
扶
助
の
協
同
組
合
で
あ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
、
実
際
に
友
愛
組
合
な
ど
と
関
様
の
独
特
の
入
会
の
儀
式
や
、
拠
出
金
の
支
払
い

を
兼
ね
た
毎
週
の
パ
ブ
で
の
集
会
、
そ
こ
で
の
飲
酒
な
ど
、
当
時
の
労
働
者
階
級
の
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
が
住
宅
組
合
に
は
色
濃
く
付
き
ま
と
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時

代
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
労
働
者
に
住
宅
を
所
有
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
長
と
し
て
の
健

全
な
自
覚
を
高
め
る
こ
と
が
社
会
の
安
定
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
声

高
に
語
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
期
待
も
こ
め
て
、
当
時
の
住
宅
組
合
が
実
態
と

ズ
レ
た
姿
で
描
か
れ
、
過
剰
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
住
宅
組

合
が
労
働
者
階
級
に
属
す
る
人
び
と
を
対
象
に
し
た
の
は
、
持
ち
家
居
住
が
急
速
に
増
え

始
め
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

今
日
の
住
宅
組
合

ニ
O
O
四
年
現
在
、
住
宅
組
合
は
総
数
六
三
組
合
で
、
お
よ
そ
二
四
O
O信
ポ
ン
ド
の

総
資
産
を
抱
え
、
住
宅
組
合
に
貯
蓄
口
鹿
を
持
つ
成
人
の
会
員
数
は
約
一
五

O
O
万
人
に

の
ぼ
り
、
こ
れ
ま
で
に
お
よ
そ
こ
五

O
万
人
が
住
宅
組
合
か
ら
住
宅
購
入
資
金
の
融
資
を

受
け
て
住
宅
を
鯖
入
し
た
と
さ
れ
て
い
る
;
。
一
九
八

0
年
代
の
金
融
ビ
ッ
グ
パ
ン
以

来
、
銀
行
と
住
宅
組
合
と
の
垣
根
が
低
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
が
大
幅
に
相
互
乗
り

入
れ
し
た
た
め
に
、
現
在
の
住
宅
組
合
は
、
本
業
で
あ
る
住
宅
抵
当
融
資
以
外
に
、
普
通

頭
金
口
座
の
開
設
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
発
行
、
現
金
自
動
支
払
機
の
設
置
、
住
宅
融

資
以
外
の
一
般
の
融
資
(
無
組
保
ロ

i
ン
)
、
各
種
保
険
や
不
動
産
の
仲
介
な
ど
も
行
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
日
の
住
宅
組
合
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
生
活
に
深
く
入
り
込
ん
で

お
り
、
会
員
数
の
何
倍
も
の
人
ぴ
と
が
住
宅
組
合
と
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る

に
違
い
な
い
。

住
宅
組
合
の
数
は
こ
の
百
年
あ
ま
り
の
間
に
大
幅
に
減
少
し
た
。
一
九
世
紀
末
に
は
千

近
く
の
継
続
組
合
が
存
在
し
て
お
り
、
加
え
て
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
か

け
て
特
殊
な
当
座
組
合
設
立
の
一
大
ブ
!
ム
が
起
っ
て
、
既
存
の
継
続
組
合
と
は
別
に
約

千
の
当
座
組
合
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
統
廃
合
の
繰
り
返
し
で
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
今
で
は
全
国
的
に
支
底
網
を
展
開
す
る
上
位
四
組
合
の
資
産
額
が
全
体
の

半
分
以
上
を
占
め
る
(
表
|
2
)

ま

で

に

寡

占

化

が

進

ん

で

い

る

が

、

他
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方

で

地

方

的

な

小

組

合
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ろ

う

じ

山

て

踏
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ま
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て
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た
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岬
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面
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換
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呼
ん
だ
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O
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じ
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恥

問
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M
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来

イ

ギ

リ

ス

最

大

の

住

宅

組

合

と

し

ト

時

イ

同

て

二

位

以

下

の

組

合

の

数

倍

の

規

模

例

糊

加

を

誇

っ

て

い

た

「

ハ

リ

フ

ァ

ッ

ク

ス

腕

円

引

A
口

3

住

宅

組

合

」

の

株

式

会

社

化

で

、

一

級

向

後

h
F
u
s

の

九
九
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所

2

1

枇一時

包、

m
ノ
寸

に

株

式

を

上

場

し

て

協

同

組

合

の

ス

世

記

註

テ
i
タ
ス
を
魔
止
し
、
そ
の
後
パ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
合
併
し
た
た
め
に

名
称
も
出
出
Oω

立
の
に
変
換
し
て
い
る

7
0
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
は
株
式
会
社

化
へ
の
動
き
は
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

数
万
人
の
会
員
を
擁
し
、
規
模
の
利
益
を
発
揮
し
て
有
利
な
条
件
の
融
資
を
提
供
す
る

日
大
組
合
が
存
在
す
る
傍
ら
で
、
会
員
同
同
士
お
互
い
に
顔
が
見
え
る
よ
う
な
小
規
模
な
住

宅
組
合
も
共
存
し
て
い
る
状
況
は
、
相
互
扶
助
の
協
同
組
合
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
住

宅
組
合
に
と
っ
て
必
須
の
条
件
と
評
価
す
る
見
方
が
ま
だ
あ
る
程
度
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

上位10位までの住宅組合

住宅組合名 本括在地
資産額

サイト
(億ポンド)

Nationwide Swindon Wilts 832.8 wv，川.nationwide.∞. uk 

8ritanr.ia Staffordshire 208.7 W"IoIW. britannia守 CO.uk 

Yorkshire Bradford 143.8 、叩w.ybs. co. uk 

Portman Dor田 t 141.0 、MNW.portman.∞ωuk 

Coventry Coventry 89.4 、W川∞ventrybuildingsociety∞uk

Chelsea Gloucestershire 78.3 www. thechelsea∞. uk 

S同告lon Yor出hire 71.3 W¥WI. skipton. co. uk 

Leeds & Holbeck Yorkshire 53.6 V川w.leeds.holbeck∞uk 

West Bromwich West Midlands 42.8 WWW. westbrom.∞. uk 

Cheshire Cheshire 40.2 Chest市e

官
と
民
の
は
ざ
ま
|
|
住
宅
管
理
に
お
け
る
公
共
性

イ
ギ
リ
ス
住
宅
組
合
は
住
宅
購
入
資
金
の
傭
人
向
け
融
資
を
一
貫
し
て
主
要
な
業
務
と



し
て
き
た
が
、
伺
時
に
そ
の
融
資
先
を
徐
々
に
拡
大
し
て
き
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

九
世
紀
後
半
の
融
資
先
リ
ス
ト
に
は
す
で
に
他
の
住
宅
組
合
や
民
間
借
家
の
所
有
者
、
建

築
業
者
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
一
般
の
住
宅
協
会
や
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

l
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
へ
の
融
資
も
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
今
こ
の
点
を
包
括
的
に
示
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
「
ノ

i
ス
・
カ
ム
デ
ン
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ

テ
ィ
ヴ
」
は
住
宅
組
合
か
ら
融
資
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
自
ら
の
サ
イ
ト
で
明
言
し
て
い

る
:
。
つ
ま
り
、
住
宅
組
合
と
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

l
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
い
う
一
一
つ
の
匝

そ
の
目
的
の
違
い
を
超
え
て
実
際
の
活
動
分
野
に
お
い
て
は
互
い
に
交
錯
し
つ
つ

あ体
るはイ

ギ
リ
ス
の
住
宅
政
策
の
歴
史
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
る
と
、
官
と
民
の
両
極
端
を
揺
れ

な
が
ら
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
よ
う
に
そ
の
は
ざ
ま
に
あ
る
公
共
的
な
領
域
で
活
躍

す
る
住
宅
供
給
・
管
理
の
団
体
に
注
目
す
る
視
点
が
欠
け
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
時
代
に
は
市
場
万
能
主
義
か
ら
、
宮

(
H
国
、
地
方
政
府
)
に
よ
る
住
宅
市
場

へ
の
い
か
な
る
介
入
も
民
間
資
本
の
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
と
峻
拒
さ
れ
た
。
し
か
し
一
九

世
紀
末
に
は
ス
ラ
ム
や
過
密
住
宅
が
社
会
問
題
と
し
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
取
り
上
げ

ら
れ
、
住
宅
問
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
民
間
へ
の
不
信
が
膨
れ
上
が
っ
た
結
果
、
官

(
国
の
資
金
提
供
、
地
方
政
府
の
計
画
、
建
設
)
に
よ
る
住
宅
供
給
が
唐
突
に
前
面
に
押

し
出
さ
れ
た
。
慈
善
的
な
非
営
利
団
体
や
慈
善
と
営
利
と
を
組
み
合
わ
せ
た
株
式
会
社
、

あ
る
い
は
富
裕
な
資
産
家
が
設
立
し
た
ト
ラ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
オ
ク
テ
イ
ヴ
ィ
ア
・
ヒ
ル

の
よ
う
な
女
性
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
住
宅
改
良
運
動
な
ど
、
今
日
の
住
宅
協
会
に
つ
な
が

る
団
体
が
多
数
活
動
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
は
住
宅
問
題
を
解
決
す
る

能
力
も
実
績
も
な
い
と
断
罪
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
住
宅
は
個
人
の
生
活
の
容
器
で
あ
る
と
伺
時
に
、
地
域
社
会
の
性

格
や
景
観
を
規
定
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
社
会
資
本
と
し
て
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ

財
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
供
給
者
が
官
で
あ
る
か
民
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、

居
住
者
を
中
心
と
し
た
公
共
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
豊
か
な
住
環
境

を
発
展
さ
せ
る
上
で
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
公
営
住
宅
政
策
か
ら
の
転
換

の
末
に
、
住
宅
協
会
が
住
宅
政
策
の
柱
に
据
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
長
年
に
わ
た

っ
て
官
と
民
の
は
ざ
ま
に
あ
る
公
共
性
の
領
域
で
活
動
を
続
け
た
住
宅
組
合
を
、
こ
の
よ

う
な
政
策
転
換
を
支
え
た
要
素
の
一
つ
と
し
て
評
価
す
る
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

烏
浩
二
/
し
ま
・
こ
う
じ

阪
潟
大
学
流
通
学
部
教
授
。

一
九
七
一
年
、
信
州
大
学
人
文
学
部
経
済
学
科
卒
業
。

七
九
年
、
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
了
。

同
年
、
阪
南
大
学
掘
削
学
部
助
教
授
、
八
六
年
、
レ
ス

タ
!
大
学
(
イ
ギ
ワ
ス
)
社
会
経
済
史
学
科
在
外
研

究
員
な
ど
を
経
て
、
八
九
年
よ
り
現
職
。
イ
ギ
リ
ス

住
宅
政
策
史
、
住
宅
組
合
の
歴
史
、
オ
ク
テ
ィ
ピ
ア
・

ヒ
ル
の
住
宅
改
良
運
動
な
ど
を
研
究
テ
i
?
と
す
る
。

主
な
著
書
に
、
『
住
宅
総
合
の
史
的
研
究
』
(
法
律
文

化
社
)
な
ど
が
あ
る
。

〈註
V

1

た
だ
し
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ

i
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
一
般
は
必
ず
し
も
低
所
得
者
向
け
に
特
化
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
(
特
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)
で
は
一
一
戸
建
て
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
た
め
に
集
合

住
宅
に
対
す
る
評
倒
は
相
対
的
に
低
い
が
、
高
い
地
価
対
策
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
函
か
ら
、
一
戸
建
住
宅
よ
り

も
集
合
住
宅
へ
の
選
好
が
強
い
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
都
市
で
は
、
富
裕
な
階
層
に
よ
る
ハ
ウ
ジ
ン

グ
・
コ

l
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
も
稀
で
は
な
い
。

2

住
宅
協
会
は
、
安
価
な
賃
貸
住
宅
を
供
給
・
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
非
営
利
の
団
体
で
、
路
史

約
に
は
一
九
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
誕
生
し
た
各
稜
ト
ラ
ス
ト
や
慈
善
団
体
、
慈
善
と
営
利
を
結
合
し
た
株

式
会
社
な
ど
雑
多
な
団
体
に
そ
の
起
源
を
滋
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ
!
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ

も
非
常
利
の
賃
貸
住
宅
の
供
給
と
い
う
点
で
住
宅
協
会
の
範
鳴
に
含
ま
れ
る
。
登
録
さ
れ
た
公
的
な
家

主
河
晶
一
回
丘
町
吋
邑
∞
。
巳
即
日
戸
田
口
色
o
a
m
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

3
Z
G
込
者
巾
σ
-
Z
4
w
-
円
山
~
σ
口
一
円
印
~
5
m
巾
R
n
z
~
y
o
c
印
山
口
問
~
g
o
内
在
出
-
z
g
}

4

こ
れ
は
遜
あ
た
り
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
(
月
一

0
シ
リ
ン
グ
)
に
あ
た
る
。
埋
葬
級
会
な
ど
の
積
立

金
は
月
あ
た
り
一
ペ
ニ
ー
程
度
だ
っ
た
か
ら
、
住
宅
組
合
の
積
立
が
い
か
に
高
い
か
が
わ
か
る
。
な
お
、

友
愛
組
合
の
場
合
に
は
、
給
付
の
種
類
に
よ
っ
て
積
立
は
さ
ま
ざ
ま
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
住
宅
組

合
と
同
水
準
の
も
の
も
あ
っ
た
。
住
宅
組
合
の
燦
史
に
関
す
る
詳
織
は
、
主
と
し
て
烏
浩
一
二
住
宅
組
合

の
史
的
研
究
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
九
八
年
)
に
よ
る
。

5

役
員
が
フ
ァ
ン
ド
を
持
ち
逃
げ
す
る
な
ど
の
不
祥
事
は
別
と
し
て
、
積
立
や
返
済
の
滞
納
は
決
し
て

珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
ほ
か
に
も
、
住
宅
組
合
の
円
滑
な
運
営
を
妨
げ
る
要
因
は
数
多

か
っ
た
。

6

住
宅
組
合
協
会
の
サ
イ
ト

Z
G
L
当
者
宅
・
σ
8
・
0
G
-
ロ
r
~
を
参
照
の
こ
と
。

7

出
血
一
一
内
向
同
出
口
円
凶
切
出
口
}
向
。
同
ω
n
o
民
間
口
仏
立
n
の
略
。
民
∞
O
ω
℃
]
円
の
サ
イ
ト

E
G
L
d〈唱者・

げ

σ
0
8
r
・
n
o
日
F
g
c
p
σ
s
~
呂
田
円
。
ミ
出
即
日
間
同
・
白
与
を
参
照
の
こ
と
。

8
2
0
丘
町
{
U
即
日
仏

g
M向
。
ロ
包
ロ
聞
の
0
1
0
司
句
由
民
〈
巾
の
サ
イ
ト

Z
G
・
と
司
君
宅
・
2
n
y
n
o
『
間
・
己
内
~

℃
ロ
ぴ
ロ
ロ
~
2
0
}
)区
民
O
円
以
、
.
}
品
目
日
を
参
照
の
こ
と
。



金
融
が
鍵
を
握
る
住
宅
組
合
(
Z
5
5
2
8
0
3呂
志
)
の
発
展

i
l
i
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ
(
O
O
E
O
℃
)
に
お
け
る
モ

l
ゲ
!
ジ
(
ヨ
03mω
問
。
)
を
参
考
と
し
て

竹
井

隆
人

序
論
一
住
宅
組
合
と
コ
ウ
オ
プ

(gる
匂
)

住
宅
組
合
の
鹿
史
は
住
宅
金
融
の
発
展
と
と
も
に
あ
る
。
住
宅
組
合
は
八
世
紀
末
に

イ
ギ
リ
ス
で
発
祥
し
た

σ
E
E山口問的
O
巳
0
4
が
原
型
と
さ
れ
る
?
。
折
し
も
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
産
業
革
命
を
経
て
都
市
に
多
数
流
入
し
た
労
働
者
の
劣
悪
な
生
活
環
境
や
労
働
条

件
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
金
融
は
企
業
向
け
を
中
心
と
し
て
お
り
、
し
か

も
金
利
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
取
得
に
関
し
て
労
働
者
は
満
足
な
金
融
支
援
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
労
働
者
た
ち
が
出
資
し
て
住
宅
組
合
を
結
成
し
、
そ
の
住
宅

組
合
が
取
得
し
た
住
宅
の
支
給
を
受
け
る
、
あ
る
い
は
住
宅
組
合
か
ら
住
宅
取
得
資
金
の

貸
付
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
一
九
段
紀
に
な
る
と
住
宅
組
合
は
特
別
法
の
制
定

(
凶
包
}
包
括

ω。
丘
主
命
的
〉
立
)
も
あ
っ
て
、
卒
業
を
貯
蓄
と
融
資
を
前
提
と
す
る
金
融
に

特
化
し
た
互
助
組
織
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
住
宅
組
合
の
労
働
者

に
対
す
る
住
宅
支
給
は
、
生
活
物
品
の
共
同
購
買
を
目
的
と
し
て
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
の

ロ
ッ
チ
デ

i
ル
で
一
八
四
四
年
に
勃
興
し
た
生
活
協
同
組
合
か
ら
派
生
し
、
住
宅
を
共
関

購
入
す
る
た
め
の
町
。

5
吉

m
g
o宮
辺
氏
〈
ぬ
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
前
者
の

σ巳
E
E
m判的
o
n
円
。
々
は
、
組
合
か
ら
組
合
員
に
対
し
て
ノ
ン
リ
コ

i
ス(ロ

O
D
5
8己門印。)

で
の
貸
付
を
行
な
う
抵
当
融
資

(
E
2
Z品
。
)
を
予
法
と
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
主
要
な
住
宅
金
融
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
後
者
の

v
o
g一括

一
八
六
一
年
に
ロ
ッ
チ
デ

i
ル
生
活
協
関
組
合
が
所
有
す
る
住
宅
を

8
0℃
句
見
守
め
は

組
合
員
に
支
給
し
た
こ
と
が
最
初
の
事
例
と
さ
れ
、
そ
の
後
は
公
営
住
宅
に
代
表
さ
れ
る

公
共
住
宅
施
策
の
充
実
と
と
も
に
表
退
し
た
も
の
の
、
近
年
は
再
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
組
合
に
触
発
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
と
わ
が
留
で
も
住
宅
金
融
が
萌
芽
し

て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
で
は
長
期
の
住
宅
貸
付
を
可
能
に
す
る
た
め
の
貯
蓄
貸
付
組
合
と
し

て
一
九
世
紀
初
頭
に

S
&
L
G
ω
三
口
問
吉
弘
円
。
山
口
〉
∞

gam淳
一
。
ロ
)
が
つ
く
ら
れ
、
そ

の
後
、
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
短
期
で
調
達
し
長
期
で
運
用
す
る
事
業

あ
だ

形
態
が
徒
と
な
り
、
一
九
八

O
年
台
初
頭
に
金
利
上
昇
に
と
も
な
う
預
金
流
失
の
リ
ス
ク

を
抱
え
て
そ
の
多
く
が
破
綻
に
至
一
っ
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
園
で
も
都
市
に
人
口
が
流
入

し
て
住
宅
需
要
者
が
急
増
し
た
大
正
期
(
一
九
ニ
一
年
)
に
イ
ギ
リ
ス
に
倣
い
住
宅
組
合

法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
系
議
は
戦
後
(
一
九
五

O
年
)
に
発
足
し
、
長
期
、
国
定
、
低

利
を
基
調
と
す
る
住
宅
金
融
公
庫
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
よ
っ
て
、
日
米
両
国
の

住
宅
金
融
は
イ
ギ
リ
ス
の
住
宅
組
合

(σ
巳
E
E
m
g巳
広
三
を
源
流
と
し
て
発
展
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

Z
S
E
m
g
o℃
2
E
7
1
0
を
源

流
と
し
て
発
展
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
ブ
;
で
あ
る
(
わ
が
国
の
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ

ブ
方
式
に
も
若
干
触
れ
る
)
。
筆
者
は
大
学
院
時
分
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
ブ
に
関
心

を
抱
き
つ
つ
、
わ
が
盟
の
コ

i
。
ホ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式
に
つ
い
て
は
実
務
、
研
究
の
両
面
か
ら

関
わ
り
、
そ
の
伸
長
に
寄
与
し
て
き
た
と
自
負
す
る
者
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ



は
、
イ
ギ
リ
ス
に
約
半
世
紀
遅
れ
る
も
の
の
、
一
世
紀
以
上
の
伝
統
を
誇
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
比
べ
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式
は
集
合
住
宅
の
一
形
態
と
し

て
辛
う
じ
て
認
知
さ
れ
る
ほ
ど
の
実
績
し
か
な
く
、
そ
の
登
場
も
一
九
七

0
年
代
と
遅
き

に
失
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
筆
者
は
数
多
く
い
る
わ
が
留
に
お
け
る
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ

方
式
の
擁
護
者
の
な
か
で
は
、
稀
有
な
文
系
(
と
り
わ
け
政
治
学
)
の
研
究
者
で
あ
り
;
、

金
融
の
実
務
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
わ
が
国
の
コ

i
ポ
ラ

テ
ィ
ブ
方
式
は
、
や
や
も
す
れ
ば
建
築
工
学
の
如
き
物
理
的
側
面
か
ら
偏
重
さ
れ
て
き
た

き
ら
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
相
対
的
な
歴
史
の
浅
さ
に
も
と
も
な
う
制
度
面
で
の
未
成
熟
さ

に
由
来
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ
は
そ
の
長
い
歴
史
の
な

か
で
社
会
的
お
よ
び
政
治
的
に
受
容
さ
れ
て
き
た
背
景
が
あ
っ
て
、
そ
の
権
利
態
様
を
は

じ
め
と
し
て
法
規
、
金
融
、
政
策
な
ど
の
諸
制
度
に
お
い
て
確
聞
た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
有
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

σ氏
E
Z
m
g
n
-
a可
の
み
な
ら
ず
、

y
c
c
m吉
m
g
o円

Y

ぬ
可
知
片
山
〈
ゆ
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ
の
成
熟
(
反
対
に
わ
が
国
の
コ

l
ポ
ラ

テ
ィ
ブ
方
式
の
未
成
熟
)
を
例
に
と
れ
ば
、
住
宅
金
融
の
発
達
(
未
達
)
と
密
接
に
関
わ

る
こ
と
を
論
じ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ー
所
有
権
的
リ
lス
Q
S宮
内
向
。

s
a
r
s。

)

ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
層
型
の
多
世
帯
住
宅
で
あ
り
、

ー
ヨ

l
ク
、
シ
カ
ゴ
な
ど
の
特
定
の
大
都
市
に
集
中
す
る
。
ア
メ
リ
カ
全
土
で
コ
ウ
オ
プ

は
戸
数
に
し
て
約
七

O
万
存
在
す
る
が
、
数
で
は
コ
ウ
オ
ブ
よ
り
も
一
世
紀
近
く
遅
れ
て

興
隆
す
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
一
戸
数
は
約
六

O
O万
に
達
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
限
れ
ば
そ
の
立
場
は
完
全
に
逆
転
す
る
。
す
な
わ

ち
、
ア
メ
リ
カ
全
土
の
コ
ウ
オ
プ
の
過
半
と
な
る
約
四

O
万
は
ニ
ュ

i
ヨ
l
ク
州
に
存
在

す
る
が
、
そ
の
数
は
同
州
に
存
在
す
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
約
倍
に
相
当
し
、
と
り
わ
け

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
差
は
さ
ら
に
際
立
っ
た
も
の
と
な
る
。
す
な

わ
ち
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
は
所
有
型
住
宅
が
全
部
で
約
一

O
O
万
の
戸
数
が
あ
る
の
に
対

し
て
、
そ
の
一
二

O
%
に
相
当
す
る
約
一
二

O
万
を
コ
ウ
オ
プ
が
占
め
、
そ
れ
は
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
の
戸
数
の
四
倍
を
上
回
る
の
で
あ
る
(
表
i
i
参
照
)
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
住 ニL

宅
市
場
で
は
戸
建
て
が
数
の
上
で
圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た
都
市
部
の
高
層
住
宅
で
は
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
が
隆
盛
し
て
い
る
も
の
の
、
コ
ウ
オ
ブ
の
発
祥
地
で
も
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
を
例
に
と
れ
ば
、
コ
ウ
オ
プ
は
依
然
と
し
て
根
強
い
人
気
を
誇
る
居
住
形
態
と
い
え
る
。

ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

g

g吉
m
n
o
o宮
門
出
片
山
〈
巾
の
原
型
で
あ
っ

た
生
活
協
同
組
合
と
同
じ
く
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
中
低
所
得
層
を
対
象
と
す
る
も
の

と
、
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら
ず
諸
外
国
で
は
見
ら
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
特
有
の
現
象
と
し
て
富

裕
層
を
対
象
と
す
る
も
の
と
の
一
一
つ
の
源
流
を
も
っ
。
一
八
七
六
年
に
初
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
登
場
し
た
の
は
後
者
を
代
表
す
る
も

の
で
、
ホ

l
ム
ク
ラ
ブ

9
0
5ゅ
の

E
ぴ
)
と

呼
称
さ
れ
る
高
級
社
交
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
私
的
法
人
に
所
有
さ
れ
る
住
宅

を

W
A
S
P
な
ど
に
限
定
し
て
長
期
リ
ー
ス

す
る
こ
と
で
、
排
他
的
か
つ
同
質
的
社
会
を

形
成
し
た
の
で
あ
っ
た
;
。
中
低
所
得
層

で
あ
る
労
働
者
を
対
象
と
し
た
も
の
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
一
九
二
七
年
に
有
限
配
当

住
宅
会
社
法
(
ピ

g
x
E
g
i号
呈
出

2
・

印吉
m
h
o
g宮
巳

g
F己
売
)
で
地
方
税
の
減

免
等
の
支
援
を
行
な
っ
た
結
果
、
衣
服
業
組

合
(
宮
司

5
8門
口
三
O
ロ
)
に
よ
る
事
例
を

こ
う
し

稿
矢
と
し
て
多
く
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
二
つ
の
異
な
る
源
流
か
ら

な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
が
普
及
し
て
い
っ

た
一
九
二

0
年
代
に
、
コ
ウ
オ
プ
の
法
的
構

成
は
ほ
ぼ
完
成
す
る
。
そ
れ
は
一
九
六

0
年

代
に
登
場
す
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
わ
が
国

の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
同
様
に
各
居
住
者
に

ニューヨーク市の住宅の権利態様表 1



よ
り
区
分
所
有
さ
れ
る
の
と
は
異
な
り
、
建
物
全
体
が
コ
ウ
オ
プ
法
人

(20宮
E
Z
2

8
G。
自
民
O
ロ
)
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
の
が
原
別
で
あ
る
。
そ
し
て
、
居
住
者
は
そ
の

コ
ウ
オ
プ
法
人
の
株
主
(
印
宮
島
町
O
広
司
)
と
な
る
こ
と
で
、
建
物
内
の
住
宅
の
賃
情
人

(
古
口
山
口
付
)
と
し
て
居
住
す
る
権
利
を
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
コ
ウ
オ
ブ
の
入
居

者
が
得
る
資
格
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
あ
り
、
コ
ウ
オ
プ
法
人
に
対
す
る
株
主
と
、
賃
借
入

と
の
双
方
の
法
的
地
位
で
あ
る
。
こ
の
微
妙
な
位
置
づ
け
を
表
す
も
の
と
し
て
、
建
物
内

の
特
定
の
住
宅
を
居
住
者
が
利
用
す
る
権
利
と
し
て
呼
称
さ
れ
る
の
が
、
所
有
権
的
リ

l

s
g胃
芯

g
ミ

]gmぬ
)
な
の
で
あ
る
。

ス2
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
@
モ
l
ゲ
ー
ジ
(
U
E
ロ
r
2
5。
岡
井
県
認
め
)

あ
お

コ
ウ
オ
プ
は
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
の
場
り
を
受
け
て
一
時
は
衰
微
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
、
住
宅
金
融
の
発
展
と
と
も
に
再
ぴ
興
隆
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
一
九
回
二
年
に

I
R
C
(内
閣
歳
入
法
一
円
昇
。
吋
ロ
巴

Mg〈
g
B
h
o仏
ぬ
)
第

一
二
六
条
に
よ
り
、
コ
ウ
オ
プ
に
住
宅
ロ
iιa
ン
利
子
所
得
控
除

(EU内
借
仏

R
氏
。
ロ
)
が

適
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
持
ち
家
取
得
に
対
す
る
高
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ヴ
を
付
与
す
る
た
め
、
わ
が
掴
よ
り
は
る
か
に
手
厚
い
住
宅
ロ
!
ン
利
子
所
得
控
除
が
あ

る
が
、
そ
の
適
用
は
(
一
九
六

0
年
代
に
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
現
れ
る
ま
で
は
)
所
有
権

を
有
す
る
戸
建
て
住
宅
の
居
住
者
に
限
ら
れ
て
お
り
、
所
有
権
的
リ

i
ス
を
有
す
る
の
み

の
コ
ウ
オ
プ
の
居
住
者
に
は
恩
恵
が
無
か
っ
た
こ
と
が
改
善
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

第
二
次
大
戦
後
、
連
邦
で
は
一
九
五

O
年
住
宅
法
(
叫
が
ゆ

Z
忠
宮
口
出
]
附
向
。

g山
口
問
〉
立
)

第
ニ
一
一
一
一
条
に
よ
り
、

F
R
A
(
連
邦
住
宅
局
)
に
よ
る
融
資
保
証
(
通
称
一

8
0℃雪印片山〈ゆ
F
o
g
z
m
胃
o
m
g日
)
が
コ
ウ
オ
プ
に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
大
き
な

支
援
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
制
度
改
善
は
コ
ウ
オ
プ
に
対
す
る
融
資
を
前
提
と
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
融

資
は
特
殊
で
複
雑
な
仕
級
み
を
も
つ
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
そ
の
前
提
と
な
る
の
は
、

コ
ウ
オ
プ
が
法
人
で
あ
る
こ
と
だ
。
法
人
の
資
産
は
、
株
式
な
ど
の
出
資
か
ら
な
る
エ
ク

イ
テ
ィ

(2aq)
と
、
ロ
ー
ン
や
債
券
な
ど
の
借
入
れ
か
ら
な
る
デ
ッ
ト
信
号
円
)
か

ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
エ
ク
イ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
居
住
者
に
よ
る
株
式
購
入
に
よ
っ
て

そ
の
出
資
金
(
株
価
)
が
コ
ウ
オ
プ
の
(
所
有
権
的
リ
ー

ス
に
対
す
る
)
販
売
価
格
と
な
る
。
こ
の
販
売
価
格
は
、
物
理
的
に
関
程
度
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
お
け
る
販
売
価
格
と
比
べ
た
場
合
に
、
低
廉
に
映
り
や
す
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

株
式
価
格
と
は
別
に
、
コ
ウ
オ
プ
の
居
住
者
は
、
コ
ウ
オ
プ
法
人
に
対
し
て
毎
月
の
負
担

金
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
額
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
居
住
者
が
納
め
る
毎
月
の

負
担
金
よ
り
高
く
な
る
た
め
、
こ
の
負
担
金
を
合
め
た
総
支
払
額
で
は
そ
れ
ほ
ど
差
が
な

く
な
る
。
こ
の
等
個
性
は
コ
ウ
オ
ブ
に
対
す
る
融
資
と
関
係
が
あ
る
。

コ
ウ
オ
プ
法
人
に
対
す
る
居
住
者
の
出
資
金
が
エ
ク
イ
テ
ィ
で
あ
り
、
そ
の
残
り
は
デ

ッ
ト
と
な
る
。
す
な
わ
ち
コ
ウ
オ
プ
法
人
は
金
融
機
関
か
ら
調
達
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
コ
ウ
オ
プ
法
人
に
対
す
る
金
融
機
関
に
よ
る
貸
付
が
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

l
ゲ
l
ジ

(
Z
S
W
2
5
2高
ωmo)
で
あ
り
、
コ
ウ
オ
プ
法
人
が
そ
の
債
務
者
と
な
る
た
め
、
そ

の
返
済
は
そ
の
株
主
で
あ
る
居
住
者
に
よ
る
出
資
金
(
株
式
価
格
)
に
相
応
す
る
金
員
を
、

各
居
住
者
が
コ
ウ
オ
プ
法
人
に
負
担
金
に
合
め
て
納
め
る
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
、
岳
民
担

金
が
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
と
比
べ
て
高
額
と
な
り
、
販
売
価
格
を
含
め
た
総
負
担
額
で
は
、

あ
ま
り
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
と
は
差
異
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

コ
ウ
オ
プ
法
人
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

i
ゲ
i
ジ
に
よ
る
借
入
比
率

(
L
T
V
一

円

om百
九
O
S
4
包

5

5片山
O
)

に
よ
り
、
借
入
れ
(
デ
ッ
ト
)
に
よ
ら
な
い
出
資
(
エ
ク
イ

テ
イ
)
の
範
囲
は
変
動
す
る
。
エ
ク
イ
テ
ィ
は
資
産
と
し
て
は
デ
ッ
ト
に
劣
後
す
る
た
め
、

出
資
者
に
と
っ
て
は
投
資
リ
ス
ク
が
大
き
い
も
の
の
、
資
産
価
健
が
将
来
上
昇
し
た
場
合

に
は
そ
の
利
潤
を
独
占
で
き
る
。
よ
っ
て
、
居
住
者
が
出
資
す
る
エ
ク
イ
テ
ィ
に
ど
れ
だ

け
の
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
か
が
コ
ウ
オ
プ
の
性
格
付
け
の
鍵
を
握
る
。

L
T
V
を
高
く
す
れ
ば
販
売
価
格
を
低
く
抑
え
ら
れ
る
も
の
の
、
投
資
メ
リ
ッ
ト
は
少

な
く
な
る
た
め
、
高
級
コ
ウ
オ
プ

(-58吋可

2
0胃
EP10)
に
は

L
T
V
の
比
率
を
抑

え
る
も
の
が
多
く
、
そ
も
そ
も
コ
ウ
オ
プ
法
人
が
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ
!
ゲ
!
ジ
を
利
用

し
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た

L
T
Vを
低
く
設
定
し
た
場
合
や
、
資
産
価
値
が
著
し

く
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
株
価
が
高
額
と
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る
借
入
れ
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
の
株
傾
(
販
売
価
格
)
に
対
す
る
借
入
れ
は
、
コ
ウ
オ
プ
法
人
が
借
入

主
体
と
な
る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

l
ゲ
l
ジ
と
異
な
り
、
居
住
者
が
借
入
主
体
と
な
る
。

nu 

凶

h
d

出
資
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、



不
動
産
所
有
権
を
対
象
と
し
た
通
常
の
モ

l
ゲ
l
ジ
は
適
用
で
き
ず
、
動
産
ロ

ー
ン
(
匂
常
的
O
D
包

]
O
m
E
)

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
コ
ウ
オ
プ
法
人
が
借
入

れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

l
ゲ
i
ジ
が
建
物
全
体
を
担
保
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

動
産
ロ

i
ン
が
担
保
と
す
る
株
券
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

i
ゲ
i
ジ
の
担
保
に
劣
後
す
る

た
め
、
そ
の
返
済
後
の
残
余
が
引
き
当
て
と
な
る
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
動
産
ロ

ー
ン
は
、
通
常
の
モ

i
ゲ
!
ジ
よ
り
も
非
常
に
高
利
と
な
り
、
さ
ら
に
、
住
宅
ロ
!
ン
利

子
取
得
控
除
も
適
用
さ
れ
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
を
抱
え
る
の
で
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
。

と
く
に
高
級
コ
ウ
オ
プ
で
は
、
動
産
ロ

l
ン
を
利
用
せ
ず
に
販
売
価
格
の
五

O
%、
場
合

に
よ
っ
て
は
一

O
O
%を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
用
意
す
る
こ
と
を
求
め
る
場
合
も
多
い
の
で
あ

づ。。 そ
し
て
、

3
資
産
制
限
型
コ
ウ
オ
プ
(
戸
開
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ
に
は
富
裕
層
を
対
象
と
す
る
も
の
と

中
低
所
得
層
を
対
象
と
す
る
も
の
と
二
つ
の
源
流
が
あ
る
。
前
者
の
流
れ
を
汲
む
高
級
コ

ウ
オ
ブ
は
、
前
記
の
よ
う
に
間
質
性
を
保
持
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
ス
テ
イ
タ
ス
を
伴
っ

た
居
住
形
態
と
し
て
富
裕
層
を
惹
き
付
け
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

l
ゲ
l
ジ
を

得
な
く
と
も
市
場
で
成
立
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
流
れ
を
汲
む
中
低
所
得
層
向

け
は
資
産
制
限
型
コ
ウ
オ
プ

(
L
E
C
一
己
ヨ
ス
包
'
開
宮
山
々
の
O
O
U
0
3
5
1
0
)

と
呼
称
さ

れ
る
が
、
こ
の

d
s
x
a
e
o
ρ
E
q
e
と
は
出
資
金
(
エ
ク
イ
テ
イ
)
を
抑
え
る
趣
旨
で

あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
、
相
対
的
に
デ
ッ
ト
を
多
く
し
て
、
コ
ウ
オ
プ

法
人
が
所
有
す
る
建
物
全
体
に
対
す
る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

l
ゲ
i
ジ
に
よ
る

L
T
V
を

高
め
る
の
で
あ
る
。

L
T
V
が
高
ま
る
と
、
通
常
の
コ
ウ
オ
プ
よ
り
販
売
価
格
が
低
く
な

る
た
め
、
開
発
利
益
や
不
動
産
価
格
高
騰
に
よ
る
利
潤
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ウ
オ
プ
法
人
に

帰
す
も
の
の
、
販
売
価
格
は
転
売
時
も
含
め
て
低
廉
さ
を
維
持
で
き
る
。
一
方
で
、
居
住

者
が
コ
ウ
オ
プ
法
人
に
支
払
う
モ

l
ゲ
l
ジ
返
済
分
を
合
む
毎
月
の
負
担
金
は
多
く
な
る

も
の
の
、
後
述
す
る
公
的
助
成
に
よ
っ
て
高
騰
す
る
こ
と
が
抑
え
ら
れ
居
住
は
安
定
化
す

る
。
よ
り
極
端
な
場
合
は

d
o
H
Z
Aロ
S
F
す
な
わ
ち
販
売
価
格
は
僅
か
ば
か
り
で
毎
月

の
長
担
金
の
み
と
し
て
、
賃
貸
住
宅
(
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
)
に
お
け
る
毎
月
の
貴
担
と
向

程
度
と
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、
住
宅
ロ

i
ン
利
子
所
得
控
除
の
適
用
も
勘
案
す
れ
ば

ン
ケ
ッ
ト
・
モ
!
ゲ
!
ジ
の
返
済
に
相
応
す
る
負
担
分
が
軽
減
さ
れ
る
)
、
ア
パ
ー
ト
メ

ン
ト
よ
り
も
負
担
を
軽
く
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か

L
E
C
に
対
し
て
は
政
策
と
し
て
別
途
さ
ら
な
る
補
助
が
施
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
中
低
所
得
層
に
相
応
す
る
低
廉
さ
(
丘
町
。
邑
与
口
比
三
が
保
証
さ
れ
る
。
第
一
に

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

i
ゲ
!
ジ
に
対
す
る
補
助
で
あ
る
。
た
と
え
ば
連
邦
の
中
低
所
得
層

向
け
住
宅
へ
の

B
M
I
R
(∞
巳
0
4
司
冨
向
W
2
E
Z
2
2

同

NEO)
に
よ
る
低
利
融
資
が

適
用
さ
れ
る
。
第
二
に
、
負
担
金
に
対
す
る
補
助
が
あ
る
。
た
と
え
ば
連
邦
の
一
九
七
四

年
住
宅
法
第
八
条
に
よ
る
家
賃
補
助
制
度
に
よ
っ
て
、
抵
所
得
者
に
対
し
て
は
コ
ウ
オ
プ

の
負
担
金
を
家
賃
と
見
な
し
て
産
接
に
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
資
本
補
助

(
3
1
g
-
g
g広
三
が
あ
り
、
公
的
団
体
よ
り
も
民
間
財
団
や
宗
教
法
人
に
よ
る
出
資

で
行
な
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
資
産
価
値
の
上
昇
に
よ
る
利
潤
は
、
コ
ウ
オ
プ
法

人
が
解
散
す
る
際
も
合
め
て
、
居
住
者
に
配
当
さ
れ
る
の
で
な
く
、
当
初
の
出
資
団
体
に

還
元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
他
の
諸
州
で
も
同
様
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
お
よ
び
同
市
で
は
有
名
な
ミ
ッ
チ
ェ
ル
刊
ラ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
沼
津
門
υ

宮
}

}

E

C
B
ω
官
。

m
g
B
)
に
よ
り
、
中
低
所
得
者
層
の
コ
ウ
オ
ブ
の
供
給
を
促
す
支
援
措
置

が
取
ら
れ
た
。
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
低
利
融
資
と
間
定
資
産
税
控
除
を
実
施
し
、
助
成

を
受
け
た
コ
ウ
オ
プ
に
対
し
て
は
ニ

0
年
間
(
そ
の
後
三
五
年
に
延
長
)
に
わ
た
っ
て
、

譲
渡
価
格
制
限
、
居
住
者
の
収
入
制
限
、
そ
し
て
州
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
時

(
D
H

C
R
一
口
ぞ
E
C
D

え
問
。

gぽ
m
m口
氏
打
。
ョ
自
己
三
与
問

825})
の
監
督
下
に
入
る
こ

と
を
強
制
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
H
ラ

マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
一
九
七

0
年
代
に
七
万
に
お
よ
ぶ
一
戸
数
の

L
E
C
が
成
立
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
高
級
コ
ウ
オ
プ
の
販
売
師
格
が
こ

O
O四

年
の
平
均
で
約
八

O
万
ド
ル
も
す
る
の
に
対
し
て
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
日
ラ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

適
用
の

L
E
C
で
は
販
売
価
格
は
通
常
数
千
ド
ル
で
、
負
担
金
も
毎
月
五

0
0ド
ル
程
度

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

な
お
、

L
E
C
と
は
エ
ク
イ
テ
ィ
の
割
合
を
低
く
設
定
す
る
こ
と
が
理
論
上
の
本
質
で

(
ブ
ラ



あ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
高
級
コ
ウ
オ
プ
に
代
表
さ
れ
る
自
由
な
市
場
価
格
に
よ
る
譲
渡

に
対
し
て
、
譲
渡
価
格
に
上
限
を
設
定
す
る
こ
と
で
の
低
廉
さ
を
維
持
し
て
い
る
事
例
の

方
が
多
い
。
こ
れ
は
、
投
資
メ
リ
ッ
ト
を
引
き
出
さ
な
い
と
、
出
資
者
で
も
あ
る
居
住
者

の
需
要
が
満
た
さ
れ
な
い
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
が
現
在
は
問
題
を
派
生
さ
せ

て
も
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
自
体
が
、

L
E
C
の
開
発
か
ら
数
年
前
に
撤
退
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
の
影
響
も
あ
る
が
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
引
ラ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
適
用
の

L
E
C
が
当

初
の
販
売
価
格
の
据
置
期
間
経
過
後
は
市
場
価
格
へ
移
行
す
る
た
め
、
二
万
以
上
の
住
戸

に
対
し
て
デ
ベ
ロ
ツ
パ

i
に
よ
る
買
い
占
め

pa，
。
己
)
が
行
な
わ
れ
、

D
H
C
R
の

監
督
下
に
置
か
れ
ず
に
低
廉
さ
も
維
持
さ
れ
な
い
事
態
に
臨
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
本

来
の
対
象
よ
り
も
高
位
の
所
得
階
層
を
も

L
E
C
に
惹
き
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、

居
住
者
層
の
富
裕
化
リ
ジ
エ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ

i
シ
ョ
ン

(
m
gま
片
付

E
Z己
が
起
こ
り
、

居
住
者
組
織
に
よ
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
求
め
る
圧
力
が
高
く
な
っ
て
い
る
事
象
も
多

い
の
で
あ
る
。

今
後
も
約
一

O
年
の
関
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る

L
E
C
の
相
当
数
が
、
中
低
所
得

層
の
居
住
を
自
的
と
す
る

L
E
C
の
使
命
を
放
棄
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
は
賃
貸
住
宅
(
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
)
の
高
額
化
が
進
行
し
て
お
り
、
住
宅
に

お
け
る

L
E
C
の
よ
う
な
ア
フ
ォ

i
ダ
ピ
リ
テ
ィ
の
創
出
が
課
題
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
現
状
に
危
機
感
を
も
っ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
の
ブ
ル

l
ム
パ

i
グ
は
政
策
と
し
て
、

一一

O
O
四
年
に
ア
フ
ォ

i
ダ
ブ
ル
・
コ
ウ
オ
プ
の
再
活
性
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
一
億
ド
ル
を
拠
出
し
て
、
民
間
の
∞
ω口
付
。
同
〉

5
2片
山
と
市
住
宅
開
発
公
社

(
H
D
C
)
の
協
力
に
よ
り
強
力
な
金
融
支
援
を
講
じ
て
、
六
万
戸
に
お
よ
ぶ

L
E
C
の

新
規
供
給
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
の
だ
。

結
語
一
わ
が
国
の
住
宅
金
融
へ
の
示
唆

以
上
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ
は
一
世
紀
以
上
に
及
ぶ
歴
史
的
潮
流
の
中
で
、
金

融
を
含
む
諸
制
度
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
り
、

y
o
c
m
E
m
g
o
M
)号
先
日
〈
ぬ
は
ア
メ
リ

カ
社
会
に
深
く
根
ざ
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

と
く
に
、

L
E
C
の
よ
う
な
中
低
所
得
層
向
け
住
宅
は
、
表
層
部
の
み
に
着
目
す
れ
ば
、

わ
が
閣
に
お
け
る
福
祉
的
住
宅
政
策
の
範
と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、

L
E
C
は

確
閣
と
し
た
制
度
を
土
台
と
し
た
金
融
的
政
策
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
が
国
で
参
考

に
す
る
際
に
は
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。

わ
が
国
に
お
け
る
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式
は
せ
い
ぜ
い
約
三

O
年
の
歴
史
し
か
持
た
ず
、

ま
た
、
竣
工
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
建
築
閣
を
重
視
す
る

d
巳
E
Z
m

g
喜
男
巳
71?
で
し
か
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
七

0
年
代
の
発
祥
以
来
、
当
時
隆

盛
し
つ
つ
あ
っ
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
設
計
の
画
一
性
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と

し
て
建
築
専
門
家
に
よ
り
主
導
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
。
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ

の
コ
ウ
オ
プ
の
場
合
に
は
、
開
発
主
体
は
あ
く
ま
で
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
あ
る
。
一
九
五

0

年
代
に
設
け
ら
れ
た
建
設
者
支
援
制
度

(σ
巳
庄
司
告

8
8
2巴
に
よ
っ
て
、
デ
ベ
ロ

ツ
パ

i
が
擬
似
的
な
株
主
と
な
る
コ
ウ
オ
プ
法
人
の
設
立
が
可
能
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、

新
築
で
あ
ろ
う
と
コ
ン
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン

(g口
語
E
Zロ
)
:
で
あ
ろ
う
と
も
、
デ
ベ
ロ

ツ
パ

i
が
取
得
し
た
建
物
に
つ
い
て
コ
ウ
オ
プ
法
人
に
よ
る
所
有
と
す
る
こ
と
で
、
い
っ

た
ん
コ
ウ
オ
プ
が
成
立
し
、
そ
の
株
式
を
各
居
住
者
に
分
譲
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
比
べ
れ
ば
、
わ
が
国
の
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式
で
は
、
建
設
組
合
に
よ
る
自
主
的
な
建

設
事
業
あ
る
い
は
入
居
者
に
よ
る
自
由
設
計
に
力
点
が
置
か
れ
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る

商
業
主
義
が
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
基
調
を
な
す
区
分
所
有
制
と

い
う
法
的
構
成
は
否
定
さ
れ
ず
に
、
む
し
ろ
そ
の
亜
流
と
し
て
存
立
し
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
事
業
主
体
は
建
設
経
合
と
な
る
が
、
竣
工
後
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
同
様
に
一
区
分
所

有
さ
れ
権
利
形
態
に
差
異
が
な
く
な
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
概
念
か
ら
す
れ
ば
コ
ウ
オ
プ

で
は
な
く
、
単
な
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
と
し
て
整
理
さ
れ
る
の
み
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
コ
!
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式
が
建
物
竣
工
後
に
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
同
様
に

区
分
所
有
さ
れ
て
し
ま
う
実
態
は
、
わ
が
閣
の
住
宅
金
融
に
お
け
る
従
来
の
慣
行
か
ら
外

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
各
個
人
の
霞
分
所
有
権
に
抵
当
権
を
設
定
す
る

こ
と
で
の
個
人
向
け
融
資
が
可
能
だ
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
建
設
期
間
中
(
区
分
所
有
以

前
)
の
資
金
需
要
に
対
し
て
も
上
述
の
個
人
向
け
融
資
を
前
倒
し
す
る
こ
と
で
対
応
し
て

き
た
の
で
あ
り
、
建
設
組
合
に
対
す
る
団
体
向
け
融
資
と
い
っ
た
新
た
な
住
宅
金
融
の
枠

組
み
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
:
。



こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
コ
ウ
オ
プ
は
、
わ
が
国
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
一
九
六

0
年
代

初
期
に
区
分
所
有
法
制
(
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
)
が
発
祥
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
古
く
か
ら
、

集
合
住
宅
に
お
け
る
共
同
所
有
を
可
能
と
す
る
手
法
と
し
て
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
で
法
人
制
度
が
卒
く
か
ら
発
達
し
、
団
体
向
け
融
資
に
よ
る
金
融
手

法
も
充
実
し
て
い
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
近
時
は
わ
が
国
の
住
宅
金
融
に
お
い
て
も
、

証
券
化
や
自
由
化
と
い
っ
た
要
請
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
欧
米
流
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

ド
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
貸
付
が
対
象
と
す
る

S
P

C
と
同
様
に
、
コ
ウ
オ
プ
法
人
は
ペ
ー
パ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
リ
ス
ク
は
相
当
に
高
い
。
こ
う
し
た
貸
付
の
要
諦
は
金

融
機
関
側
が
り
ス
ク
を
宣
う
こ
と
に
あ
り
、
わ
が
国
の
住
宅
金
融
が
個
人
向
け
融
資
の
枠

組
み
か
ら
な
か
な
か
脱
却
で
き
ず
に
、
い
ま
だ
に
債
務
者
の
無
限
責
任
と
人
的
担
保
主
義

に
依
拠
す
る
の
と
明
ら
か
な
相
違
を
生
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
金
融
、

こ
と
に
コ
ウ
オ
ブ
に
対
す
る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
・
モ

i
ゲ

l
ジ
は
、
コ
ウ
オ
ブ
法
人
が
も
っ

唯
一
の
資
産
で
あ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
と
、
そ
の
不
動
産
担
保
の
み
を
引
当
て
と
す
る
ノ
ン
リ

コ
i
ス
・
ロ

i
ン
を
前
提
と
す
る
。
こ
う
し
た
金
融
手
法
は
古
よ
り
長
期
リ
ス
ク
を
念
頭

わ
ざ

そ
の
回
避
手
段
を
培
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
為
せ
る
業
な
の
で
あ
る
。

に
お
き
つ
つ
、

竹
井
除
人
/
た
け
い
・
た
か
ひ
と

住
宅
金
融
公
庫
首
都
国
間
交
底
誠
査
役
。
放
送
大
学
教

養
学
部
非
常
勤
講
師
。

一
九
九
一
年
、
学
習
院
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
。

九
六
年
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
政

治
専
攻
修
了
(
法
学
修
士
)
。
学
習
院
大
学
法
学
部
非

常
勤
講
側
な
ど
を
経
て
現
職
。
専
門
は
政
治
学
(
集

合
住
宅
を
基
点
と
し
た
法
律
、
社
会
、
政
治
)
。

地
官
舎
に
、
『
集
合
住
宅
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
新
た
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
か
た
ち
』
(
世
界
思
想

お
)
、
「
ス
ケ
ル
ト
ン
定
備
の
理
論
と
実
践
完
全
解

説
つ
く
ば
方
式
』
(
共
者
、
川
予
古
田
出
版
社
)
、
訳
書
に
、

E
・
7

ソ
ケ
ン
ジ
l

『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ピ
ア
集
合

伎
宅
に
よ
る
私
約
政
府
の
誕
生
三
共
訳
、
世
界
芯
恕

社)、

E
・
ブ
レ
ー
ク
リ
l
、
M
・
ス
ナ
イ
ダ
l
吋ゲ

i
テ
ソ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
米
留
の
要
塞
都
市
』

(
集
文
社
)
、
な
ど
が
あ
る
。

〈註
v

l

住
宅
組
合
の
ほ
か
、
建
築
組
合
、
住
宅
金
融
組
合
、
な
ど
の
訳
語
が
当
て
ら
れ
統
一
し
て
い
な
い
。

2
8
c
c
R
丘
一
〈
刊
は
、
わ
が
国
で
「
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
」
「
コ

l
プ
」
と
表
記
、
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
一

般
的
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
式
発
音
に
し
た
が
え
ば
、
「
コ
ウ
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヴ
」
「
コ
ウ
オ
プ
」
と
し
た
方

が
よ
り
適
し
て
い
る
。
こ
と
に
わ
が
国
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
コ

l
プ
」
と
い
う
呼
称
は
円
。
弓
・
(
法
人
)

と
混
向
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
よ
っ
て
本
文
で
は
ア
メ
リ
カ
の
事
例
を
「
コ
ウ
オ
プ
」
と
表
記
し
、
そ
れ

と
の
相
対
的
な
特
異
性
を
際
だ
た
せ
る
目
的
も
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
も
の
は
既
に
一
般
化
し
た
呼
称
で

あ
る
「
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
表
記
で
統
一
し
た
。

3

コ
ウ
オ
プ
(
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式
)
に
関
す
る
研
究
も
含
め
、
集
合
住
宅
の
政
治
学
的
視
点
か
ら

の
考
察
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
箸
を
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。
竹
井
隆
人
『
集
合
住
宅
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
か
た
ち
』
(
世
界
思
想
社
、
二
O
O
五
年
)

0

4

株
式
会
社
に
保
有
さ
れ
る
建
物
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
の
株
、
去
が
長
期
リ
ー
ス
す
る
形
態
が
始
ま
り

で
あ
っ
た
た
め
、
株
、
主
に
は
居
住
者
で
な
い
者
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
二

0
年
代
か

ら
は
、
す
べ
て
の
株
主
が
居
住
権
を
有
す
る
コ
ウ
オ
プ
が
確
立
さ
れ
た
。

5

コ
ウ
オ
プ
の
相
当
数
は
コ
ン
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
に
限
っ
て
み
て
も
新
規
建
設
を
大

き
く
凌
駕
す
る
。
な
お
、
わ
が
国
で
コ
ン
ヴ
ァ

i
ジ
ョ
ン
と
い
う
と
物
理
的
改
装
に
重
き
が
置
か
れ
て

い
る
が
、
本
場
の
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ヴ
ア
|
ジ
ョ
ン
は
法
的
な
権
利
態
様
の
転
換
が
本
来
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

6

住
宅
金
融
公
庫
に
お
け
る
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式
を
対
象
と
し
た
偶
人
共
同
建
設
資
金
融
資
も
、
竣

工
後
の
個
別
住
一
戸
を
念
顕
に
お
い
た
他
人
融
資
の
色
彩
が
強
い
。
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私
の
す
ま
い
ろ
ん

a
 

hw e
 

A
溜窃

日
+
1
?
の
ず
ま
い

ー
ー
そ
の
中
で
生
き
る
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
う
つ
わ
と
し
て

松
岡

享
子

「
私
の
す
ま
い
ろ
ん
」
と
い
う
原
稿
を
書
く
約
束
を
し

て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
さ
て
、
と
考
え
て
み
る
と
、
私
に

は
、
「
論
」
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
住
ま
い
に
つ
い

て
言
う
べ
き
ほ
ど
の
こ
と
は
何
も
な
い
、
と
気
づ
く
。
そ

れ
な
ら
な
ぜ
引
き
受
け
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

人
は
、
と
き
ど
き
こ
う
い
う
説
明
の
つ
か
な
い
こ
と
を
し

て
し
ま
う
も
の
ら
し
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
ま
で
に
住

ん
だ
こ
と
の
あ
る
家
を
思
い
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
記
憶
に
あ
る
最
初
の
家
か
ら
、
現
在
の
住

ま
い
ま
で
、
全
部
で
十
一
か
所
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
に
学
生
生
活
を
送
っ
た
日
米
二
つ
の
大
学
の
寮
と
、

一
時
居
候
を
し
て
い
た
叔
父
の
家
を
加
え
る
と
、
十
四
か

所
に
も
な
る
。
そ
ん
な
に
「
身
の
置
き
所
」
を
動
か
し
た

党
え
は
な
い
の
に
、
ず
い
ぶ
ん
数
多
く
の
「
住
ま
い
」
を

体
験
し
て
い
た
わ
け
だ
。

1
1
m
一
お
化
け
の
正
体
見
た
り

私
は
神
戸
生
ま
れ
で
、
大
学
卒
業
ま
で
神
戸
に
い
た
。

生
ま
れ
た
家
の
記
憶
は
、
寝
か
さ
れ
て
い
た
部
屋
の
ほ
の

明
る
さ
と
、
畳
の
黄
色
と
縁
の
呂
町
、
の
ぞ
き
こ
む
祖
母
の

顔
で
あ
る
。
そ
し
て
「
み
っ
と
も
な
い
、
み
っ
と
も
な
い
ゅ

う
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
わ
し
て
(
み
っ
と
も

な
い
と
い
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
じ
ゃ
な

い
の
ご
と
い
う
桂
母
の
和
歌
山
弁
が
開
こ
え
る
。
長
女

で
あ
る
姉
が
、
だ
れ
も
が
認
め
る
べ
つ
ぴ
ん
さ
ん
だ
っ
た

の
に
、
こ
ん
ど
の
子
は
、
鼻
ぺ
ち
ゃ
で
、
え
ら
い
み
っ
と

も
な
い
子
だ
と
い
う
話
が
親
戚
中
に
広
ま
っ
て
い
た
ら
し

ぃ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
私
の
記
櫨
と
い
う
よ
り
は
、
あ

と
で
聞
か
さ
れ
た
話
が
記
櫨
を
つ
く
っ
た
も
の
だ
け
れ
ど
。

つ
ぎ
の
家
の
記
憶
は
、
天
井
だ
。
一
二
歳
ご
ろ
、
私
は
ご

近
所
か
ら
も
ら
っ
た
お
は
ぎ
が
原
因
で
、
赤
痢
に
な
っ
た

の
だ
そ
う
だ
。
ふ
だ
ん
は
使
わ
な
い
二
階
の
広
い
座
敷
に
、

長
い
閤
ひ
と
り
で
寝
て
い
た
記
櫨
が
あ
る
。
そ
の
間
ず
っ

と
天
井
板
の
木
目
を
眺
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
寝
て
見
る

天
井
は
ず
い
ぶ
ん
高
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
つ
ぎ
に
住
ん
だ
家
に
つ
い
て
は
、
家
の
中
の
記
憶

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
家
の
前
に
幅
八

0
セ
ン
チ
く

ら
い
の
溝
が
あ
り
、
危
な
い
か
ら
気
を
つ
け
る
よ
う
に
と

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
言
わ
れ
て
い
た
憶
え
が
あ
る
。

幼
稚
聞
に
行
く
前
あ
た
り
か
ら
、
小
学
校
三
年
の
一
学

期
ま
で
住
ん
で
い
た
つ
ぎ
の
家
に
つ
い
て
は
、
と
こ
ろ
番

地
か
ら
、
間
取
り
、
近
所
の
様
子
ま
で
、
か
な
り
よ
く
思

い
出
せ
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
の

は
、
ガ
ラ
ス
戸
つ
き
の
小
ぶ
り
の
本
概
と
、
夕
方
そ
の
本

欄
の
そ
ば
の
縁
側
で
、
夢
中
に
な
っ
て
本
を
読
ん
で
い
て
、

気
が
つ
く
と
、
も
う
活
字
も
見
え
な
い
ほ
ど
、
あ
た
り
が

暗
く
な
っ
て
い
る
、
そ
の
と
き
の
感
じ
。

ま
た
、
父
が
二
つ
の
懐
中
電
灯
に
赤
イ
ン
ク
と
青
イ
ン

ク
で
顔
を
描
き
、
そ
れ
を
近
づ
け
た
り
、
遠
ざ
け
た
り
、

角
度
を
変
え
た
り
し
て
、
部
興
幻
灯
を
映
し
て
く
れ
た
、

玄
関
の
二
畳
間
の
白
い
壁
も
記
憶
に
あ
る
。

留
守
番
が
好
き
だ
っ
た
子
ど
も
で
、
ひ
と
り
に
な
る
と
、

よ
く
二
階
に
上
が
っ
た
。
階
段
を
登
る
と
、
と
つ
つ
き
は

姉
の
勉
強
部
屋
に
な
っ
て
い
る
四
畳
半
で
、
お
ひ
な
さ
ま

は
こ
こ
に
飾
っ
た
。
北
に
向
か
っ
て
聞
い
た
窓
か
ら
は
物



干
し
台
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
南
側
は
六
畳
の
座
敷
で
、

白
い
カ
バ
ー
を
掛
け
た
応
接
セ
ッ
ト
が
置
い
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
も
ガ
ラ
ス
戸
つ
き
の
、
こ
ち
ら
は
ず
っ
と
大
き
い

父
の
本
棚
が
あ
り
、
時
折
、
読
め
も
し
な
い
本
を
取
り
出

し
て
の
ぞ
い
て
み
た
り
も
し
た
。

こ
の
家
は
空
襲
で
焼
け
た
。
私
は
そ
の
と
き
疎
開
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
恐
ろ
し
き
を
体
験
せ
ず
に
す
ん
だ
。
疎

開
先
は
和
歌
山
の
祖
母
の
と
こ
ろ
で
、
昔
旅
館
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
そ
の
家
は
、
入
口
か
ら
奥
ま
で

ず
っ
と
土
潤
が
つ
づ
い
て
い
て
、
と
て
も
広
か
っ
た
。
母

屋
に
は
叔
父
犬
婦
が
住
み
、
祖
母
と
私
は
、
長
い
廊
下
で

母
屋
と
つ
な
が
っ
て
い
る
離
れ
に
住
ん
だ
。
離
れ
は
六
畳

二
聞
に
二
景
く
ら
い
の
板
の
間
と
台
所
が
つ
い
て
い
た
。

井
戸
は
外
で
、
近
所
の
数
軒
が
共
同
で
使
っ
て
い
た
。
風

呂
は
別
の
叔
母
の
と
こ
ろ
へ
も
ら
い
に
行
っ
た
。

私
は
こ
こ
で
三
年
生
か
ら
五
年
生
に
か
け
て
の
二
年
余

り
を
両
親
と
姉
か
ら
離
れ
て
過
ご
し
た
。
こ
こ
で
忘
れ
ら

れ
な
い
の
は
、
便
所
で
お
化
け
に
つ
か
ま
っ
た
こ
と
だ
。

便
所
は
母
屋
と
離
れ
を
つ
な
ぐ
長
い
廊
下
の
突
き
当
た
り

に
あ
り
、
夜
そ
こ
へ
行
く
の
は
か
な
り
の
勇
気
が
要
っ
た
。

あ
る
晩
、
怖
さ
を
こ
ら
え
て
用
を
す
ま
せ
、
外
へ
出
た
と

こ
ろ
、
後
ろ
か
ら
「
お
化
け
」
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
れ
て

し
ま
っ
た
!
ど
う
や
っ
て
も
、
前
へ
進
め
な
い
。
こ
の

先
は
も
う
お
化
け
と
対
決
す
る
し
か
な
い
と
悲
壮
な
覚
悟

を
決
め
て
、
「
エ
イ
ッ
!
」
と
ふ
り
か
え
っ
た
私
の
目
に
、

ほ
ど
け
た
ね
ま
き
の
ひ
も
が
便
所
の
板
戸
に
し
っ
か
り
は

さ
ま
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
こ
の
体
験
は
、
「
お
化

け
L

と
そ
れ
に
つ
ら
な
る
も
の
に
対
す
る
私
の
そ
れ
ま
で

の
認
識
を
打
ち
崩
し
た
。

戦
争
が
終
わ
り
、
再
ぴ
家
族
一
緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
に
住
ん
だ
の
は
、
神
戸
の
西
、
垂
水
の
地
で

あ
っ
た
。
戦
災
を
免
れ
た
地
域
で
、
四
軒
ほ
ど
同
じ
よ
う

な
造
り
の
家
が
あ
る
う
ち
の
ひ
と
つ
で
、
部
屋
数
は
五
つ
。

そ
の
ひ
と
つ
が
い
わ
ゆ
る
洋
間
で
、
こ
こ
を
勉
強
部
屋
に

し
て
も
ら
え
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た
。
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
門
か
ら
玄
関
ま
で
の
数
メ
ー
ト
ル
の
道
に
、
私

の
大
好
き
な
ツ
ユ
ク
サ
が
植
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
、
お
風

呂
が
五
右
衛
門
風
呂
だ
っ
た
こ
と
だ
。

こ
の
家
で
特
記
す
べ
き
事
件
は
、
強
盗
に
入
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
敗
戦
後
の
も
の
の
な
い
時
代
、
復
員
し
て
も

職
の
な
い
人
が
多
か
っ
た
。
件
の
強
盗
氏
は
、
家
族
が
気

が
つ
く
前
に
、
父
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
者
用
し
、
ポ
ケ
ッ

ト
に
父
の
万
年
筆
を
収
め
、
腕
に
父
の
腕
時
計
を
し
て
い

た
。
そ
の
上
「
財
布
を
出
せ
」
と
追
っ
て
そ
れ
を
取
り
上

げ
、
ち
ょ
う
ど
悶
円
新
円
切
替
え
時
で
、
全
部
を
も
っ
て

い
か
れ
て
は
匝
る
と
震
え
戸
で
訴
え
る
母
に
、
「
よ
し
、

今
に
な
ん
と
か
し
て
や
る
」
と
言
い
残
し
て
立
ち
去
っ
た
。

高
い
板
塀
に
関
わ
れ
た
小
路
の
奥
、
と
い
う
立
地
条
件
が

悪
か
っ
た
の
か
、
こ
の
家
は
空
き
巣
に
も
狙
わ
れ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
私
が
高
校
一
年
の
と
き
、
こ
ん
ど
は
神

戸
の
束
、
六
甲
に
引
っ
越
し
た
。
父
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、

住
ま
い
は
す
べ
て
社
宅
で
あ
っ
た
。
こ
ん
ど
の
家
は
、
こ

れ
ま
で
で
い
ち
ば
ん
ゆ
っ
た
り
し
て
い
た
。
玄
関
脇
に
広

い
洋
間
|
|
い
わ
ゆ
る
応
接
間
が
あ
り
、
父
が
奮
発
し
て

買
っ
て
く
れ
た
ピ
ア
ノ
が
こ
こ
に
お
さ
ま
っ
た
。
女
中
部

屋
も
あ
り
、

M
ち
ゃ
ん
と
い
う
か
わ
い
い
女
中
さ
ん
も
き

た
。
こ
こ
で
初
め
て
台
所
が
土
間
で
な
く
板
の
間
に
な
り
、

上
が
り
降
り
し
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。
茶
の
間
に
掘
り

ご
た
つ
が
あ
っ
た
の
も
、
私
に
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

二
階
は
座
敷
と
そ
れ
に
つ
づ
く
広
い
板
の
間
(
一
階
な

ら
縁
側
に
な
る
と
こ
ろ
)
と
四
畳
半
が
あ
っ
た
。
こ
の
と

き
、
姉
は
結
婚
し
て
も
う
う
ち
を
出
て
い
た
の
で
、
私
は

こ
の
間
畳
半
を
独
占
し
た
。
関
西
の
畳
は
大
き
い
の
と
、

東
南
に
大
き
く
窓
が
関
川
て
い
る
の
で
、
札
一
つ
あ
る
き

り
の
こ
の
部
屋
は
明
る
く
、
広
々
と
し
て
い
て
、
気
持
が

よ
か
っ
た
。
と
も
か
く
、
今
考
え
れ
ば
、
精
神
の
独
立
を

求
め
る
時
期
に
与
え
ら
れ
た
自
分
用
の
空
間
と
し
て
は
申

し
分
な
い
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。

大
学
に
入
り
、
こ
こ
か
ら
通
い
始
め
て
す
ぐ
父
が
東
京

に
転
勤
に
な
る
。
私
は
吋
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
』
に
描
か

れ
て
い
る
「
寄
宿
舎
」
な
る
も
の
に
憧
れ
て
い
た
の
で
、

寮
に
は
い
る
こ
と
に
し
、
父
は
、
今
で
い
う
単
身
赴
任
で
、

し
ば
ら
く
新
宿
の
若
葉
町
と
い
う
と
こ
ろ
に
間
借
り
し
て

い
た
。
父
の
転
勤
は
、
会
社
の
事
情
に
よ
る
緊
急
の
も
の

だ
っ
た
が
、
以
後
東
京
を
離
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
分

か
っ
た
時
点
で
、
現
在
の
中
野
に
建
設
中
の
家
を
求
め
、

生
活
の
本
拠
を
こ
こ
に
移
し
た
。
場
所
は
、
姉
の
家
の
近

く
に
と
い
う
こ
と
で
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

私
の
卒
業
と
も
重
な
っ
た
の
で
、
二
階
に
鹿
敷
と
私
の
部

屋
を
建
て
増
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
家
は
、
間
取
り
は
ま
あ
ま
あ
だ
が
、
普
請
は
あ
ま

り
い
い
と
は
い
え
ず
(
と
く
に
、
付
け
足
し
の
二
階
部

分
)
、
六
甲
の
家
に
比
べ
て
、
落
者
き
の
な
い
感
じ
が
し

た
。
た
だ
、
こ
こ
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
大
{
ゑ
さ
ん
が
、
三



百
坪
ほ
ど
の
庭
の
北
東
の
角
を
切
り
売
り
し
た
も
の
だ
っ

た
の
で
、
南
側
に
八
重
桜
だ
の
、
梅
だ
の
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク

だ
の
、
花
を
つ
け
る
樹
が
何
本
も
あ
り
、
ま
る
で
我
が
家

の
庭
の
ご
と
く
た
の
し
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
家
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
土
地
は
細
か
く
分
割
さ
れ
、
景
色

は
一
変
し
て
し
ま
っ
た
が
、
思
え
ば
そ
れ
ま
で
の
長
い
間
、

最
高
の
日
当
た
り
と
、
四
季
と
り
ど
り
の
庭
の
景
色
を
無

料
で
享
受
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
な
る
。

H
1
M
一
図
書
館
の
あ
る
す
ま
い

大
学
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
て
、
子
ど
も
と
本

に
関
わ
る
仕
事
に
つ
い
た
私
は
、
こ
の
家
の
玄
関
脇
に
あ

る
六
畳
ほ
ど
の
洋
間
を
使
っ
て
、
一
九
六
七
年
か
ら
近
所

の
子
ど
も
の
た
め
の
小
さ
な
図
書
室
|
家
庭
文
庫
i
を
は

じ
め
た
。
何
一
つ
広
報
は
し
な
か
っ
た
が
、
当
時
は
土
曜

の
午
後
半
日
に
、
苔
二
十
人
も
の
子
ど
も
が
出
入
り
す
る

賑
わ
い
で
、
部
居
の
ま
ん
中
で
「
ぼ
く
、
人
に
溺
れ
る
ウ

i
!
」
と
、
川
叫
ん
だ
子
が
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

文
庫
で
子
ど
も
た
ち
が
た
の
し
み
に
し
て
い
た
の
は
、

毎
週
の
「
お
は
な
し
の
じ
か
ん
」
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
途
中
で
折
れ
曲
が
っ
た
、
急
な
階
段
を
の
ぼ
っ
て
、

「
お
は
な
し
の
へ
や
」
(
二
階
の
座
敷
)
に
は
い
り
、
お

話
を
開
く
。
後
年
、
成
人
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
あ
の

階
段
を
の
ぽ
っ
て
い
く
の
が
、
異
空
間
へ
は
い
っ
て
い
く

よ
う
で
、
な
ん
と
も
心
が
と
き
め
い
た
と
聞
い
て
驚
い
た
。

あ
の
な
ん
の
変
哲
も
な
い
階
段
が
、
と
。
魔
法
を
招
く
仕

掛
け
は
、
子
ど
も
の
内
側
に
あ
る
の
だ
。
(
だ
か
ら
、
子

ど
も
用
の
施
設
で
、
い
か
に
も
ち
ゃ
ち
な
し
つ
ら
え
で
、

空
想
を
誘
う
仕
掛
け
を
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
苦
々
し

く
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
)

0

家
庭
文
庫
の
仕
事
が
少
し
ず
つ
発
展
し
て
、
法
人
組
織

の
小
さ
な
私
立
子
ど
も
図
書
館
が
発
足
し
、
活
動
の
拠
点

に
な
る
場
所
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、
年
を
と
っ
て
い
く

両
親
に
、
も
う
少
し
い
い
住
環
境
を
用
意
し
た
い
と
思
っ

た
こ
と
、
現
実
問
題
と
し
て
は
、
二
階
の
本
の
重
み
で
階

下
の
障
子
の
開
け
た
て
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
を
何

と
か
し
た
い
こ
と
、
等
々
が
あ
っ
て
、
こ
の
家
を
取
り
壊

し
、
間
じ
場
所
に
新
し
い
家
を
建
て
る
計
画
が
生
ま
れ
た
。

父
は
、
建
替
え
に
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
。
実
は
、
父

は
五
八
歳
の
と
き
、
脳
溢
血
で
倒
れ
、
二
年
近
い
闘
病
の

末
、
退
職
し
て
い
た
。
そ
の
時
点
で
、
社
宅
で
あ
っ
た
こ

の
家
を
買
い
取
り
、
自
分
の
も
の
に
し
て
い
た
こ
と
で
、

こ
の
建
替
え
も
可
能
に
な
っ
た
の
だ
が
、
健
康
を
取
り
戻

し
た
と
は
い
え
、
仕
事
の
望
み
は
断
た
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
「
建
替
え
は
お
れ
が
死
ん
で
か
ら
に
し
て
く

れ
」
と
い
う
。
そ
れ
を
押
し
切
っ
て
の
決
定
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
家
族
に
は
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
す
で
に
あ
る
家
に
入
っ
て
住
む
、
つ
ま
り
与

え
ら
れ
た
条
件
の
な
か
で
、
ど
う
住
ま
う
か
だ
け
が
問
題

だ
っ
た
の
が
、
こ
ん
ど
は
そ
の
条
件
自
体
を
自
分
で
考
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。
縁
あ
っ
て
設
計
を
扱
当
し

て
く
れ
た
の
は
、
ま
だ
全
員
一
一
一

O
代
前
半
の
建
築
家
三
人

の
チ
i
ム
で
、
こ
れ
は
、
そ
の
後
長
く
つ
づ
く
ご
縁
の
は

十
}
宇
品
川
ノ
ト
」
介
字
。
。

一
階
を
両
親
の
生
活
空
間
に
、
一
階
を
文
庫
と
そ
れ
に

関
係
あ
る
集
会
活
動
の
場
に
、
三
階
を
私
の
書
斎
兼
寝
室

に
と
い
う
基
本
構
想
で
、
計
画
は
進
め
ら
れ
た
。
条
件
を

我
が
手
!
と
い
う
よ
り
頭
?
i
で
創
り
出
す
と
は
い
っ
て

も
、
実
際
に
は
設
計
者
に
お
任
せ
す
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど

で
、
建
っ
た
当
初
は
自
分
の
家
と
い
う
よ
り
、
設
計
者
の

作
品
と
い
う
気
が
し
た
も
の
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
黄
色

い
外
壁
が
気
恥
ず
か
し
く
、
通
り
の
左
右
を
見
て
、
だ
れ

も
い
な
い
の
を
確
か
め
て
か
ら
、
家
に
走
り
こ
ん
だ
り
し

て
い
た
。
だ
が
、
家
は
住
ま
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長

(
変
化
?
)
す
る
と
い
う
と
お
り
、
三
十
年
近
く
経
っ
た

今
で
は
、
ふ
し
ぎ
に
す
っ
か
り
か
私
の
に
永
に
な
っ
て
い
る
。

黄
色
い
外
援
も
、
も
う
恥
ず
か
し
く
は
な
く
な
っ
た
!

両
親
は
こ
こ
で
ふ
た
り
と
も
九

O
を
過
ぎ
る
ま
で
生
き
、

こ
の
屋
根
の
下
で
最
期
を
迎
え
、
葬
儀
も
こ
こ
で
営
ん
だ
。

よ
い
住
環
境
が
長
生
き
を
可
能
に
し
た
と
思
う
。
と
く
に

北
向
き
の
、
冬
の
際
関
風
と
冷
え
の
ひ
ど
い
台
所
の
代
わ

り
に
、
東
側
に
窓
の
開
け
た
、
床
暖
房
の
台
所
は
、
料
理

好
き
の
母
へ
の
い
い
贈
り
物
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
結
果

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
私
だ
っ
た

の
だ
が
。

両
殺
の
死
後
、
一
階
を
す
っ
か
り
模
様
替
え
し
て
私
の

住
空
間
に
し
た
。
仕
事
の
ほ
う
で
も
、
図
書
館
に
新
し
い

建
物
が
与
え
ら
れ
て
、
文
庫
は
そ
ち
ら
に
移
っ
た
の
で
、

常
時
二
階
を
使
う
人
は
い
な
く
な
り
、
こ
の
大
き
な
三
階

建
て
は
自
下
私
の
独
り
占
め
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
な
っ
て
み
て
思
う
の
は
、
人
ひ
と
り
が
必
要
と
す
る

ス
ペ
ー
ス
は
ご
く
わ
ず
か
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
た
だ
し
、

必
要
と
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
み
で
は
、
お
そ
ら
く
精
神
は
閉

塞
感
に
苦
し
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
。



と
い
う
わ
け
で
、
住
ま
い
に
関
し
て
は
、
私
は
、
今
、

東
京
の
住
宅
事
情
で
は
申
し
訳
な
い
よ
う
な
賛
沢
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
現
在
あ
ま
り

使
わ
れ
て
い
な
い
二
、
一
二
階
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

だ
と
思
う
。
玄
関
も
二
つ
つ
け
、
プ
ラ
イ
ベ

i
ト
な
空
間

で
あ
る
一
階
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
使
え
る
ニ
階
と
が
完
全

に
切
り
離
せ
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
せ
っ
か

く
の
設
備
を
生
か
し
て
、
何
か
よ
い
呂
的
の
た
め
に
用
い

ら
れ
た
ら
、
と
願
っ
て
い
る
。
使
わ
な
い
と
退
化
す
る
の

は
、
頭
だ
け
で
は
な
い
。
使
わ
れ
な
い
部
屋
は
、
や
は
り

淋
し
そ
う
だ
し
、
沈
ん
で
く
る
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
、
気
づ
い
た
の
は
、
私
が
住
ま

い
に
つ
い
て
、
意
見
ら
し
い
意
見
を
も
っ
て
い
な
い
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
住
ま
い
に
十
分
満
足
し
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
人
が
仰
か
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
の
は
、
困
難
や
、
苦
し
み
に
直
面
し
た
と
き
だ
と
思
わ

れ
る
か
ら
。

父
は
、
ご
く
平
均
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
一
生
を

送
っ
た
。
親
か
ら
土
地
も
家
も
受
け
継
が
な
か
っ
た
の
で
、

結
婚
後
の
ほ
と
ん
ど
が
社
宅
暮
ら
し
だ
っ
た
。
そ
の
社
宅

も
、
規
模
も
造
り
も
、
当
時
の
ご
く
ふ
?
っ
の
、
い
わ
ゆ

る
「
借
家
」
だ
っ
た
が
、
私
と
し
て
は
、
そ
れ
に
何
の
不

満
も
な
か
っ
た
。
中
学
の
と
き
仲
良
く
し
て
い
た

Y
子
ち

ゃ
ん
は
、
お
祖
父
さ
ん
が
大
き
な
会
社
の
社
長
さ
ん
で
、

御
影
に
あ
る
彼
女
の
家
は
、
庭
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り
、

い
く
つ
あ
る
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
の
部
屋
の
ひ
と
つ
が
ビ

リ
ヤ
ー
ド
{
歪
だ
っ
た
り
す
る
「
豪
邸
」
で
あ
っ
た
が
、
か

と
い
っ
て

Y
子
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
を
自
慢
す
る
わ
け
で
な
く
、

私
も
羨
ま
し
く
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
も

の
だ
、
と
思
っ
て
い
た
か
ら
。

何
故
か
私
は
、
住
ま
い
と
い
う
の
は
、
親
や
性
別
と
問

じ
で
、
自
分
が
選
べ
る
も
の
で
な
く
、
最
初
か
ら
そ
の
中

で
生
き
る
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
う
つ
わ
の
よ
う
な
も
の
だ

と
思
っ
て
き
た
。
自
分
が
施
主
と
な
っ
て
家
を
建
て
る
経

験
を
経
た
今
で
さ
え
、
そ
の
思
い
は
捨
て
き
れ
な
い
。

十
ー
は
個
人
用
老
人
ホ
ー
ム
?

実
は
、
私
は
、
今
、
私
に
と
っ
て
は
十
五
番
目
の
住
ま

い
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
山
寝
を
建
て
て
い
る
。
こ
れ
は
、

私
か
ら
私
へ
の
古
希
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
の
だ
。
こ
こ
で
も
、

私
は
注
文
を
つ
け
は
す
る
が
、
肝
心
な
と
こ
ろ
を
す
べ
て

設
計
者
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
事
務
所
を
全

面
的
に
信
頼
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
が
、
出
来

上
が
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
自
分
が
つ
く
っ
た
も
の
と
し
て

で
な
く
、
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
受
け
取
り
た
い
気
持

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
あ
る
い
は
、
全
体
を
見
る
よ
り
、

こ
こ
に
何
を
置
き
、
こ
の
壁
に
何
の
絵
を
飾
り
、
と
い
っ

た
内
側
の
「
巣
作
り
」
的
た
の
し
み
の
ほ
う
に
、
よ
り
強

く
惹
か
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
。

山
荘
を
つ
く
る
と
い
う
決
心
に
た
め
ら
い
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
私
の
今
は
、
イ
ン
ド
流
に
い
え
ば
、
人

生
の
終
わ
り
の
「
林
住
期
」
か
ら
「
遊
行
期
」
、
仕
事
や

家
族
を
離
れ
て
森
に
住
む
か
、
あ
る
い
は
一
切
を
捨
て
て

さ
す
ら
う
か
と
い
う
と
き
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の

世
の
持
ち
物
を
捨
て
て
、
つ
ぎ
の
旅
の
た
め
に
身
軽
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
で
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
に
地

上
の
持
ち
物
を
増
や
す
な
ん
て
、
と
い
う
思
い
は
強
か
っ

た
。
た
だ
、
出
来
上
が
れ
ば
、
こ
れ
を
使
っ
て
く
れ
る
人

が
あ
と
あ
と
必
ず
い
る
と
思
い
、
そ
の
姿
を
思
い
描
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
、
計
画
を
進
め
る
気
持
に
な
れ
た
。

設
計
者
に
初
め
に
出
し
た
碁
本
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
個
人

用
修
道
院
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
(
「
尼
僧
院
」
と
い

う
べ
き
か
?
)
。
計
画
は
、
こ
の
当
初
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

相
当
離
れ
て
、
修
道
践
に
し
て
は
賛
沢
な
も
の
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
と
怖
れ
て
い
る
が
、
住
ま
い
方
と
し
て
は
、

質
素
と
清
擦
を
旨
と
し
て
、
美
し
く
暮
ら
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
計
画
が
進
ん
で
い
く
途
中
で
、
ふ
と
、
こ
れ
は

結
果
的
に
「
偶
人
用
老
人
ホ

i
ム
」
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
い
う
考
え
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、

な
ん
と
賛
沢
な
ホ
!
ム
で
あ
ろ
う
!
願
わ
く
ば
こ
こ
が
、

私
以
外
の
人
に
も
、

ωoロ
片
足
ぬ

mg門同盟
}
8
2
(独
り
居

と
静
け
さ
)
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
え
る
場
と
な
ら
ん
こ
と

が」
1
・

松
岡
卒
予
/
ま
つ
お
か
・
き
ょ
う
こ

児
議
文
学
者
。
東
京
子
ど
も
図
書
館
理
事
長
。

神
戸
女
学
院
大
学
英
文
学
科
、
慶
嶋
崎
義
塾
大
学
図
書

館
学
科
卒
業
。
一
九
六
一
年
渡
米
し
、
ウ
エ
ス
タ
ン

ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
続
で
児
童
図
書
館
学
専
攻
の
後
、

ボ
ル
チ
モ
ア
市
立
イ
l
ノ
ッ
ク
・
プ
ラ
ッ
ト
公
共
図

書
館
に
勤
務
。
帰
国
後
、
大
阪
市
立
中
央
図
書
舘
を

経
て
自
宅
で
家
庭
文
庫
を
開
き
、
児
島
且
文
学
の
翻
訳
、

創
作
、
研
究
を
続
け
る
。
七
悶
年
、
財
団
法
人
東
京

子
ど
も
図
書
館
を
設
立
。
九
二
年
、
九
四
年
、
国
際

ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
選
考
委
員
。

「
な
ぞ
な
ぞ
の
す
き
な
女
の
子
い
(
学
期
向
研
究
社
)
な

ど
の
創
作
、
『
し
ろ
い
う
さ
ぎ
と
く
ろ
い
う
さ
ぎ
』
(
福

音
館
書
応
)
な
ど
の
翻
訳
書
、
『
え
ほ
ん
の
せ
か
い

こ
ど
も
の
せ
か
い
い
(
日
本
エ
デ
ィ
タ
i
ス
ク
ー
ル
出

版
)
な
ど
の
大
人
向
け
の
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
著

書
多
数
が
あ
る
。



西
山
文
庫
が
本
格
的
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
一
九
九

七
年
一
一
月
八
日
、
あ
れ
か
ら
早
い
も
の
で
も
う
八
年

近
く
に
な
る
。
こ
の
間
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
関
係
者
の

時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
投
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
。
そ

の
全
体
像
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
生
前
に
厳

し
い
指
導
を
受
け
た
上
に
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
も
ま
だ

苦
労
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
不
謹
慎
腫
ま
り
な
い

が
あ
っ
た
ぐ
ら
い
だ
。

す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
研
究
に
お
い
て
多
大
の
業
績

を
残
し
た
西
山
知
三
は
、
そ
の
研
究
遺
産
の
点
に
お
い

て
も
際
立
っ
て
大
き
い
存
在
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
当
初

の
段
ボ
ー
ル
箱
六

O
O佃
に
な
ん
な
ん
と
す
る
研
究
資

料
の
雑
多
な
山
か
ら
、
現
在
で
は
分
類
さ
れ
た
資
料
フ

蔵書探訪・蔵書自慢

広原盛明ちづくり文庫

ア
イ
ル
が
整
然
と
並
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
天
地
人
と

い
う
一
言
葉
が
あ
る
が
、
私
に
は
こ
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
商
山
文
庫
は
た
ま
た
ま
時
代
の
流
れ
、
地

の
利
、
そ
し
て
人
の
輪
が
重
な
っ
て
奇
し
く
も
生
ま
れ

た
と
し
か
思
え
な
い
。
誰
そ
れ
が
頑
張
っ
た
と
か
、
誰

そ
れ
の
お
世
話
に
な
っ
た
と
か
、
そ
ん
な
個
々
の
レ
ベ

ル
を
超
え
た
大
き
な
偶
然
の
力
が
後
押
し
し
て
く
れ
た

よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
資
料
の
具
体
的
な
中
身

の
紹
介
は
次
回
、
安
藤
理
事
長
に
委
ね
る
と
し
て
、
私

は
な
ぜ
閉
山
文
庫
が
成
立
し
た
の
か
、
そ
の
時
代
背
景

と
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
語
り
た
い
と
思
う
。

* 

い
ま
か
ら
思
え
ば
、
最
大
の
難
関
は
資
料
そ
の
も
の写真は西山文庫で。左上の写真が主若者。

の
保
存
価
値
に
か
か
わ
る
大
論
争
だ
っ
た
。
こ
れ
が
そ

の
後
の
方
向
を
決
め
た
分
岐
点
だ
っ
た
と
思
う
。
研
究

資
料
の
保
存
を
め
ぐ
っ
て
判
断
す
る
の
は
、
そ
の
時
代

の
人
間
だ
。
だ
が
そ
の
時
点
で
、
私
た
ち
は
果
た
し
て

資
料
価
値
を
的
確
に
判
断
で
き
る
の
か
。
考
古
学
の
発

掘
現
場
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
が
生
じ
る
と
い
う
。

発
擁
し
で
も
そ
れ
を
保
存
し
分
析
で
き
る
だ
け
の
条
件

と
能
力
が
な
け
れ
ば
、
発
掘
は
破
壊
行
為
と
化
し
て
し

ま
う
。
西
山
資
料
の
多
く
が
ま
る
で
紙
屑
か
ガ
ラ
ク
タ

に
し
か
見
え
な
い
よ
う
な
中
で
、
ど
れ
を
残
す
か
残
さ

な
い
か
、
捨
て
る
の
か
捨
て
な
い
の
か
の
延
々
と
し
た

討
論
が
続
け
ら
れ
、
つ
い
に
整
理
保
存
で
は
な
く
一
括

保
存
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
が
大
変
だ
っ
た
。
細
切
れ
の
資

料
が
多
い
だ
け
に
整
理
作
業
は
難
航
し
た
。
で
も
い
ま

だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
が
、
や
は
り
一
括
保
存
の
判
断
は

正
し
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
資
料
整
理
が
進
む

中
で
、
西
山
資
料
が
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
研
究
の
シ

i
ズ
ベ
ッ
ド
(
苗
闘
)
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
次
第
に
わ
か
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
そ
の
こ
と
は
、

文
庫
訪
問
者
の
専
門
分
野
の
変
遷
を
み
て
も
よ
く
わ
か

る
。
当
初
は
建
築
分
野
の
若
手
研
究
者
が
多
か
っ
た
が
、

最
近
で
は
社
会
学
、
家
族
学
、
経
済
史
、
産
業
発
展
史
、

中
小
企
業
論
、
科
学
論
、
科
学
運
動
な
ど
の
広
範
な
研

究
分
野
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
西
山
文
庫
の
存
在
が

知
ら
れ
る
中
で
、
関
連
す
る
学
際
的
領
域
の
研
究
者
が

次
第
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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6 
こ
の
こ
と
は
、
西
山
の
研
究
資
料
が
す
ま
い
・
ま
ち

づ
く
り
研
究
の
発
展
に
応
じ
て
、
各
方
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
堪
え
る
だ
け
の
十
分
な
資
料
価
値
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
研
究
が
歴
史
的
視
践
に
立

脚
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
あ
る
時
期
に
脚
光
を
浴

び
た
と
し
て
も
、
次
の
瞬
間
に
は
文
字
ど
お
り
ガ
ラ
ク

タ
と
な
っ
て
時
代
か
ら
見
捨
て
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
点
で
西
山
の
研
究
は
時
代
の
制
約
を
免
れ
な
い
と
し

て
も
、
戦
中
戦
後
を
通
し
て
開
花
し
た
す
ま
い
・
ま
ち

づ
く
り
研
究
は
、
戦
後
六

O
年
の
現
在
に
至
っ
て
も
い

ま
だ
輝
き
を
失
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
草
創
期
の
原
資

料
と
し
て
の
資
料
価
値
は
、
各
専
門
分
野
か
ら
の
比
較

研
究
の
対
象
と
し
て
も
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

* 

し
か
し
、
問
題
は
こ
れ
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
西
山
文
庫
の
名
前
に
こ
だ
わ
り
、
戦
前
か
ら
現

在
に
か
け
て
の
関
連
資
料
を
通
史
的
に
網
羅
す
る
こ
と

に
精
力
を
傾
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
昭
和
す
ま
い
・

ま
ち
づ
く
り
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
と
し
て
昭
和
期
に
特
化

し
た
研
究
資
料
館
と
し
て
の
発
展
方
向
を
目
指
す
の
か
、

そ
の
あ
た
り
の
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
ま
だ
描
き
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
だ
。
お
そ
ら
く
は
自
前
で
そ
の
方
向
を
見
い

だ
す
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
の
リ
ソ
ー
ス

を
わ
れ
わ
れ
の
力
で
調
達
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
か
ら

字、-。
ナ
ム

だ
と
す
れ
ば
、
関
連
学
会
や
各
大
学
に
呼
び
か
け
て

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
探
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
し
て
そ

の
場
合
に
は
、
後
者
の
昭
和
研
究
資
料
館
と
し
て
の
方

向
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
有
望
な
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
の
が
呂
下
の
私
の
考
え
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
各
大
学

や
各
研
究
室
に
昭
和
期
を
代
表
す
る
す
ま
い
・
ま
ち
づ

く
り
の
研
究
資
料
の
提
出
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
ら
の
統

一
名
称
を
「
昭
和
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
」
と
す
れ
ば
、
共
同
運
営
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思

う
か
ら
だ
。

そ
ん
な
こ
と
な
ど
「
夢
の
ま
た
夢
」

れ
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
現
状
を
維
持
し
て
い
く
だ
け

で
も
子
い
っ
ぱ
い
で
は
、
「
む
べ
な
る
か
な
」
と
い
う

べ
き
だ
ろ
う
。

で
も
、

とニ一一口わ

広
原
蜂
明
/
ひ
ろ
は
ら
・
も
り
あ
き

龍
谷
大
学
法
学
部
教
校
。

N
P
O法
人
凶
山
知
一
一
一
記

念
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
文
庫
副
理
事
長
。

一
九
六
一
年
、
京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。

六
五
年
、
同
大
学
院
憾
士
課
程
修
了
。
京
都
府
立
大

学
役
目
抽
出
子
科
教
授
を
経
て
、
九
一
一
1
九
八
年
、
伺
大

学
常
長
。
こ
の
問
、
八
間
1
八
五
年
、
ロ
ン
ド
ン
大

学
都
市
計
的
令
部
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
政
印
刷
a

究

所
に
客
員
研
究
員
と
し
て
学
ぶ
。
住
民
の
生
沼
や
住

環
境
改
善
な
ど
暮
ら
し
に
街
着
し
た
視
点
か
ら
の
ま

ち
、
つ
く
り
研
究
、
ま
ち
つ
く
り
支
媛
活
動
を
行
な
う
。

「
少
子
高
鈴
社
会
の
都
市
住
宅
学
』
(
編
著
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
一
段
)
、
『
日
本
の
都
市
法
』
(
共
著
、
東
京
大

尚
子
出
版
会
)
、
『
提
言
・
大
渓
災
に
学
ぶ
住
宅
と
ま
ち

づ
く
り
』
(
共
濯
、
東
邦
出
版
)
な
ど
著
者
多
数
が

あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
会
副
会
長
、
阪
神
・

淡
路
ま
ち
づ
く
り
支
援
機
械
名
誉
代
表
を
務
め
る
。



に
固
ま
れ
て
ー
ー
ー
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
暮
ら
し

『
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
コ
ウ

ハ
ウ
ジ
ン
グ
』
の
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
に
あ
る
キ

ッ
チ
ン
に
集
ま
っ
た
の
は
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
で
あ
る
リ
!
と
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
留
学

生
で
こ
の
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
一
軒
に
下
宿

し
て
い
る
サ
ル
パ
ド

i
ル
、
そ
し
て
日
本
か

ら
の
ボ
ク
の
三
人
で
あ
る
。
今
夜
の
コ
モ
ン

デ
ィ
ナ
ー
の
調
理
当
番
で
あ
る
リ
!
の
名
づ

け
た
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ

i
ム」

だ
。
今
回
の
シ
ェ
フ
で
あ
る
リ

l
は
、
今
日

の
当
番
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
て
、
仕
事
を
片

付
け
ら
れ
ず
に
職
場
を
離
れ
た
ら
し
く
、
受

話
器
を
一
局
に
挟
ん
で
あ
ち
こ
ち
に
連
絡
を
続

け
な
が
ら
の
調
理
と
な
っ
た
。
調
理
途
中
同

じ
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

i
で
あ
る
デ
ブ
が
子
ど
も

を
連
れ
て
「
今
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
は
何
か

な
?
」
と
覗
き
に
来
る
し
、
七

O
歳
を
越
、
え

て
い
な
が
ら
ま
だ
現
役
で
働
い
て
い
る
ニ

i

ナ
が
、
様
子
を
見
に
来
た
り
す
る
。
山
首
が
そ

の
夜
の
コ
モ
ン
デ
ィ
ナ
ー
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
し
、
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
が
皆
の
集
ま
っ
て

来
る
暮
ら
し
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

* 

北
欧
に
広
が
っ
た
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス

の
暮
ら
し
方
が
、
建
築
家
で
あ
る
ケ
イ
テ
ィ

ー
&
チ
ャ
ッ
ク
夫
妻
に
よ
っ
て
一
九
八

O
年

代
に
ア
メ
リ
カ
に
紹
介
さ
れ
、
コ
ウ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
と
呼
ば
れ
全
米
に
広
が
っ
て
い
た
。
ボ

ク
自
身
の
住
ま
い
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
日

常
に
、
日
出
住
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
存
在
し
な
い
と
疑
問
を
感
じ
、
ア
メ
リ

カ
に
広
が
る
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
の
暮
ら
し

方
を
是
非
体
験
し
た
い
と
訪
れ
た
の
が
こ

0

0
0年
春
で
あ
る
。
チ
ャ
ッ
ク
か
ら
同
じ
市

内
に
あ
る
小
規
模
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
あ
る

『
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
コ
ウ
ハ

ウ
ジ
ン
グ
』
に
暮
ら
す
ニ

i
ナ
を
紹
介
さ
れ
、

コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
暮
ら
し
を
体
験
し
な
が

ら
、
居
住
者
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通

じ
て
、
彼
ら
の
暮
ら
し
の
中
を
少
し
だ
け
覗

か
せ
て
も
ら
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

@
参
加
し
て
つ
く
る
、
参
加
し
て
暮
ら
す

コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

居
住
者
た
ち
が
自
主
参
加
し
て
プ
ロ
セ
ス
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
、
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
入
院
出
後
に
閉
じ
敷
地
の

中
に
暮
ら
す
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
、
安
心
の
で
き
る
暮
ら
し

を
実
現
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
だ
。

入
居
後
の
暮
ら
し
も
計
画
段
階
と
同
じ
ス

タ
イ
ル
で
、
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
全
体
の
運
営

を
底
伎
者
た
ち
が
主
体
的
に
行
な
う
。
建
物
、

設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
の
た
め
に
定
期
的
な
会
議
を
行
な
い
、
共

用
費
の
管
理
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
範
囲
に

及
ぶ
。そ

し
て
共
用
施
設
と
し
て
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス

を
持
つ
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
皆
で
一
緒
に
使
、
え
る
キ
ッ
チ
ン
や
、
ダ
イ

ニ
ン
グ
ル

l
ム
の
他
に
、
皆
で
一
緒
に
持
ち

た
い
と
計
画
段
階
で
相
談
し
た
設
備
も
整
っ

て
い
る
。
関
室
田
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
り
、
小

さ
な
子
ど
も
の
プ
レ
イ
ル

i
ム
、
来
客
が
宿

泊
す
る
た
め
の
ゲ
ス
ト
ル

i
ム
を
持
つ
こ
とコモンハウスにある広々として作業しやすいオーフ。ンキッチン。

も
あ
る
。
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
に
は
も
ち

ろ
ん
全
て
の
設
備
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で

も
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
に
行
っ
て
家
事
を
し
た
り
、

仲
間
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
誰
も
が
大
切

な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

毎
日
の
暮
ら
し
で
と
て
も
重
要
な
こ
と
と

し
て
コ
モ
ン
デ
ィ
ナ
ー
が
あ
る
。
週
に
数
回

(四
1
五
回
の
所
も
あ
れ
ば
、
こ

i
三
回
の

相
場
合
も
あ
る
)
、
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
で
居
住
者

た
ち
が
一
緒
に
夕
食
を
囲
む
。
居
住
者
が
交

代
で
当
番
と
な
り
皆
の
た
め
に
-
調
理
す
る
。

一
か
月
に
一
度
程
度
自
分
の
当
番
を
勤
め
れ

ば
、
残
り
の
日
々
は
夕
食
の
支
度
も
片
付
け

も
す
る
必
要
が
な
い
!
食
事
を
す
る
か
ど

う
か
は
居
住
者
自
身
の
希
望
に
よ
る
の
で
、

お
お
よ
そ
五

i
六
割
の
人
が
参
加
す
る
と
い

っ
た
と
こ
ろ
か
。
集
ま
っ
て
く
る
居
住
者
た

ち
と
食
卓
を
潤
み
話
が
弾
め
ば
、
大
き
な
家

族
と
一
緒
に
食
事
を
し
て
い
る
雰
囲
気
で
、

何
の
違
和
感
も
な
い
。
毎
週
の
こ
と
だ
か
ら
、

食
事
が
済
め
ば
皆
さ
っ
さ
と
自
宅
に
引
き
上

げ
て
し
ま
い
、
そ
の
点
は
実
に
ド
ラ
イ
で
あ
る
。

@
こ
こ
以
外
で
暮
ら
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

リ
ー
た
ち
と
用
意
し
た
夕
食
の
席
で
、
同

じ
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
た
人
た
ち
と
、
い
つ
も

の
よ
う
に
話
が
弾
む
。

n
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「
ゃ
あ
、
今
夜
も
調
理
を
手
伝
っ
た
ん
だ
っ

て
?
ご
苦
労
様
だ
っ
た
ね
」

「
い
つ
も
の
よ
う
に
野
菜
を
切
っ
た
り
、
鍋

を
洗
っ
た
り
す
る
だ
け
で
、
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
な
あ
」

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
。
こ
こ
で
は
ね
、
み
ん
な

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
す
る
こ
と

で
、
全
体
の
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る
ん

だ
よ
。
カ
ズ
オ
が
自
分
の
待
問
を
割
い
て
、

皆
の
た
め
に
手
伝
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
こ
う

し
て
皆
食
事
が
で
き
る
ん
だ
か
ら
ね
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
と
こ
ろ
で
、
日
本
に
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は

あ
る
の
?
」

「
い
や
あ
、
ま
だ
一
つ
も
実
現
し
て
い
な
い

ん
で
す
よ
。
ボ
ク
が
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
、
同
じ
建
物
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

同
士
が
挨
拶
も
交
わ
さ
な
い
状
況
で
ね
。
そ

ん
な
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
、
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
経
験
し
た
い
と
思
っ
て
来
た
ん
で
す

ト
ム
」「

ア
メ
リ
カ
で
も
閉
じ
だ
よ
。
一
般
社
会
に

あ
る
一
戸
建
て
住
宅
街
で
も
集
会
住
宅
で
も
、

隣
に
住
む
住
人
と
挨
拶
な
ん
か
し
な
い
し
、

隣
の
人
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
な
い
ん
だ

よ
。
で
も
こ
こ
で
は
違
う
よ
。
山
首
大
き
な
家

族
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
ね
」

「
へ
え

1
、
家
族
み
た
い
?
」

「
そ
ぉ
、
た
と
え
ば
ボ
ク
の
子
ど
も
は
一
人

だ
け
れ
ど
、
こ
こ
に
は
兄
弟
み
た
い
な
友
達

が
沢
山
い
る
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
さ

ん
の
よ
う
に
気
を
か
け
て
く
れ
る
人
た
ち
が

い
つ
も
近
く
に
い
る
か
ら
ね
。
子
ど
も
を
育

て
る
環
境
と
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ
な
」

一緒に食事を屈めば、大きな家族の団緊の時間である O

多様な家族がバランスのとれたコミュニティを選択して集まった。

「
な
る
ほ
ど
。
羨
ま
し
い
で
す
ね
」

「
も
ち
ろ
ん
良
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
ん

だ
よ
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
考
、
え
や
希
望

を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
何
を
決
め
る
に
も
話

し
合
い
に
時
間
が
か
か
る
し
ね
、
時
に
は
意

見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
」

「
そ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
?
」

「
皆
長
く
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
仲
間
だ
か

ら
、
お
瓦
い
の
こ
と
は
良
く
知
っ
て
い
て
、

話
し
合
い
を
続
け
て
解
決
し
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
そ
う
し
て
い
け
る
ん
だ
。
そ
れ
に

ね
、
こ
れ
だ
け
良
く
知
り
合
っ
て
い
る
仲
間

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
安
心
感
は
他
に
は

な
い
か
ら
、
こ
こ
以
外
で
暮
ら
す
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
」

@
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
コ
ウ
ハ

ウ
ジ
ン
グ
は
、
一
四
世
帯
一
一
一
一
ニ
人
が
暮
ら
す

小
規
模
な
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
あ
る
。
一
一

0

0
0年
当
時
は
一
歳
の
幼
児
か
ら
七

O
歳
を

超
え
る
高
齢
者
が
暮
ら
し
て
い
た
。
高
齢
者

の
一
人
暮
ら
し
が
三
世
帯
、
子
ど
も
が
い
な

か
っ
た
り
子
育
て
が
終
わ
っ
た
カ
ッ
プ
ル
が

四
世
帯
、
子
ど
も
の
い
る
カ
ッ
プ
ル
が
三
世

様
、
そ
し
て
片
親
家
族
が
回
世
帯
で
あ
る
。

そ
の
他
に
サ
ル
パ
ド

l
ル
と
、
も
う
一
人
男

性
が
子
ど
も
の
い
な
い
カ
ッ
プ
ル
の
家
に
そ

れ
ぞ
れ
下
宿
し
て
い
る
。
多
世
代
、
さ
ま
さ

ま
な
家
族
構
成
が
暮
ら
し
て
い
る
が
、
宗
教

や
思
想
的
に
偏
っ
た
人
た
ち
で
は
な
い
。
こ

こ
の
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
は
ア
フ
ォ

l
ダ
ブ

ル
住
宅
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

低
所
得
者
の
家
族
も
い
る
が
、
暮
ら
す
誰
も

が
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
あ
る
。

現
在
ア
メ
リ
カ
に
は
百
を
超
え
る
コ
ウ
ハ

ウ
ジ
ン
グ
が
実
現
し
て
い
る
と
開
く
。
多
く

の
家
族
が
集
ま
っ
て
暮
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

資
源
を
無
駄
に
せ
ず
環
境
に
配
慮
も
し
た
暮

ら
し
を
実
現
し
て
い
る
。
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

に
暮
ら
す
人
た
ち
は
、
皆
と
一
緒
に
過
ご
す

こ
と
も
、
一
人
で
静
か
に
過
ご
す
こ
と
も
選

択
で
き
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
に
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

役
割
を
担
い
、
お
互
い
を
尊
重
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
核
家

族
が
当
た
り
前
で
、
さ
ら
に
そ
の
一
人
一
人

が
孤
立
す
る
場
合
も
多
い
境
代
の
一
般
社
会

で
、
士
口
く
か
ら
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
今

日
の
感
覚
で
作
り
直
し
た
も
の
と
い
え
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
し
た
と
い
っ

て
よ
い
日
本
に
も
、
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
実

現
す
れ
ば
安
心
し
た
暮
ら
し
を
多
く
の
人
が

予
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
帰
国

後
仲
間
と
立
ち
上
げ
た
『

N
P
O
コ
ウ
ハ
ウ

ジ
ン
グ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
』
は
、
そ
ん
な
コ

ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

柳
川
一
夫
/
ゃ
な
が
わ
・
か
ず
お

附
明
治
大
学
法
学
部
卒
業
。
イ
ン
テ
リ
ア
・
フ
ア
ブ

リ
ッ
ク
輸
入
商
担
勤
務
後
、
二
0
0
0
年
、
ア
メ

リ
カ
・
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
暮
ら
し
を
体
験
。
二

O
O
一一一年、

N
P
O
コ
ウ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
パ

i
ト

ナ
!
ズ
を
設
立
、
理
事
・
事
務
局
長
就
任
。



最
近
の
動
告

NEWS 
LETT臣段

二
O
O五
年
度
の
助
成
研
究
者
が
一
向
に

会
し
、
交
流
を
深
め
る

2005年

6/17 2005年度キックオフミーテイング
2004年助成研究選奨論文発表会

6/18 第4呂ハウスアダブテーション・コ
ンクール優秀率190発表フォーラム
首&63jiiJミニシンポジウム「住宅組合
論争J

第58回f主教i'i委員会

第211ii1ハウスアダブテーション研究
委H会

第25隠{主総研シンポジウム「郊外団
地の再生」

第28悶江戸東京フォーラム委員会
第831mrすまいろんJ 編集委員会

第181ii1小規模7 ンション維持管理研
究委員会

百W4llil研究運営委員会
小木新造江戸東京フォーラム委員長
出版記念パーティ

第 167閏江戸東京フォーラム「再考一
小木新進の江戸東京学」
第22回ハウスアダプテーション研究
委員会

9/16 第19閲小規模7 ンション維持管理研
究委員会

9/22 第1681ii1江戸東京フォーラム「ノ.j(よか
ら江戸東京学をみる 品川!の水辺と
?荷主品J

第741辺情報委員会
第18悶f主教育フォーラム「路地袋の
子どもの1舌場所づくり コミュニテ
ィ・アートの切り口から」

10/14 第64回すまいろんミニシンポジウム
「すまいにおける写真・写真におけ
るすまい」

10/15 第12悶枇界のすまい方フォーラム
「ブレ・モダンの住まい方と{上まい

のかたちーポスト・モダンのf士まい
方を探る」
容ザ恒!世界のすまい方フォーラム委
JPl:lt 

第84厨「すまいろんJ編集委員会

第5回ハウスアダプテーション・フ
ォーラム「ノ、ウスアダブテーション
における自治体の役割再考 北九州
方式から学ぶ身近で信頼できる相談
窓口」

11/20 第169図江戸東京フォーラム「下北沢
の魅力一日本型都市再生のあり方を
探る J (仮題)

7/1 

7/4 
7/5 

7/9 
7/19 
7/19 

尾
委
員
長
か
ら
趣
旨
説

明
が
あ
り
、
表
彰
に
引

き
続
き
、
研
究
治

0
3

0
9
主
査
神
士
口
紀
依
子

(
京
都
大
学
)
、
治

0

3
1
2
、
玉
木
刀
川
本
意
放

(
京
都
女
子
大
学
)
、

尚

0
3
1
4
主
査
浜
本
篤
史
(
日
本
学
術
振
興

会
)
、
ぬ

0
2
0
2
主
査
代
行
伊
丹
康
二
(
聞
紙
中

市
政
研
究
所
)
の
四
人
の
受
賞
者
に
よ
る
講
演
が

行
な
わ
れ
た
。
研
究
内
容
に
加
え
て
、
研
究
方
法

や
成
果
に
つ
い
て

の
反
省
点
な
ど
が

具
体
的
に
話
さ
れ
、

本
年
度
助
成
研
究

者
に
と
っ
て
、
大

き
な
励
ま
し
に
な

っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

講
演
終
了
後
、

昨
年
と
同
様
、
当

深尾研究運営委員長。

7/8 

助成研究選奨の表彰式。

7/22 
8/28 

9/6 

9/6 

10/3 
10/9 

財団中庭で交流会を。

財
団
の
中
庭
で
簡
単
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
よ
る
交

流
会
が
出
陣
さ
れ
た
。
「
住
ま
い
」
に
関
す
る
研
究

者
が
一
同
に
集
う
機
会
が
少
な
い
中
で
、
苦
手
を

山
中
心
と
し
た
活
発
な
情
報
交
換
が
行
な
わ
れ
、
名

伐
情
し
さ
を
残
し
つ
つ
閉
会
し
た
。

印
刷
効
成
・
出
版
助
成
決
ま
る

第
一
一
回
問
研
究
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
印

刷
助
成
と
出
版
助
成
の
審
査
が
行
な
わ
れ
た
。

応
募
数
は
、
印
刷
助
成
が
二
件
、
出
版
助
成
が

七
件
で
、
審
査
の
結
果
、
会
て
が
採
択
さ
れ
た
。

本
年
度
の
採
択
内
容
は
次
の
と
お
り
。

*
~
上
波
名
(
敬
称
略
)
↓
所
同
・
職
位
↓
題
目
の
順
で
記
紋

〈
印
腕
助
成
〉

・
高
井
宏
之
(
三
重
大
学
助
教
授
)

「
大
規
模
集
合
住
宅
に
お
け
る
共
用
空
間
・
施
設

の
経
年
変
化
に
関
す
る
研
究
」

-
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
(
小
木
新
造
)

「
「
江
戸
東
京
時
代
』
の
生
活
と
政
治
」

10/18 
11/19 

第115凶研究巡営委員会
第23閉ハウスアダブテーション研究
委員会

第59回住教育委員会

第116図研究運営委員会
第7回「住まい・まち学留J 実践報
告・論文発表会

7/14 第26間住総研シンポジウム

太字のものは記事を掲絞しています。

2006年
1/9 
2/11 

3/8 
4/15 
4/22 

〈
出
版
助
成
〉

・
佐
藤
彰
男
(
大
手
前
大
学
助
教
授
)

「
テ
レ
ワ

i
ク
の
社
会
学
的
研
究
|
情
報
化
が
も

た
ら
す
住
空
間
と
労
働
空
間
の
変
容
川
」

-
碇
喜
久
枝
(
住
ま
い
か
ら
福
祉
を
考
、
え
る
会
)

「
「
一
『
O
印

印

白

訂

ロ

ヨ

O
」

-
横
山
勝
樹
{
女
子
美
術
大
学
教
授
)

「
犯
罪
紡
止
を
め
ざ
し
た
都
市
計
画
一
米
英
に
お

け
る
展
開
(
翻
訳
)
」

-
泉
問
英
雄
室
長
術
技
術
科
学
大
学
助
教
授
)

「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
と
植
民
地
都
市
i
4海
域
ア
ジ

ア
の
都
市
形
成
(
仮
)
」

-
巽
和
夫
(
巽
和
夫
建
築
研
究
所
代
表
)

「
ス
ケ
ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル
|
持
続
型
社
会
の

ハ
ウ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
川
(
仮
ご

-
河
野
裕
(
河
野
裕
建
築
設
計
~
事
務
所
代
表
)

「
0
0
2
n
g
ω
一口〈
O

コ
一
白
(
デ
・
フ
ァ
ク
ト
・
ス
ロ
ベ
ニ

ア
)
上
泉
欧
ス
ラ
ブ
の
建
築
的
知
性
川
(
仮
ご

-
小
木
新
造
(
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
)

「
江
戸
東
京
学
」

昨
年
度
に
引
き
続
き
「
二

O
O五
年
度
研
究
助

成
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
間
開
催
さ
れ
た
。

研
究
運
営
委
員
会
の
深
尾
精
一
委
員
長
か
ら
こ

0
0五
年
度
研
究
助
成
の
審
査
経
過
報
告
い
が
あ
り
、

谷
直
樹
、
中
仕
切
明
子
、
加
藤
信
介
各
委
員
か
ら
感

怒
が
述
べ
ら
れ
た
。
引
き
続
き
、
ニ

O
O五
年
度

研
究
助
成
に
採
択
さ
れ
た
主
査
の
紹
介
が
行
な
わ

れ
た
。休

憩
を
挟
ん
で
、

二
O
O
四
年
度
か

ら
設
け
ら
れ
た

「
助
成
研
究
選

奨
」
の
表
彰
式
が

行
な
わ
れ
た
。
深



イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

少
子
高
齢
化
社
会
へ
向
け
た
、

の
課
題
を
採
る

団
地
再
生

第
二
五
附
伎
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
郊
外
団
地

の
再
生
」
は
、
七
月
八
日
、
建
築
会
鈴
ホ
|
ル
を

満
席
と
す
る
一
七
五
名
が
参
加
し
て
間
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
は
、
一
九
五

0
年
代
に
建
設
さ
れ
た

同
地
問
生
の
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
サ
一
判
手
研
究
者

で
あ
る
原
問
陽
子
氏
(
福
井
ふ
入
学
ふ
入
学
院
助
手
)

か
ら
、
生
活
捌
聞
の
自
律
を
目
指
し
た
応
住
環
境
の

継
続
と
応
住
者
参
加
の
実
態
と
課
題
に
つ
い
て
。

腎
我
部
品
史
氏
(
東
京
装
術
大
学
助
教
授
)
と
問

中
皇
彦
氏
(
岡
大
学
非
常
勤
講
師
川
)
に
よ
る
、
映

像
を
尚
一
じ
た
団
地
の
公
共
空
間
の
活
用
に
つ
い
て

の
新
た
な
建
築
的
手
法
の
紹
介
。
印
山
地
市
内
生
卒
業

を
長
年
手
が
け
て
こ
ら
れ
た
品
川
橋
徹
也
氏
(
都
市

プ
ラ
ン
ナ
ー
)
か
ら
、
羽
生
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
行
政
、
住
民
組
織
、
事
業
者
の
三
者
に
よ
る

パ
i
ト
ナ

i
シ
ソ
ブ
づ
く
り
が
重
要
と
い
う
「
同

地
持
生
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
確
立
」
の
提
案
が
さ
れ
た
。

本
テ
!
?
余
同
者
で
あ

る
初
見
学
委
員
(
京
京
理

科
大
学
教
授
)
の
可
会
で

進
め
ら
れ
た
パ
、
不
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
質

疑
応
答
と
会
開
明
か
ら
の
な

見
交
換
が
活
発
に
行
な
わ

れ
、
示
唆
に
お
む
議
論
が

な
さ
れ
た
。

記
録
は
本
H

勺
別
冊
と
し
て
刊
行
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ
テ

l
シ
ヨ

ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
事
例
発
表
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
六
月
一
八
日
に
開
催
し
た
。
ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ
テ

i
シ
ヨ
ン
の
当
事
者
の
方
も
含
め
受
賞
者
会
員
が

全
凶
各
地
か
ら
出
席
さ
れ
、
会
場
も
満
員
と
な
り
、

大
盛
況
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

発
表
者
か
ら
は
、
ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ
テ

l
シ
ョ
ン

に
至
っ
た
経
緯
、
そ
れ
に
と
も
な
う
生
活
の
変
化

な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
審
木
札
口
尽
か
ら
の
講
評
、
会
場

の
参
加
者
か
ら
の
滋
兄
を
交
え
、
議
論
が
深
め
ら

れ
た
。今

凶
の
発
表
事
例
か
ら
は
、
生
活
し
た
時
間
に

よ
っ
て
建
設
時
よ
り
も
住
ま
い
が
豊
か
に
な
っ
て

い
た
こ
と
、
生
活
の
変
化
に
う
ま
く
対
応
し
、
使

い
こ
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ア
ダ
ブ
テ

i
シ
ョ
ン

を
し
て
い
く
過
抑
制
が
重
要
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、

常
に
多
く
の
人
び
と
が
か
か
わ
り
、
集
団
の
知
恵

に
よ
っ
て
住
宅
を
つ
く
り
上
げ
る
過
程
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
、
ま
と
め
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

パネルディスカッション風景。

。

キ

己

主

方

員

婚

の

委

口
問
者
査

/
念
/
讃
審

左
記
下
受
と

第

5
回
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
l
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
予
告

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
食
事
例
か
ら
、

ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ
テ
|
シ
ヨ
ン
に
あ
た
っ
て
の
、
き

っ
か
け
と
な
る
相
談
体
制
の
重
姿
性
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
「
ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ
テ

i
シ
ョ
ン

に
お
け
る
自
治
体
の
役
割
再
考

i
北
九
州
方
式
か

ら
学
ぶ
身
近
で
信
頼
で
き
る
相
談
窓
口
」
と
聞
出
し

て
、
各
区
に

O
T、
p
?を
配
置
し
建
築
士
と
も

連
携
を
と
っ
て
い
る
「
北
九
州
方
式
」
と
呼
ば
れ

る
体
制
に
つ
い
て
深
掘
り
す
る
と
問
時
に
、
板
紙
、

千
葉
、
神
奈
川
で
行
な
わ
れ
て
い
る
相
談
体
制
も

紹
介
す
る
。

日

時

二

O
O五
年
一
一
月
一
九
日
(
土
)

一
一
二
二
一
一

o
l
一
七
一

0
0

会
場
一
建
築
会
館
会
議
室
(
東
京
都
港
区
芝
)

詳
細
豆
古
一
¥
〉
2
5
5
0
r
g
c三百
¥
r
o
a
m
g
v
g

問
い
合
わ
せ
一
ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ
テ
l
シ
ョ
ン
担
当
ま
で

第
5
回
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
l
シ
ョ
ン
i
住
ま
い

の
叫
ハ
リ
ア
フ
リ

l
iコ
ン
ク
ー
ル
事
例
募
集

ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ
テ
|
シ
ョ
ン
事
例
の
コ
ン
ク

i

ル
を
今
年
度
も
開
催
す
る
。
応
募
対
象
は
、
ハ
ウ

ス
ア
ダ
ブ
テ

i
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
一
年
以
上
居

住
し
て
い
る
日
本
国
内
の
事
例
で
、
ハ
ウ
ス
ア
ダ

ブ
テ

i
シ
ョ
ン
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
が
応
募

対
象
者
と
な
る
。
ム
ぬ
鈴
者
・
障
害
者
の
自
立
促

進
・
社
会
参
加
等
に
つ
な
が
っ
た
ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ

テ
i
シ
ョ
ン
の
事
例
を
実
践
さ
れ
た
方
は
、
ふ
る

っ
て
応
募
い
た
だ
き
た
い
。

応
募
締
切
り
一
二

O
O六
年
一
月
一
一
ご
日

問
い
合
わ
せ
一
ハ
ウ
ス
ア
ダ
ブ
テ
|
シ
ヨ
ン
担
当
ま
で

第

7
闘
「
住
ま
い
・
ま
ち
学
腎
」
実
践
報

告
・
論
文
公
募

七
年
白
と
な
る
今
回
も
、
学
校
・
地
域
な
ど
で

行
な
わ
れ
て
い
る
「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
の
実

践
・
研
究
の
成
果
を
募
集
す
る
。
教
育
・
都
市
計

的
・
建
築
・
造
閲
・
美
術
・
市
民
活
動
な
ど
幅
広

い
分
野
の
方
か
ら
の
応
募
を
期
待
し
て
い
る
。

寄
せ
ら
れ
た
実
践
報
告
・
論
文
を
論
文
集
と
し

て
発
行
す
る
と
と
も
に
、
分
野
・
学
会
を
越
え
た

意
見
交
換
の
場
と
し
て
「
発
表
会
」
を
開
催
す
る
。

テ
!
?
一
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
同

i
次
代
の
よ
き
住

ま
い
子
・
っ
く
り
予
を
脊
む

原
稿
締
切
一
二

O
O六
年
二
月
一

O
日

詳
細
一
室
司
¥
〉
喜
三

g
c
r
g
cご
E
E
S
S
E
E
g

執
筆
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
一
住
教
育
担
当
ま
で

肘
i
H
H
S
口
一

o
r白
N
白
笠
⑤
〕
己
目
。
片
巾
ロ
・
0
叶
・
芯

浴
話
一

8
1
2∞仏
i

目
白

「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
実
践
報
告
・
論
文
集

6

発
行
(
編
日
住
教
育
委
員
会
)

第
六
回
公
募
で
寄
せ
ら
れ
た
一
ニ
一
編
の
実
践
報

告
・
論
文
、
住
教
古
河
委
員
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
、

「
発
表
会
」
で
の
討
論
内
容
を
掲
載
し
て
い
る
。

学
校
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
学
期
間
や
、
ま
ち
、
つ
く

り
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
報
告
な
ど
、
学
校
教

育
・
建
築
・
都
市
計
画
・
造
関
・
美
術
な
ど
幅
広

い
分
野
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
由
来
践
・

研
究
へ
の
示
唆
に
富
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

A
4
判
別
ぺ

l
ジ
・
本
体
側
絡

1
2
0
0
円
十
税

(
お
申
し
込
み
は
、
丸
善
営
業
部
〈
電
話

8
1
S芯

I
C日
N
H〉
へ

)



江
戸
東
京
学
の
メ
ン
バ
ー
が
集
う

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ

小
木
新
造
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
長
の
出

版
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
、
八
月
一
一
八
段
、
当
財
団
で

閉
山
間
し
た
。

一
九
八
三
年
、
小
木
委
員
長
に
よ
っ
て
提
略
さ

れ
た
「
江
戸
東
京
学
」
は
、
当
時
画
期
的
な
出
来

事
で
あ
っ
た
。
日
本
の
近
般
か
ら
近
代
へ
の
大
き

な
変
選
期
を
扱
う
の
に
、
都
市
「
江
戸
東
京
」
の

迷
続
性
を
「
東
京
(
と
う
け
い
)
時
代
」
と
い
う

一
一
一
一
同
業
と
と
も
に
新
た
な
史
論
が
提
示
さ
れ
、
我
々

に
新
鮮
な
視
点
が
与
え
ら
れ
た
。

小
木
委
員
長
が
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

に
発
表
さ
れ
た
「
江
戸
東
京
学
」
を
、
江
戸
東
京

フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
が
再
録
の
編
集
に
あ
た
り
、

著
作
集
お
よ
び
論
文
集
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で

あ
る
(
下
段
、
参
照
)
。

そ
れ
を
記
念
し
て
パ

i
テ
ィ
を
開
催
し
た
。

。

席

奏

点

夫

野
ご

の

生
一
で

先

一
造

イ

新

テ

/
木
/
一

右
小
下
パ

江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
の
編
集
に
よ
る

小
木
新
造
の
「
江
戸
東
京
学
」
に
関
す
る
出
版
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「訂

μ滋
来
持
代
」
?
り
川
良
と
政
治
桝
料
品
紅

江
戸
東
京
学
の
更
な
る
展
開
を
探
る

|
出
版
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
一
六
七
回
は
「
再
考

i
小
木
新
造
の
江
戸
東

京
学
」
と
題
し
て
、
九
月
六
日
、
北
沢
タ
ウ
ン
ホ

ー
ル
で
開
催
し
た
。

江
戸
東
京
フ
ォ

i
ラ
ム
委
員
会
の
陣
内
秀
信

(
法
政
大
学
教
授
)
・
波
多
野
純
(
日
本
工
業
大

学
教
授
)
・
吉
見
俊
哉
(
東
京
大
学
教
授
)
・
横

山
泰
子
(
法
政
大
学
助
教
授
)
・
小
湾
弘
(
江
戸

東
京
博
物
館
教
授
)
の
各
委
員
と
、
元
委
員
の
内

問
雄
造
氏
(
東
洋
大
学
教
授
)
を
講
師
・
パ
ネ
リ

ス
ト
・
司
会
者
と
し
て
、
上
記
出
版
を
記
念
し
て

フ
ォ

i
-フ
ム
を
開
催
。

陣
内
委
員
か
ら
、
小
木
委
員
長
が
提
同
附
さ
れ
た

「
江
戸
東
京
学
」
の
羽
会
的
背
景
、
そ
の
特
徴
、
経

緯
が
、
関
迷
の
出
版
物
を
紹
介
し
な
が
ら
発
表
さ

れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
地
域
研
究
・
社
会

史
と
し
て
の
「
江
戸
東
京
学
」
の
佼
置
づ
け
、
自

身
の
研
究
と
「
江
戸
東
京
学
」
と
の
関
わ
り
、
小

木
委
員
長
の
研
究
姿
勢
や
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
の
資
質
、
東
京
へ
の
熱
い
視
線
が
述
べ
ら
れ
た
。

討
論
は
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の
参
加
者
と
共
に

「
江
戸
東
京
学
」
の
原

点
を
考
察
し
、
そ
の
経

緯
を
負
の
部
分
も
含
め

て
検
証
し
、
今
後
の
課

題
を
述
べ
合
い
「
江
戸

東
京
学
」
を
再
考
し
た
。

「
江
戸
東
京
学
」
と

「
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
更
な
る
展
開
を

探
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な

っ
た
。

出版記念フォーラム

タ
イ
ト
ル
は
仮
題
、
執
筆
者
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
号
予
告

側
年
冬
、
号

一
月
号

特
集
日
時
住
宅
写
真

〈
佳
…
占
。

古
写
真
の
中
の
住
宅

中
小
廿
礼
仁
(
大
阪
市
立
大
学
)

〈
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

す
ま
い
に
お
け
る
写
真
、
写
真
に
お
け
る
す
ま
い

植
悶
実
(
住
宅
建
築
評
論
家
)

高
梨
曲
旦
(
写
真
家
)

司
会
一
中
谷
礼
仁
(
大
阪
市
立
大
学
)

〈
報
告
〉

写
し
込
ま
れ
た
伝
統

岡
本
茂
男
{
写
真
家
)

小
住
宅
写
真
論

一
勝
塚
光
政
(
写
真
家
)

楼
ま
い
の
痕
跡
と
し
て
の
写
真

宮
本
隆
司
叫
(
写
真
家
)

今
の
す
ま
い
を
写
す
司
}
と

山
岸
側

〈
す
ま
い
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
〉

建
築
・
住
宅
・
写
真

矢
萩
喜
従
郎
(
ア

i
テ
イ
ス
ト
)

〈
私
の
す
ま
い
ろ
ん
〉

ニ
ッ
ポ
ン
す
ま
い
撮
影
記

大
竹
静
市
郎
(
写
真
家
)

〈
ひ
ろ
ば
〉

ハ
ピ
タ
の
活
動
に
つ
い
て

西
岡
絵
美
子
(
大
阪
大
学
)

〈
す
ま
い
再
発
見
〉

写
真
に
よ
る
す
ま
い
再
発
見
・
福
島
県
大
内
宿

相
沢
紹
男
(
武
蔵
野
美
術
大
学
)

〈
図
書
室
だ
よ
り
〉

蔵
盤
探
訪
一
西
山
文
庫
に
つ
い
て
②

安
藤
元
夫
(
西
山
知
一
一
一
記
念
文
庫
)

〈
住
総
研
ニ
ュ

i
ズ
レ
タ
|
〉



図
書
室
だ
よ
り

今
回
は
、
住
総
研
図
書
室
で
こ

0
0五
年
六
月

か
ら
八
月
に
受
け
入
れ
た
資
料
の
う
ち
、
大
学
等

の
研
究
報
告
書
、
住
宅
関
連
の
絵
本
お
よ
ぴ
江
戸

東
京
関
連
の
資
料
を
中
心
に
総
介
す
る
。

大
学
等
の
研
究
報
告
審
は
、
野
村
み
ど
り
『
病

弱
施
設
の
現
代
化
に
問
附
す
る
建
築
計
幽
的
研
究
い

(
乎
成
一
四

l

一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研

究
成
果
報
告
書
)
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
情

報
文
化
省
文
化
研
究
所
・
芝
泌
工
業
大
学
工
学
部

建
築
工
学
科
知
研
究
室
『
カ
ド
ゥ

l
の
住
ま
い
と

集
落

i
尚
ラ
オ
ス
・
サ
ラ
ワ
ン
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ

ス
へ

H
，F
巾

Z
2ユ
ロ
宮
内
O
「
ロ
ロ
ロ
ロ
門
出
}
叫
巾
田
町
田
門
ロ
げ

吋、
H
F
巾
}
山
町
田
口
色
町
O
C
印
問
。
片
付
y
m
吋
即
江
田
口
向

日)巾
O
立
巾
』
、
法
政
大
学
大
学
院
エ
コ
地
域
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
関
連
の
報
告
書
で
は
、
『
東
京
の
水
上

生
活
者
と
水
と
共
存
す
る
建
築
』
『
浄
水
か
ら
見

る
江
戸
東
京
の
都
市
空
間
と
吉
田
初
一
一
一
郎
が
揃
い

た
多
摩
川
』
吋
南
イ
タ
リ
ア
の
浴
町
|
膝
史
的
形

成
と
一
内
生
へ
の
動
き
」
吋
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
ア
グ

ロ
タ
ウ
ン
!
(
U
〉
∞
〉
初
開

ω
・
〉
H
N
わ
O
∞
・
問
問
問
』

吋
円
日
本
の
近
代
港
町
ー
そ
の
基
日
間
と
空
間
形
成
原

間
一
の
発
見
L

『
法
政
大
学
大
学
院
エ
コ
池
域
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
二

O
O
四
年
度
報
告
書
」
等
で
あ
る
。

住
宅
関
連
の
絵
本
は
、
野
沢
正
光
『
地
球
と
生

き
る
ん
氷
』
、
伊
東
車
検
『
み
ち
の
家
」
、
阿
部
勤

『
中
心
の
あ
る
家
』
(
以
上
三
上
山
…
は
、
「
く
う
ね
る

と
こ
ろ
に
す
む
と
こ
ろ
」
シ
リ

i
ズ
)
、
本
間
昇

作
・
石
井
幼
絵
『
家
の
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ

り
へ
鈴
木
誠
『
日
本
の
庭
・
世
界
の
庭
暮
ら

し
と
庭
』
、
小
松
義
夫
文
・
凶
山
H
m
絵
『
世
界
あ

ち
こ
ち
ゆ
か
い
な
門
家
め
ぐ
り
』
を
購
入
し
た
。
当

図
書
室
で
は
、
国
内
外
の
住
宅
関
連
の
絵
本
を
約

七

O
品
川
所
蔵
し
て
い
る
。

江
戸
東
京
関
連
で
は
、
芳
賀
去
十
四
郊
先
生
士
口
稀

記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
『
日
本
社
会
史
研
究
|

芳
賀
幸
四
郎
先
生
古
稀
記
念
』
、
生
江
義
男
先
生

還
勝
記
念
歴
史
論
集
刊
行
委
員
会
『
歴
史
論
集

生
江
義
男
先
生
還
暦
記
念
』
、
安
藤
俊
一
郎
『
観

光
都
市
江
戸
の
誕
生
』
、
大
石
学
『
釈
名
で
読
む

江
戸
・
東
京
』
『
統
駅
名
で
読
む
江
戸
・
東
京
』
、

森
ま
ゆ
み
吋
明
治
・
大
正
を
食
べ
歩
く
』
、
寺
島

孝
一
吋
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下
の
江
戸
恥
他
を
受
け

入
れ
た
。

そ
の
他
、
多
摩
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
学
会
一
編
集
委
員

会
「
多
摩
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
研
究
」
(
第
一
号

1
第

七
号
)
等
の
寄
贈
文
献
、
陣
内
秀
信
『
南
イ
タ
リ

ア
都
市
の
居
住
空
間
ア
マ
ル
フ
ィ
、
レ
ッ
チ
ェ
、

シ
ャ
ヵ
、
サ
ル
デ

l
ニ
ヤ
』
、
大
橋
竜
太
『
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
住
宅
史
|
伝
統
の
形
成
と
そ
の
背
景
』

等
の
お
備
本
や
、
日
本
風
景
写
真
協
会
会
員
『
お

民
家

i
迭
し
た
い
日
本
の
風
景
』
、
青
木
淳
・
ホ

ン
マ
タ
カ
シ
・
秋
山
具
義
『

G
』
、
田
中
亮
三
-

m
m彰
久
吋
英
国
立
族
の
邸
宅
』
、
八
木
幸
二

『
ア
メ
リ
カ
の
家
|
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
タ
・
ド

イ
ツ
・
ス
ペ
イ
ン
の
伝
統
』
等
の
住
宅
写
真
集
、

ニ
O
O五
年
日
本
建
築
学
会
大
会
(
近
畿
)
の
住

宅
・
都
市
・
渓
災
関
連
資
料
、
さ
ら
に
ビ
フ
オ
|
ア

フ
タ
ー
劇
的
リ
フ
ォ
ー
ム
研
究
所
『
あ
な
た
の
家

の
ビ
フ
オ
|
ア
フ
タ
i

1
一
O
O件
か
ら
学
ぶ
リ

フ
ォ
ー
ム
術
へ
武
内
修
二
『
チ
ラ
シ
か
ら
読
み

解
く
!
満
足
度
一

0
0
%
の
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入

法
』
、
ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ト
プ
レ
ス
『
し
ま
え
る
狭

小

住

宅

!

収

納

を

考

え

た

小

住

宅

へ

「
∞
河
口
吋
ロ

ω
わ
白
印
白
川

ω最
強
最
新
!
住
宅
案

内

2
0
0
5
」
の
よ
う
な
広
く
一
般
を
対
象
と
し

た
資
料
も
受
け
入
れ
た
。
現
在
定
期
的
に
受
け
入

れ
て
い
な
い
雑
誌
も
、
住
宅
関
迷
の
特
集
号
は
、

単
発
的
に
購
入
し
、
利
用
に
供
し
て
い
き
た
い
。

図
替
変
案
内

閣
議
時
間
一
九
一
一
一
一

0
1
一
六
一

O
O

(
二
一
一

0
0
1
一一一一一

O
Oは
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
!
ピ
ス
お
よ
ぴ
新
規
登

録
受
付
等
係
長
対
応
業
務
は
休
み
)

休

筆

一

土

問

明

日

日

曜

日

祝

祭

臼

当

則

的

図
の
休
日
(
夏
季
・
冬
季
の
休
暇
期

間
、
創
立
記
念
日
日
本
年
度
は
一
一

月
四
日
)
、
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
日

利
用
資
格
・
一
八
歳
以
上
の
方

利
用
形
態
.
完
全
開
架
式
(
資
料
貸
出
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
)

詳
細
お
問
い
合
わ
せ
は
・

Z
G
一
~
~
君
司
君
主
印
O
}内

E
・R
-
Z
E印可
O
四
円
。
口
付
・
耳
目

新
刊
だ
よ
り

@
出
版
助
成
に
よ
る
欝
籍

A
・
レ

l
モ
ン
ド
の
建
築
詳
細

著
者
日
一
ニ
沢
治

彰
図
社
・

A

5
判

-mべ
l
ジ

定
価
3
3
6
0
内
(
本
体

3
2
0
0
円
)

「
寸
ま
い
ろ
ん
」
の
ご
購
読
に
つ
い
て

@
発
刊
日
は
原
則
則
と
し
て
、
冬
口
万
一
月
、
春
号
四

月
、
支
口
万
七
月
、
秋
口
万
一

O
月
で
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
送
付
開
始
は
、
購
読
料
受
領
後
の

最
新
号
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
購

読
手
続
き
に
は
約
一
週
間
同
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
含
み
お
き
下
さ
い
。

@
購
読
満
了
時
に
ご
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
購
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

@
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
求
め
に
も
お
こ
た
え
し

て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

在
庫
の
有
無
、
送
料
を
左
記
財
団
ま
で
、
ご
確

認
下
さ
い
。

昨
朗
読
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

年

間

二

0
0
0内
(
送
料
品
ム
ハ
)

三

年

間

五

0
0
0円
(
送
料
共
)

お
支
払
い
方
法

@
領
収
書
は
、
郵
便
局
の
払
込
禁
兼
受
領
証
で
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
財
向
か
ら
は
改
め
て
発

行
い
た
し
ま
せ
ん
。

申
購
読
期
間
中
の
購
読
中
止
に
よ
る
購
読
料
返
金

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

「
す
ま
い
ろ
ん
」
は
次
の
応
頭
で
も
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
(
応
頭
で
の
予
約

購
読
の
受
け
付
け
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
て

@
南
洋
堂
書
庖

千
代
間
区
神
間
神
保
町

1

幻

電
話
(
8
3
)
3
2
9
1
1
1
3
3
8

財
団
法
人
住
宅
総
合
研
究
財
団

一
寸
間
側
主
口
小
都
伏
…
川
谷
区
船
橋
四
丁
目
鈎

8

郵
便
振
替
口
東
京
O
D
l
l
D
3
i
6
6
3
9

電
話
(
0
3
)
3
4
8
4
1
5
3
8
l
F
A
X
(
0
3
)
3
4
8
4
5
7
9
4



〈新たな魅力ある郊外居住のあり方〉とコーポラティブハウス柿生

写真と文/津田初穂

⑫
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿
生
」
は
〈
新
た
な
郊
外

居
住
の
あ
り
方
〉
を
先
駆
的
に
実
現
し
て
い
る

我
が
聞
の
人
口
お
よ
び
叶
ぷ
w
の
将
米
構
成
が
い
よ

い
よ
急
激
な
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
少
子
化
・
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
状
況
に
さ
し
か
か
り
つ
つ
あ
る
な

か
、
都
心
同
帰
に
伴
っ
て
大
都
市
部
郊
外
・
近
郊
の

住
宅
地
の
空
洞
化
や
荒
廃
化
が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
す

で
に
顕
在
化
し
て
き
で
い
る
。
こ
の
現
象
は
我
が
同

の
人
口
・
世
併
構
成
の
特
川
県
(
性
に
山
米
す
る
も
の
で

あ
り
、
限
定
さ
れ
た
地
域
の
住
宅
地
の
問
題
と
い
う

よ
り
は
将
米
の
我
喜
怒
目
響
調

1
3雪
サ
三

怒
醸
醐
酷
蝿
瞳
醸
醐
醸
瞳
曙
駁
翻
脚
ど
4

刻
々
雲
雀
議
機
閥
単

が
出
の
地
域
社
会
、
槻
麟
麟
鱗
錨
鱗
鱗
藤
機
一

r腕幽

市
民
の
居
住
環
境
議
議
離
義
理
離
麟
勾
プ
麟
欝
議
離

i

J

い一
4
鶴
勺
話
剣
山
勘
宍
喰

am--
議
議
襲
撃
議
議
醤

全
体
に
影
響
を
及
譲
儲
耀
瀦
畿
翠
議
鐘
鱗

ぽ
す
走
大
な
社
会
ヌ
ハ
デ
鱗
お
総
議

ι

ぶ
設
麟
額
整
。

わな

J:島
噌

部

制

併

巳

}

引

法

磯

麟

穣

緩

鱒

盤

調

的

問

題

で

あ

る

。

事
u

議
F
T内
義
塾
翠
印
刷

d
y綬
d
d
F議
饗
議
撃
選
の

こ

の

よ

う

な

潮

流

シ

:

~

議

議

~

一

側

れ
し
…
)
ゐ
懸
子
占
凶
北

の
小
で
、
白
石
人
J

・

r
a
-
-
:
:三
襲
二
一
一
二
一
の

川
純
正
義
藤
総
務
遂
~
一
一
ャ
町
一
物

心

安

心

を

も

合

む

郊

い

じ

;

鰭

警

i
:
γ

い
建

外
の
居
住
環
境
の
改
善
に
資
す
る
〈
新
た
な
魅
力
あ

る
郊
外
応
住
の
あ
り
方
〉
を
一
部
す
こ
と
が
引
在
求
め

ら
れ
て
い
る
。
私
自
身
、
二

0
年
間
に
わ
た
り
郊
外

に
立
地
す
る
「
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿
生
」
で

生
活
を
し
て
き
た
が
、
側
人
的
な
事
山
に
よ
り
こ
の

五
年
間
ほ
ど
は
柿
生
を
縦
れ
、
や
む
を
得
ず
郎
心
民

住
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
総
濃
い
柿
伎
の
環
境
の

小
で
京
哨
ら
し
い
居
住
者
の
方
が
た
と
過
ご
し
た
共

同
生
活
の
盟
鋭
な
情
感
は
、
い
ま
も
な
お
胸
奥
に
的

リ
響
い
て
い
る
。
「
コ

i
ポ
ラ
テ
ィ
フ
ハ
ウ
ス
柿

生
」
に
は
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
〈
新
た
な
魅
力
あ

る
郊
外
ぽ
住
の
あ
り
方
〉
が
以
前
か
ら
実
呪
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
私
は
思
う
。
こ
の
点
、
「
コ

i
ポ
ラ
テ

ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿
生
」
は
再
評
価
す
べ
き
内
容
を
包
含

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

具
体
的
に
仰
が
評
価
す
べ
き
点
な
の
か
を
一
一
一
一
一
口
で

一
-
ニ
阿
っ
て
し
ま
え
ば
、
間
住
者
の
方
が
た
が
自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と
は
臼
分
た
ち
で
実
行
し
よ
う
と
す
る

努
力
・
行
動
・
作
法
が
コ
ー
ポ
の
伝
統
と
し
て
身
に

付
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
多
く
の
日
本
人
が

生
活
の
利
便
性
・
効
来
性
の
向
上
、
私
的
不
動
産
側

似
の
上
外
の
追
求
の
あ
ま
り
、
こ
の
事
例
を
忘
れ
去

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
今
こ
そ
、

生
活
の
兵
の
出
品
か
さ
と
は
何
か
、
他
人
と
分
か
ち
合

う
生
活
の
盟
か
さ
と
は
何
か
、
を
広
く
考
え
て
い
く

べ
き
時
別
で
あ
る
。

@
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿
生
」
が
実
現
し
て
い
る
郊

外
居
住

1

自
主
管
理
に
関
し
て
(
白
主
塗
装
を
例
に
)

「コ

l
ボ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿
生
」
の
白
、
主
管
理

を
象
徴
す
る
も
の
は
自
主
塗
装
で
あ
る
。
当
建
築
物

は
尿
外
に
而
す
る
金
属
部
品
(
予
摺
り
、
バ
ル
コ
ニ

ー
佑
子
、
窓
而
総
子
、
外
部
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
カ
バ

ー
等
)
は
全
て
ス
チ
ー
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当

然
鋭
ぴ
て
く
る
が
、
定
期
的
に
一
斉
に
白
、
玉
塗
装
を

行
な
う
。
も
ち
ろ
ん
危
険
な
筒
所
は
プ
ロ
の
塗
装
屋

さ
ん
に
委
託
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
自
分
た

ち
で
ペ
ン
キ
を
調
合
し
、
ヤ
ス
リ
で
鈴
落
と
し
を
し
、

鋭
化
め
没
装
、
仕
上
げ
塗
装
を
行
な
う
。
土
・
日
曜

を
活
用
し
て
日
程
を
割
り
振
り
完
成
さ
せ
る
。
白
、
主

管
理
は
業
者
に
頼
ら
ず
安
く
建
物
を
維
持
・
管
理
す

る
と
い
う
怠
味
も
あ
る
が
、
ペ
ン
キ
や
刷
毛
を
分
け

ん
口
っ
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
体
を
動
か
し
共
同
作
業

を
す
る
と
い
う
述
待
感
が
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も

の
と
考
え
て
い
る
。

2
郊
外
な
ら
で
は
の
緑
化
活
動
に
関
し
て

緑
化
活
動
は
緑
豊
か
な
郊
外
な
ら
で
は
の
自
主
的

な
活
動
で
あ
り
、
行
な
わ
れ
る
共
同
作
業
は
多
き
に

わ
た
る
。
定
期
的
な
草
刈
り
、
樹
木
の
手
入
れ
、
一
一
災

山
の
柴
刈
り
、
花
坦
の
手
入
れ
や
植
え
棒
、
ぇ
、
災
山

に
開
墾
し
た
矧
の
農
作
業
、
新
た
に
作
る
ベ
ン
チ
・

藤
棚
・
花
思
等
の
作
成
と
、
そ
の
活
動
範
囲
は
広
い
。

そ
し
て
何
よ
り
も
共
同
作
業
を
行
な
っ
て
汗
を
流
し

た
後
、
緑
に
関
ま
れ
た
土
の
プ
レ
イ
ロ
ッ
ト
で
皆
で

飲
む
ビ

l
ル
の
旨
い
こ
と
。
食
料
を
持
ち
寄
っ
て
焚

き
火
を
閥
み
談
笑
す
る
と
い
っ
た
至
福
の
一
時
を
過

ご
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
は
部
会
で
は
得
難
い
も
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
自
然
に

は
ぐ
く
ま
れ
る
も
の
だ
と
思
う
。

3

四
季
折
々
の
行
事

「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿
生
」
で
の
生
活
の

特
徴
を
も
う
一
つ
挙
げ
れ
ば
、
日
本
や
地
域
の
伝
統

に
基
づ
く
行
事
が
共
同
生
活
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
正
月
の
賀
詞
交
換
会
、
ど
ん
と

焼
き
(
多
摩
地
域
に
兄
ら
れ
る
虫
送
り
の
行
事
)
、

お
花
見
、
谷
波
り
鯉
の
ぼ
り
飾
り
、
七
夕
飾
り
、
夏

の
コ

i
ポ
祭
、
秋
の
お
月
見
、
年
末
の
門
松
作
り
、

餅
っ
き
、
忘
年
会
等
々
、
こ
れ
ら
も
皆
共
同
作
業
を

伴
う
活
動
で
あ
り
、
子
ど
も
も
大
人
も
参
加
す
る
楽

し
い
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
四
季
折
々

の
伝
統
行
事
を
通
じ
て
居
住
者
の
連
情
感
、
共
同
意

識
、
暮
ら
し
の
作
法
や
豊
か
さ
が
自
然
と
培
わ
れ
て

い
く
こ
と
を
、
実
感
と
し
て
思
い
起
こ
す
。



B$'イブ (78ni) Aタイプ (62ni) .コーポラテイブハウス柿生の建物概要

立地 神奈川県川崎市麻生区上麻生

竣工昭和50(1975)年 8月24日

延べ床面積一11，530m'建築而積一 l，327m'

戸数 92戸

構造ー鉄'白鉄筋コンクリ ー ト造11階建

共同施設ー集会所、談話室、ピロティ (子ど もの遊び場)

住戸タイプ基本型 4タイプ

O$'イプ (108ni) C$'イプ (88ni) 

基本的住戸タイプ

断面図

春のお花見。

夏のコーポ祭。

自主塗装。

-
〈
新
た
な
魁
力
あ
る
郊
外
居
住
の
あ
り
方
〉
と
は

結
論
と
な
る
が
、
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿

生
」
で
の
生
活
体
験
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
住
宅
お

よ
び
住
宅
地
の
ハ

l
ド
面
の
充
実
も
大
切
で
は
あ
る

が
、
も
は
や
物
質
的
充
実
の
み
を
追
究
す
る
時
代
で

は
な
い
。

〈
新
た
な
魅
力
あ
る
郊
外
居
住
の
あ
り

方
〉
を
実
現
す
る
に
は
、
い
か
に
郊
外
の
環
境
を
活

か
し
た
、
皆
で
分
か
ち
合
、
え
る
豊
か
な
共
同
生
活
の

〈
場
〉
を
つ
く
る
か
の
問
題
で
あ
り
、
い
か
に
人
ぴ

と
の
心
を
呼
び
覚
ま
す
〈
き
っ
か
け
〉
を
つ
く
る
か

の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

最
後
に
、
「
コ

l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿
生
」
の

精
神
の
原
点
で
あ
り
、
私
自
身
の
自
戒
の
原
点
で
も

あ
る
「
コ

l
ポ
憲
章
」
を
掲
げ
る
。

草刈り樹木勢定作業。

* 

私
た
ち
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
柿
生
」
に
住
む
も
の

は
、
自
分
の
生
活
を
大
切
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
次

の
こ
と
を
自
分
の
心
に
箸
い
ま
す
。

自
『
分
の
ま
わ
り
の
人
た
ち
の
生
活
を
大
切
に
し
ま
す
。

2

自
介
の
地
域
を
大
切
に
し
ま
す
。

3

自
分
た
ち
の
環
境
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
育
て
ま
す
。

4

自
分
た
ち
の
豊
か
な
生
活
は
皆
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

5

信
頼
し
あ
い
感
謝
し
あ
う
こ
と
を
、
私
た
ち
の
共
同

生
活
の
基
礎
と
し
ま
す
。

暮れの餅っき。

調停回
初副総
/
さ
わ
だ
・
は
つ
は

伺
プ
ラ
ウ
ド
代
表
取
締
役
所
長
。

一九
七
二
年
、
東
海
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。

側
市
浦
都
市
開
発
建
築
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
な
ど
を

経
て
、
九
七
年
、

P
R
O
U
D
(
H
V
E
ロ包コ
問
ωコ
巳

河
何
回
日
同
n
E
向
。
吋

O
百
円
】
ヨ
由
一
口
「

FEdoom-間
口
)
を
設

立
。
主
と
し
て
住
宅
問
題
、
地
域

・
地
区
再
生
問
題
、

ま
ち
づ
く
り
企
画
に
取
り
組
む
。
『
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ル
ネ

サ
ン
ス
』
(共
著
、
彰
国
社
)
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。



， 

、
、

、

編
集
後
記

内ニ
容オ今 、
がン回一
j農をの a
いリ特 '
。、 l、集

まド l立
たす

る本
金の誌
融 、でが
、、はニ

所との
有恵、分.
制え野
度j るの
、'11 オ
諸どピ

外
国
の
状
況
な
ど
、
普
段
あ
ま
り
昆
に
し
な
い

記
喪
が
多
い
が
、
閉
塞
感
の
あ
る
公
的
住
宅
の

現
状
に
希
望
の
苑
を
防
ら
す
よ
う
な
示
唆
じ
あ

ふ
れ
で
い
る
。
写
真
な
ど
が
少
な
く
て
見
栄
え

は
地
味
だ
が
、
そ
れ
を
補
っ
て
あ
ま
H
V
あ
る
内

容
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

-

実
を
い
う
と
、
編
集
段
階
で
は
、
住
宅
組
合

・

と
い
ミ
テ

l
マ
は
、
古
め
か
じ
く
可
堅
い
イ
ヅ

l
ジ
が
あ
る
の
で
は
と
心
配
す
る
声
が
強
か
っ

た
。
私

W
当
初
の
編
集
意
図
は
、
住
宅
分
野
に

、お
け
る
第
三
の
選
択
肢
を
め
ぐ
る
混
沌
と
し
た

-議
論
を
取
り
上
げ
る
こ
モ
で
あ
っ
た

、。
こ
-
〕
で

〆

い
う
第
三
と
は
、
公
共
と
民
間
の
問
、
所
有
と

、、

-n-v

賃
貸
の
問
、と
い
う
意
味
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
、
あ
ま
り
に
漠
撚
じ
し
て

い
る
。
そ
こ

で
、
住
宅
組
合
と
い
う
具
体
的
テ

l
マ
を
通
し

て
、
第
三
の
選
択
肢
に
切
り
込
も
う
と
じ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
‘
ど
う
や
ら
成
功
し
た

i

ょ
う
だ
。
住
宅
組
合
は
、
古
く
て
新
し
い
テ
ー

マ
で
あ
る
と
と
を
実
感
し
た
計

第
で
あ
る
。

そ
し
て
、
副
産
物
と
し
て
、
も
う
一
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
気
が
つ
い
た
。
ぞ
れ
は
、
閉
塞
感
の

あ
る
時
代
に
新
し
い
可
能
性
を
切
り
拓
く
た
め

に
は
ヘ
建
築
学
、
法
学
、
経
済
学
、
政
治
学
等

の
異
分
野
を
横
断
的
よ
考
、
次
る
-
』
V
』
が
必
要
と

い
う
ニ
と
だ
。
本
特
集
に
登
場
す
る
多
彩
な
筆

者
の
コ
ラ
ポ
レ

l
ト
が
、
今
後
の
鍵
に
な
り
そ

L
つ
で
あ
る
。

川

、
f

(
米
号
責
任
編
集
H
小
林
秀
樹
)

、

，，
 ，
 

， 
〆'、、 ，

使

t
総
合
研
究
財
団

防

称

リ

住
総
研
一
は

昭
和
二」二
年
、
当
時
の
清
水
建
設
社
長
・
清
水

康
雄
に
よ
北

戦
後
の
窮
迫
し
た
住
宅
問
題
を
、

住
宅
の
総
合
的
研
究
、
お
よ
び
成
果
の
公
開
、

実
践
、
普
及
に
よ

っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
あ
り
ま
す
。

現
在
は
住
宅
に
関
す
る
研
究
助
成
事
業
を
中

心
と
し
、
「
住
主
総
合
研
究
財
団
研
究
論
文
集
」

等
を
発
件
、
ま
た
住
に
関
す
る
専
門
図
書
室、

F

セ
ミ
す
月
室
等
を
整
備
、
公
開
、

柱
会
の
お
役

に
立
つ
よ
う
、
公
益
事
業
に

‘つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
，

¥
 

こ
の
「
す
ま
い
ろ
ん
」
は
、
活
動
の

一
環
と

し
て
、
成
果
の

一
端
を
、
市
民
、

実
務
者
、
研

究
者
の
皆
様
に
、
よ
り
広
く
、
よ
り
手
軽
に
ご

理
解
い
え
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
音
阿
見
交
流
の

場
に
な
る
こ
と
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願
っ
て
刊
行
(
季
刊
)
さ
れ

τい
る
も
の
で
す
バ
ご
利
用
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

-
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お
願
い
申
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ま
す
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